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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

女
優
・
戸
田
恵
子
が
６
月
25

日
と
27
日
夜
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
の
ワ
イ
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル

ホ
ー
ル
で
一
人
芝
居
「
虹
の
か

け
ら
」（
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
Ｆ
Ｃ

Ｉ
主
催
）
を
上
演
し
た
。
映
画

「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」
で
全
世

界
の
ア
イ
ド
ル
と
な
っ
た
天
性

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
タ
ー
、
ジ

ュ
デ
ィ
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
の
人
生

を
、
代
役
兼
付
き
人
と
し
て
支

え
た
同
名
の
ジ
ュ
デ
ィ
・
シ
ル

バ
ー
マ
ン
と
い
う
１
人
の
女
性

の
視
点
か
ら
描
い
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。
脚
本
は
演

出
家
の
三
谷
幸
喜
氏
。
戸
田
の

還
暦
の
記
念
に
三
谷
氏
が
書
き

下
ろ
し
た
も
の
で
、
初
演
は

２
０
１
８
年
５
月
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
を
挟
ん
で
５
年
ぶ
り
の
上

演
と
な
っ
た
。

　

プ
ロ
ッ
ト
や
歌
う
曲
目
な
ど

は
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
カ

ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
は
音
楽
ホ
ー

ル
の
た
め
、
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
や

ス
ポ
ッ
ト
照
明
、
字
幕
な
ど
は

な
く
、
舞
台
セ
ッ
ト
も
基
本
な

い
状
態
で
の
演
技
。
戸
田
に

と
っ
て
も
新
鮮
な
一
人
芝
居

で
「
こ
ん
な
明
る
い
舞
台
で
や

っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
驚
い
て

い
た
ほ
ど
。
音
楽
は
ピ
ア
ノ
・

荻
野
清
子
、
ド
ラ
ム
・
Ｂ
Ｕ
Ｎ　

Ｉ
ｍ
ａ
ｉ
、
ベ
ー
ス
・
鈴
木
陽

子
。
客
席
は
両
日
共
に
満
席
で

戸
田
の
オ
ー
バ
ー
・
ザ
・
レ
イ

ン
ボ
ー
（
虹
の
彼
方
に
）
の
歌

声
が
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
に
美

し
く
響
い
た
。

　

２
日
目
。
最
終
日
の
舞
台
に

現
れ
た
戸
田
は
、
満
面
の
笑
み

を
称
え
て
ス
テ
ー
ジ
の
中
央
で

両
手
を
広
げ
「
２
日
目
の
今
日

が
ベ
ス
ト
で
す
。
最
高
の
演
技

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と
観

客
の
心
を
見
事
に
掴
ん
だ
。

　

ト
ニ
ー
賞
、
グ
ラ
ミ
ー
賞
を

受
賞
し
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
に
も

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
ジ
ュ
デ

ィ
・
ガ
ー
ラ
ン
ド
は
、
し
か
し

自
身
で
オ
ス
カ
ー
を
手
に
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
３
度
の
結

婚
に
失
敗
し
、
薬
物
中
毒
と
な

る
な
ど
晩
年
は
孤
独
だ
っ
た
波

乱
の
人
生
を
、
横
か
ら
友
と
し

て
、
付
き
人
と
し
て
支
え
、
そ

し
て
時
と
し
て
嫉
妬
し
て
生
き

た
主
人
公
を
歌
と
芝
居
で
演

じ
、
観
客
を
釘
付
け
に
し
た
。

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
に
は
、
母

ジ
ュ
デ
ィ
が
取
る
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
オ
ス
カ
ー
を
手
に
し

た
娘
の
ラ
イ
ザ
・
ミ
ネ
リ
の
写

真
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
大
劇
場

に
は
芸
術
を
守
る
ミ
ュ
ー
ズ

（
女
神
）
も
魔
物
も
住
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
両
方
に

見
守
ら
れ
て
、
戸
田
は
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
の
天
井
か
ら
降
り

注
ぐ
虹
の
か
け
ら
を
一
身
に
浴

び
た
。　
　
　
　
　
　
（
三
浦
）

戸
田
恵
子
が
一
人
芝
居

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で

写真・佐々木悠人

虹
の
か
け
ら
熱
演

　

観
光
、
不
動
産
、
経
済
発
展

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
レ

ゾ
ナ
ン
ス
は
、
毎
年
恒
例
の
米

国
の
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
を
発
表

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
同
ラ
ン

キ
ン
グ
開
始
以
来
８
年
連
続
で

１
位
の
座
を
維
持
し
た
。

　

今
年
は
国
際
市
場
調
査
会
社

イ
プ
ソ
ス
と
提
携
し
、
空
港
の

乗
り
換
え
の
利
便
性
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
投
稿
数
、
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
誌

が
選
ぶ
５
０
０
企
業
の
拠
点

数
、
ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
や
屋
外
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
数
な
ど
項
目

で
米
国
内
の
主
要
都
市
を
評
価

し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
つ
い
て

「
エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
・

ビ
ル
や
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ

ン
タ
ー
の
ト
ッ
プ
・
オ
ブ
・
ザ
・

ロ
ッ
ク
な
ど
は
定
番
だ
が
、
ガ

ラ
ス
張
り
の
エ
レ
ベ
ー
タ
が
有

名
な
サ
ミ
ッ
ト
・
ワ
ン
・
バ
ン

ダ
ー
ビ
ル
ト
の
よ
う
な
新
名
所

も
あ
る
。
展
望
台
に
上
が
っ

て
、
見
下
ろ
し
、
深
呼
吸
を
す

る
と
、
再
生
し
た
こ
と
を
実
感

で
き
る
」
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後

の
復
興
を
評
価
し
、
１
０
０
周

年
を
迎
え
た
Ｎ
Ｙ
市
立
博
物
館

や
改
修
費
に
５
億
ド
ル
を
投
じ

再
開
し
た
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
、
大
修
繕
を
行
っ
た
主
要

空
港
な
ど
に
つ
い
て
も
伝
え
て

い
る
。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
10
位

は
、
２
位
シ
カ
ゴ
、
３
位
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
、
４
位
マ
イ
ア
ミ
、

５
位
ラ
ス
ベ
ガ
ス
、
６
位
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
７
位
ボ
ス
ト

ン
、
８
位
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、

９
位
シ
ア
ト
ル
、
10
位
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トworldbestcities.com

を

参
照
す
る
。

米
国
の
都
市
１
位

８
年
連
続
で
Ｎ
Ｙ

　

オ
ン
ラ
イ
ン
旅
行
会
社
、
ト

リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
こ
の

ほ
ど
、
２
０
２
４
年
度
の
「
旅

行
者
が
選
ぶ
ベ
ス
ト
・
オ
ブ
・

ザ
・
ベ
ス
ト
・
シ
ン
グ
・
ト
ゥ
・

ド
ゥ
」
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
を

発
表
し
、
エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ

ー
ト
・
ビ
ル
が
初
め
て
１
位
に

選
ば
れ
た
。

　

同
サ
イ
ト
は
世
界
８
０
０
万

人
以
上
の
利
用
者
が
12
か
月
間

に
投
稿
し
た
デ
ー
タ
を
基
に
、

各
観
光
名
所
を
評
価
し
た
。
エ

ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
・
ビ
ル

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
６
万

人
以
上
が
５
つ
星
で
評
価
し

た
。
同
サ
イ
ト
は
「
旅
行
者
は

３
６
０
度
見
渡
せ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
絶
景
に
感
動
し
、
展
望

台
か
ら
小
さ
く
見
え
る
市
内
の

名
所
を
指
さ
す
こ
と
が
で
き

る
。
天
気
が
よ
け
れ
ば
全
６
州

を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
」

と
解
説
し
、
同
ビ
ル
を
訪
れ
た

３
０
０
人
以
上
が
「
一
生
に
一

度
の
経
験
だ
っ
た
」
と
感
想
を

伝
え
て
い
る
と
い
う
。
報
告
を

受
け
た
同
ビ
ル
は
６
月
25
日

夕
、
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
ア
イ
コ
ン
色
で
あ
る
緑
に
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
。

　

以
下
、
同
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上

位
５
位
は
、
２
位
エ
ッ
フ
ェ
ル

塔
、
３
位
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク

の
家
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）、

４
位
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア

（
バ
ル
セ
ロ
ナ
）、
５
位
ク
リ
ス

タ
ル
の
洞
窟
（
ケ
イ
マ
ン
諸

島
）。

　

ラ
ン
キ
ン
グ
の
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トtripadvisor.com

を
参
照
す
る
。

観
光
名
所
世
界
一
に
選
ば
れ
た
エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
・
ビ
ル
（
７
月
１
日
、
三
浦
良
一
撮
影
）

観
光
名
所
世
界
一
位

エ
ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
ト
・
ビ
ル

www.saitollp.com
https://ibec-usa.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
worldbestcities.com
tripadvisor.com
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第
32
回
ヘ
ア
ス
タ
イ
リ
ス

ト
・
ゴ
ル
フ
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

が
８
月
26
日
（
月
）
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（103 Brick Church Road, 
New Hempstead, NY

、
電
話

８
４
５
・
３
６
２
・
５
８
０
０
）

に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

Ｎ
Ｙ
の
ス
タ
イ
リ
ス
ト
が
交

流
と
親
睦
の
輪
を
広
げ
る
た
め

に
実
施
さ
れ
る
毎
年
恒
例
の
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
。
当
日
は
午
前
７

時
15
分
受
付
、
開
会
式
は
８
時

15
分
、
９
時
ス
タ
ー
ト
予
定
。

参
加
募
集
は
１
０
０
人
（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）、
費

用
は
ひ
と
り
２
０
０
ド
ル
（
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
、
カ
ー
ト
、
表

彰
式
、
食
事
、
オ
ー
プ
ン
バ

ー
、
賞
品
代
込
み
）。
競
技
方

法
は
、
ぺ
リ
エ
方
式　

Ｕ
Ｓ

Ｇ
Ａ
ロ
ー
カ
ル
大
会
ル
ー
ル

併
用
。
多
く
の
参
加
者
に
賞

品
が
行
き
渡
る
よ
う
寄
付
を

お
願
い
し
て
い
る
。
申
し
込

み
は
２
０
０
ド
ル
の
小
切
手

（payable to Shige Kosuda
）

を
添
え
、シ
ゲ
小
須
田
（Shige 

Kosuda　

141East 55th 
Street, #2G New York, New 
York 10022

）
ま
で
送
付

す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

９
１
７
・
７
４
７
・
８
６
７
８
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルkosuda@

earthlink.net

ま
で
。

ヘアサロン
ゴルフ大会
参加者を募集

　

澄
み
渡
る
歌
声
、
そ
し
て
心

に
突
き
刺
さ
る
歌
詞
が
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
老
舗
ジ
ャ
ズ
ク

ラ
ブ
、
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
に
２
夜

連
続
で
響
い
た
。
日
本
の
歌
姫

の
座
を
45
年
以
上
守
り
続
け
、

い
ま
世
界
中
で
流
行
の
兆
し

を
見
せ
て
い
る
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ

ポ
ッ
プ
ス
の
草
分
け
的
存
在
、

八
神
純
子
の
初
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
公
演
だ
。

　

当
初
か
ら
予
定
し
て
い
た
６

月
30
日
の
ス
テ
ー
ジ
が
瞬
く
間

に
ソ
ー
ル
ド
ア
ウ
ト
に
な
っ
た

た
め
、
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
が
八
神

に
打
診
、
急
遽
、
公
演
前
日
の

29
日
に
追
加
公
演
が
実
現
し

た
。
本
紙
の
記
事
や
広
告
を
見

て
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
か
ら
聴
き

に
き
た
熱
心
な
フ
ァ
ン
な
ど
二

日
連
続
で
１
８
５
席
が
満
員
御

礼
と
な
っ
た
。

　

ビ
リ
ー
・
ジ
ョ
エ
ル
の
「
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
想
い
」
で
口
火

を
切
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
、
デ
ビ

ュ
ー
曲
「
思
い
出
は
美
し
す
ぎ

て
」か
ら「
ポ
ー
ラ
ス
タ
ー
」「
み

ず
い
ろ
の
雨
」「
パ
ー
プ
ル
タ

ウ
ン
」
の
大
ヒ
ッ
ト
曲
３
曲
を

一
気
に
計
12
曲
を
歌
い
あ
げ
、

ア
ン
コ
ー
ル
は
「
ラ
ラ
バ
イ
・

オ
ブ
・
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
」。
ピ

ア
ノ
は
長
年
八
神
と
コ
ン
サ
ー

ト
を
共
に
す
る
一
人
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
宮
本
貴
奈
が
日
本
か
ら

駆
け
つ
け
た
。
客
席
と
ス
テ
ー

ジ
が
間
近
の
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ
な

ら
で
は
の
迫
力
だ
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
一
昨

年
、
女
性
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
殿
堂
入
り
を
果
た
し

た
八
神
。「
そ
ん
な
私
が
日
本

だ
け
で
歌
っ
て
い
て
は
い
け
な

い
な
と
い
う
思
い
で
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
公
演
が
実
現
し
ま
し

た
」
と
話
す
。
１
９
８
６
年
か

ら
西
海
岸
に
住
ん
で
き
た
。
今

回
の
ラ
イ
ブ
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
地
球
の
嘆
き
や

叫
び
を
曲
を
通
し
て
訴
え
た
大

曲
「
テ
ラ
（
地
球
）」
だ
。「
今

ま
で
の
私
の
音
楽
人
生
は
こ
の

ア
ル
バ
ム
を
作
る
た
め
に
あ
っ

た
ん
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
」
と
い
う
。
11
分
と
い
う
長

い
曲
だ
が
、
聴
き
入
る
う
ち
に

長
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
は
ま

っ
た
く
な
か
っ
た
。

　

八
神
は
「
初
め
て
の
バ
ー
ド

ラ
ン
ド
で
の
２
日
間
の
公
演
を

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々

に
、
心
か
ら
の
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い

う
チ
ェ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
の
街

で
「TERRA~ here we will 

stay

」
を
届
け
ら
れ
た
こ
と
や

『
バ
ー
ド
ラ
ン
ド
』
を
私
の
歌

声
で
満
た
せ
た
喜
び
は
、
き
っ

と
、
豊
か
さ
と
深
み
を
増
し
た

私
の
歌
声
と
な
っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
私
を
進
化
さ
せ
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。 

素
晴
ら

し
い
機
会
を
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
お

会
い
出
来
る
日
を
楽
し
み
に
、

一
層
頑
張
っ
て
歌
い
続
け
ま

す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

八
神
純
子
Ｎ
Ｙ
熱
唱

2夜連続で満員御礼
変わらぬ歌声で魅了

老舗ジャズクラブ
バードランドで

https://sobaya.square.site/
https://e-kaigo.net/
https://newyork-apartment-realestate.com/
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://www.kitchoan.com/grand-opening/
kosuda@earthlink.net
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7 月 NY 日系人会の行事
定期クラス　生徒募集中！
火曜日 10:45am-11:45am太極拳
火曜日 1pm-4pm 書道クラス
水曜日 10am-12pm 裏千家茶道クラス
金曜日 1:15pm-3pm JAAコーラス

■４日（木）独立記念日‐JAAは休館
■ 8日（月）10am-12pm「シニアへの無料ヘアカット」田原
ミチさん、小須田シゲさん、秋元亮介さん、上田和則さんが
ヘアカットを行う。お早めにご予約下さい。

■ 11日（木）10am-12pm NYC Dept. of Aging/HIICAP主催「メ
ディケア相談室」各 30分。要予約。

■ 11日 (木 ) 12pm-2pm「七夕敬老会」食事は BENTONのお
弁当。この夏を安全に過ごすために NYPD制作「シニアの
ための防犯ガイドブック」の紹介と体験談発表。ランチ代：
JAA会員：$5。 敬老会参加とお弁当ピックアップとランチ
デリバリーもご予約ください。

■ 13日（土）6:30pm-9pm「第８回七夕フェスティバル」On 
the East River Promenade in Carl Schurz Park(walk east 
from the entrance at 86 th St. and East End Avenue) NY混声
コーラス、小林利子さん中心の折紙、彦星と織姫の紙芝居、
BONダンサー指導の盆踊りが行われる。浴衣などを着て楽
しみましょう！ The Amateur Astronomers Association of NY
の協力により、望遠鏡で大空の星を身近に見ることができる。
お弁当は各自持参。誰でも参加可能。雨天中止

■ 18日（木）10am-12pm 「寺井真美弁護士の米国移民法の無
料電話相談室」各 15分　要予約

■ 18日 (木）1pm-2:30pm 「しゃべって！　笑って！ハッピー
ライフ！」（企画：幸せ運び隊）参加費 $5

■ 24日（水）6:30pm- オンライン理事会
■ 25日（木）9:30am-12pm 「ヘレン・イリエ弁護士と滝川玲
子弁護士の遺言・事前指示の書類についての無料電話相談
-Will, Health Care Proxy, Living Wills, Power of Attorney」各
30分。要予約

■ 25日 (木 ) 12pm-2pm「土用の丑の日敬老会」鰻のかば焼
き弁当。「暑い夏を元気に過ごしてください」とのメッセー
ジ付き。参加費＄５。会場参加、デリバリー、ピックアッ
プ、お早めに要予約。三上クニさんのジャズピアノと IWAKI 
BANDの歌と演奏をお楽しみください。7月のお誕生会をし
ます。ランチデリバリー希望者は要予約。

■８月３日（土）10am-2pm 「夏のフリーマーケット」＠ JAA
会館お稲荷、お赤飯、焼きそば、チキンの竜田揚げ、お菓子
類などのお食事コーナーを作ります。衣類、食器、雑貨、本
コーナーを設けますので衣類、雑貨、アクセサリー、バッグ、
本、食器等のご寄付をお願いします。寄付は 7月 29日まで
受け付けます。ショッピングを楽しんでください。

The Japanese American Association of New York, Inc. 
49 W. 45th S., 11th Fl. （bet. 5th & 6th Aves.）

Tel: 212-840-6942　info@jaany.org

　

日
本
の
力
士
た
ち
に
よ
る

「
相
撲
」
と
「
日
本
の
食
文
化
」

を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
相
撲

＋
寿
司
」
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

ネ
イ
ビ
ー
ヤ
ー
ド
に
あ
る
デ
ュ

ガ
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
ハ
ウ
ス
で

６
月
14
日
か
ら
21
日
ま
で
５
日

間
８
公
演
が
開
催
さ
れ
た
。
日

本
の
国
技
「
相
撲
」
を
寿
司
と

セ
ッ
ト
に
し
た
文
化
紹
介
型
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
イ
ベ

ン
ト
の
ホ
ス
ト
は
、
日
本
相
撲

界
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
、
小
錦
八
十

吉
さ
ん
（
61)

。
イ
ベ
ン
ト
は

連
日
１
公
演
あ
た
り
８
０
０
人

余
り
の
観
客
を
動
員
す
る
大
盛

況
で
、
Ｎ
Ｙ
開
催
は
今
回
が
３

年
目
。

　

冒
頭
は
、
小
錦
さ
ん
の
英
語

解
説
に
よ
り
、
会
場
中
央
の
特

設
土
俵
で
力
士
た
ち
が
押
し
出

し
、
上
手
投
げ
、
寄
り
切
り
な

ど
84
種
類
あ
る
相
撲
技
の
代
表

的
な
必
勝
技
や
、
禁
じ
手
を
実

演
披
露
し
た
ほ
か
、
相
撲
部
屋

で
の
日
常
の
稽
古
方
法
な
ど
が

紹
介
さ
れ
、
相
撲
文
化
の
歴
史

を
丁
寧
に
説
明
し
た
。

　

会
場
は
、
観
覧
席
（
75
ド

ル
）
か
ら
土
俵
前
３
列
の
食
事

テ
ー
ブ
ル
観
覧
席
と
Ｖ
Ｉ
Ｐ
席

（
３
７
５
ド
ル
）
ま
で
４
種
類

が
設
け
ら
れ
、
チ
ケ
ッ
ト
と
セ

ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
弁
当
寿
司

を
食
べ
な
が
ら
シ
ョ
ー
を
見
る

ス
タ
イ
ル
。
日
本
の
相
撲
界
で

活
躍
し
て
た
力
士
に
よ
る
試
合

観
戦
、
力
士
た
ち
が
観
客
の
質

問
に
答
え
る
質
疑
応
答
の
コ
ー

ナ
ー
、
観
客
が
土
俵
入
り
し
て

力
士
と
対
戦
す
る
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
。
会
場
か
ら
参
加
し
た
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち
も
上
半
身

シ
ャ
ツ
を
脱
い
で
力
士
た
ち
と

が
っ
ぷ
り
四
つ
に
組
ん
で
大
奮

闘
。
日
本
の
地
方
巡
業
さ
な
が

ら
の
市
民
交
流
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
。

　

小
錦
さ
ん
は
「
ア
メ
リ
カ
の

人
た
ち
が
と
て
も
相
撲
を
大
切

に
し
て
く
れ
る
の
を
す
ご
く
感

じ
る
。自
分
は
日
本
が
大
好
き
。

そ
れ
し
か
な
い
。
だ
か
ら
相
撲

カ
ル
チ
ャ
ー
を
わ
か
り
や
す
く

広
く
ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
ン
た
ち

に
伝
え
た
い
。
昔
、
大
相
撲
は

マ
ジ
ソ
ン
ス
ク
エ
ア
ガ
ー
デ
ン

で
や
っ
た
け
ど
、
自
分
が
目
指

す
の
は
そ
こ
じ
ゃ
な
い
。
分
か

る
？
」
と
語
り
、
フ
ァ
ン
や
ゲ

ス
ト
た
ち
と
の
写
真
撮
影
に
快

く
応
じ
て
い
た
。
出
場
力
士
６

人
の
中
に
は
、
日
本
の
人
気
急

上
昇
の
格
闘
技
ブ
レ
イ
キ
ン
グ

ダ
ウ
ン
12
で
安
保
瑠
輝
也
と
対

戦
し
た
ス
ダ
リ
オ
の
弟
関
の
顔

も
。
当
日
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
レ
ス
ト
ラ
ン

が
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

顧
客
17
人
を
土
俵
間
際
最
前
列

の
席
に
招
待
し
た
。
相
撲
チ
ー

ム
一
行
は
こ
の
あ
と
、
ワ
シ
ン

ト
ン
Ｄ
Ｃ
４
公
演
、
ナ
ッ
シ
ュ

ビ
ル
５
公
演
、
シ
カ
ゴ
５
公
演

に
向
か
っ
た
。

ニューヨーカーも上半身裸になって土俵で相撲を取って観客は大喜び（写真・三浦良一）

名司会と解説をした小錦と記念撮影する
アメリカ人観客たち

力
士
と
記
念
撮
影
す
る
マ
ウ
ン
ト
フ

ジ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ナ
ン
シ
ー
・
コ
オ

ー
ナ
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
左
）
と
招
待
客
の

一
人
、
川
野
作
織
コ
ー
リ
ン
社
長

小
錦
さ
ん
解
説

Ｎ
Ｙ
８
公
演
完
売

相
撲
と
寿
司
で

日
本
文
化
紹
介

https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/index.html
https://japansociety.org/film/japancuts/
tel:212-840-6942
mailto:info@jaany.org
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国
際
交
流
基
金
Ｎ
Ｙ
事
務
所

新
旧
所
長
交
代
パ
ー
テ
ィ
ー

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
と
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
ア
ダ

ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
議
会
議
長
は
６
月

29
日
、
公
立
図
書
館
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｌ
）
の
２
０
２
４
年
の
予
算
削

減
案
を
撤
回
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
市
当
局
は
昨
年
11
月
、

主
に
移
民
対
策
の
緊
急
的
な
資

金
確
保
の
た
め
に
、
公
立
図
書

館
の
５
８
３
０
万
ド
ル
の
予
算

削
減
を
発
表
し
、
２
０
０
か
所

以
上
の
図
書
館
、
分
館
が
日
曜

の
閉
館
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

海
外
日
本
人

サ
ポ
ー
ト

藤
田
幸
久 （28）

　

原
爆
を
開
発
し
た
オ
ッ
ペ
ン

ハ
イ
マ
ー
が
１
９
６
４
年
に
広

島
の
被
爆
者
と
米
国
で
面
会

し
、「
涙
を
流
し
て
、
何
度
も

謝
っ
た
」
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
6
月
20

日
、
こ
の
非
公
開
の
会
談
に
同

行
し
た
通
訳
者
の
証
言
を
放
送

し
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
に
亡

く
な
っ
た
通
訳
者
の
タ
イ
ヒ
ラ

ー
曜
子
さ
ん
が
２
０
１
５
年
に

語
っ
た
映
像
を
広
島
市
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
が
保
管
し
て
い
た
も
の
で

す
。
タ
イ
ヒ
ラ
ー
さ
ん
は
、「
オ

ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
は
涙
、
ぼ
う

だ
た
る
状
態
で
『
ご
め
ん
な
さ

い
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
ご
め
ん

な
さ
い
』
と
本
当
に
謝
る
ば
か

り
だ
っ
た
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

彼
は
、
原
爆
投
下
に
よ
る
惨
状

を
知
っ
て
苦
悩
を
深
め
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
爆
者
一
行
は
ト
ル
ー
マ
ン

元
大
統
領
と
も
会
談
し
ま
し
た

が
、
彼
は
「
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ

が
取
っ
た
正
当
な
行
為
だ
」
と

述
べ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

私
は
タ
イ
ヒ
ラ
ー
さ
ん
に

１
９
８
０
〜
90
年
代
に
国
際
Ｍ

Ｒ
Ａ(

現
在
は
国
際
Ｉ
Ｃ)

の

ス
イ
ス
・
コ
ー
の
国
際
会
議
で

通
訳
を
お
願
い
し
て
い
ま
し

た
。
実
は
こ
の
コ
ー
こ
そ
、
浜

井
信
三
広
島
市
長
が
１
９
５
０

年
に
参
加
し
て
、
広
島
の
碑
文

「
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
。

過
ち
は
繰
り
返
し
ま
せ
ぬ
か

ら
」
作
成
の
契
機
と
な
っ
た
場

所
で
す
。
コ
ー
は
戦
後
4
年
間

に
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
首
脳

を
含
む
数
千
人
の
国
民
が
参
加

し
た
和
解
の
メ
ッ
カ
で
す
。
市

長
は
そ
の
和
解
の
ド
ラ
マ
を
体

験
し
た
後
、
欧
州
諸
国
を
経
て

米
国
を
訪
問
し
ま
す
。
市
長
は

戦
後
初
め
て
占
領
軍
が
海
外
渡

航
を
認
め
た
約
70
名
の
大
型
使

節
の
一
員
で
し
た
。
中
曽
根
康

弘
議
員
他
国
会
議
員
７
人
を
含

む
各
界
代
表
や
広
島
県
知
事
、

長
崎
県
知
事
、
長
崎
市
長
も
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
前
の
占
領

下
の
時
代
で
す
。（
私
の
拙
訳

書
『
日
本
の
進
路
を
決
め
た
10

年
』
ご
参
照
下
さ
い
。）

　

吉
田
茂
首
相
代
理
の
二
人
の

国
会
議
員
が
米
国
議
会
で
謝
罪

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
碑
文
設

置
を
決
定
し
た
の
が
浜
井
市
長

の
ア
ー
リ
ン
ト
ン
墓
地
訪
問
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
長
は
爆

心
地
の
楠
か
ら
数
十
個
の
十
字

架
を
作
成
し
、
歴
訪
先
の
要
人

に
贈
呈
し
て
お
り
、
そ
の
1
個

が
ト
ル
ー
マ
ン
元
大
統
領
に
も

渡
っ
て
い
る
と
い
う
記
録
も
あ

り
ま
す
。

　

私
は
昨
年
の
広
島
サ
ミ
ッ
ト

前
に
、
こ
の
碑
文
の
経
緯
に
つ

い
て
各
国
首
脳
に
お
伝
え
す
る

よ
う
岸
田
文
雄
総
理
に
提
言
し

ま
し
た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が

原
爆
資
料
館
で
記
帳
し
た
「
世

界
か
ら
核
兵
器
を
最
終
的
に
、

そ
し
て
、
永
久
に
な
く
せ
る
日

に
向
け
て
、
共
に
進
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
」
を
ぜ
ひ
実
現
し
た

い
も
の
で
す
。

　

ふ
じ
た
・
ゆ
き
ひ
さ
＝
慶
大

卒
。
世
界
的
な
道
徳
平
和
活
動

Ｍ
Ｒ
Ａ
や
難
民
を
助
け
る
会
で

活
動
し
た
初
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
出

身
政
治
家
。
衆
議
院
・
参
議
院

議
員
各
二
期
。
財
務
副
大
臣
、

民
主
党
国
際
局
長
、
民
進
党
ネ

ク
ス
ト
外
務
大
臣
、
横
浜
国
立

大
講
師
等
歴
任
。
ア
メ
リ
カ
元

捕
虜
（
Ｐ
Ｏ
Ｗ
）
の
訪
日
事
業

を
主
導
。
現
在
国
際
Ｉ
Ｃ
（
旧

Ｍ
Ｒ
Ａ
）
日
本
協
会
会
長
。
岐

阜
女
子
大
特
別
客
員
教
授
。

オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
、

広
島
被
爆
者
に
謝
罪

た
。
同
方
針
に
対
し
、
ヒ
ラ
リ

ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
民
主
党
元
大

統
領
候
補
や
女
優
の
ウ
ー
ピ

ー
・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
さ
ん
ら

を
含
む
著
名
人
た
ち
が
削
減
に

反
対
す
る
市
議
会
議
員
や
図
書

館
職
員
た
ち
を
支
援
し
た
。

　

国
際
交
流
基
金
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
の
下
山

雅
也
所
長
は
６
月
１
日
付
で
独

立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
本

部
へ
異
動
し
、
今
月
28
日
に
帰

国
し
た
。
後
任
は
同
日
付
で
前

国
際
交
流
基
金
国
際
対
話
部
長

の
小
島
寛
之
氏
が
20
日
着
任
し

た
。
６
月
24
日
、
新
旧
所
長
交

代
パ
ー
テ
ィ
ー
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
系
人
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
。

　

小
島
新
所
長
は
１
９
６
５
年

生
ま
れ
58
歳
。
１
９
９
０
年
京

都
大
学
文
学
部
卒
業
。
21
年
政

策
研
究
大
学
院
大
学
公
共
政
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
文
化
政
策
）
修

士
号
取
得
。
92
年
４
月
国
際
交

流
基
金
入
職
。
96
年
マ
ニ
ラ
事

務
所
副
所
長
、
２
０
０
６
年
日

本
語
試
験
セ
ン
タ
ー
事
務
局
次

長
、
12
年
ソ
ウ
ル
日
本
文
化
セ

ン
タ
ー
所
長
、
17
年
国
際
交
流

基
金
企
画
部
長
、
22
年
よ
り
前

職
。
米
国
に
加
え
、
広
く
イ
ン

ド
太
平
洋
地
域
を
対
象
と
し
た

知
的
対
話
、
市
民
交
流
事
業
に

従
事
。

　

共
著
に
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ

ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
戦
略 

イ
メ
ー

ジ
を
競
う
国
家
間
ゲ
ー
ム
に
い

か
に
勝
利
す
る
か
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ

研
究
所
、
２
０
１
４
年
）、『
国

際
文
化
交
流
を
実
践
す
る
』（
白

水
社
、
２
０
２
０
年
）。
東
京

都
出
身
。

　

30
日
の
締
め
切
り
を
前
に
当

初
の
予
算
案
実
行
を
承
認
し
た

同
市
長
は
「
図
書
館
や
文
化
施

設
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
に
と

っ
て
子
供
た
ち
の
成
長
や
Ｎ
Ｙ

市
の
活
気
の
原
動
と
な
る
社
会

機
構
で
あ
る
。

　

予
算
は
、
日
々
、
こ
れ
ら
の

必
要
不
可
欠
の
機
関
が
市
民
が

求
め
る
も
の
を
提
供
し
、
観
光

客
を
魅
了
す
る
場
所
で
あ
り
続

け
る
こ
と
を
保
証
す
る
」
と
話

し
て
い
る
。

来
場
者
に
挨
拶
す
る
小
島
所
長
（
右
）
と
下
山
前
所
長

　

11
月
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選

挙
で
再
選
を
目
指
す
バ
イ
デ
ン

大
統
領
（
81
歳
）
と
、
返
り
咲

き
を
ね
ら
う
ト
ラ
ン
プ
前
大
統

領
（
78
歳
）
に
よ
る
第
１
回
テ

レ
ビ
討
論
会
が
６
月
27
日
に
ア

ト
ラ
ン
タ
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
ス
タ
ジ

オ
で
行
わ
れ
、
バ
イ
デ
ン
大
統

領
の
「
惨
敗
」
と
な
っ
た
。
メ

デ
ィ
ア
は
「
悲
惨
な
結
果
」（
ポ

リ
テ
ィ
コ
）、「
民
主
党
は
パ
ニ

ッ
ク
」（
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

タ
イ
ム
ズ
）
な
ど
と
報
じ
、
党

内
や
大
口
献
金
者
か
ら
は
、
バ

イ
デ
ン
氏
の
立
候
補
辞
退
を
求

め
る
声
も
出
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｎ
が
主
催
し
た
第
１
回

討
論
会
は
、
４
年
前
の
討
論
会

で
生
じ
た
罵
り
合
い
を
避
け
る

た
め
、
会
話
中
は
マ
イ
ク
音
声

を
切
る
、発
言
は
回
答
に
２
分
、

反
論
に
１
分
な
ど
細
か
い
ル
ー

ル
が
定
め
ら
れ
た
。
ま
た
事
前

に
用
意
し
た
メ
モ
の
持
ち
込
み

や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
時
間
に
ス
タ

ッ
フ
と
話
す
こ
と
も
禁
止
さ
れ

た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
声
が

か
す
れ
、
自
分
の
政
権
が
創
出

し
た
雇
用
者
数
１
５
０
０
万
人

を
１
万
５
０
０
０
人
と
言
っ
て

し
ま
う
な
ど
の
言
い
間
違
い
が

目
立
っ
た
だ
け
で
な
く
、
司
会

者
か
ら
の
質
問
の
意
味
を
取
り

違
え
た
り
、
時
折
言
葉
に
つ
ま

る
な
ど
、
高
齢
不
安
を
払
拭
さ

せ
る
ど
こ
ろ
か
返
っ
て
懸
念
を

深
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
ト
ラ

ン
プ
氏
の
「
バ
イ
デ
ン
政
権
下

で
財
政
赤
字
も
中
国
と
の
貿
易

赤
字
も
史
上
最
悪
レ
ベ
ル
に
達

し
た
」
や
「
全
米
国
民
が
中
絶

禁
止
を
望
ん
で
い
た
」
な
ど
の

事
実
の
な
い
言
動
に
対
し
て
も

有
効
に
反
論
で
き
ず
に
終
わ
っ

た
。

　

一
方
の
ト
ラ
ン
プ
氏
は
質
問

へ
の
回
答
を
わ
ざ
と
は
ぐ
ら
か

し
た
り
、
真
偽
不
明
の
こ
と
を

随
所
に
織
り
込
む
な
ど
、
相
変

わ
ら
ず
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
駆

使
。
大
量
の
不
法
移
民
流
入
で

米
国
の
経
済
も
福
祉
も
社
会
も

お
か
し
く
な
っ
て
い
る
と
し

て
、
移
民
に
寛
容
な
バ
イ
デ
ン

政
権
を
真
っ
向
批
判
し
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
も
ガ
ザ
も
起
こ
る
べ

き
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
、
自

分
が
大
統
領
に
な
れ
ば
す
ぐ
終

わ
ら
せ
る
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
一

方
、
中
絶
問
題
や
議
会
乱
入
事

件
、
選
挙
結
果
を
認
め
る
か
な

ど
で
は
比
較
的
穏
当
な
受
け
答

え
や
自
己
弁
護
で
乗
り
切
っ

た
。
Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
討
論
会
後
、
フ

ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
発
表
、
ト

ラ
ン
プ
氏
は
30
件
以
上
、
バ
イ

デ
ン
氏
は
少
な
く
と
も
９
件
で

事
実
で
は
な
い
あ
る
い
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
た

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｎ
Ｎ
が
討
論
会
後
、
有
権

者
５
６
５
人
を
対
象
に
調
査
し

た
と
こ
ろ
、「
バ
イ
デ
ン
氏
の

方
が
良
か
っ
た
」
と
答
え
た
人

は
33
％
で
「
ト
ラ
ン
プ
氏
の
方

が
良
か
っ
た
」
と
答
え
た
人
は

67
％
と
ダ
ブ
ル
ス
コ
ア
を
つ
け

た
。
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
の
世
論

調
査
で
は
バ
イ
デ
ン
氏
は
大
統

領
選
に
出
馬
す
べ
き
で
な
い
と

の
回
答
が
72
％
に
達
し
た
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
は
28

日
、「
バ
イ
デ
ン
氏
の
姿
は
、

高
齢
へ
の
不
安
を
民
主
党
内
に

引
き
起
こ
し
た
」
と
報
じ
、
Ｃ

Ｎ
Ｎ
も
「
民
主
党
は
パ
ニ
ッ
ク

状
態
に
な
っ
て
お
り
、
戦
略
担

当
、
議
員
、
資
金
調
達
担
当
者

ら
が
バ
イ
デ
ン
氏
に
撤
退
を
提

言
す
る
か
話
し
合
っ
て
い
る
」

と
報
じ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ

は
28
日
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に

選
挙
戦
か
ら
撤
退
す
る
よ
う
求

め
る
社
説
を
掲
載
し
た
。
同
紙

に
よ
れ
ば
、
大
口
献
金
者
ら
が

バ
イ
デ
ン
氏
の
妻
ジ
ル
さ
ん
を

通
じ
、
選
挙
戦
か
ら
撤
退
す
る

よ
う
バ
イ
デ
ン
氏
を
説
得
で
き

る
か
探
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

８
月
19
日
か
ら
開
か
れ
る
民

主
党
の
夏
の
党
大
会
の
前
に
バ

イ
デ
ン
氏
本
人
が
撤
退
表
明
す

れ
ば
別
の
候
補
を
立
て
る
こ
と

が
可
能
だ
。
代
わ
り
と
し
て
ハ

リ
ス
副
大
統
領
や
ニ
ュ
ー
サ

ム
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事

が
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
二
人
と

も
人
気
は
あ
ま
り
な
く
、
党
内

分
裂
の
可
能
性
も
あ
る
。
ト
ラ

ン
プ
・
共
和
党
側
か
ら
民
意
を

反
映
し
て
い
な
い
と
の
攻
撃
に

さ
ら
さ
れ
る
の
も
必
須
だ
。

　

バ
イ
デ
ン
氏
は
立
候
補
を
辞

退
す
る
意
向
は
１
日
時
点
で
ま

っ
た
く
示
し
て
お
ら
ず
、
家
族

も
選
挙
戦
の
継
続
を
促
し
て
い

る
と
い
う
。オ
バ
マ
元
大
統
領
、

ハ
リ
ス
副
大
統
領
な
ど
民
主
党

の
重
鎮
も
継
続
を
後
押
し
し
て

い
る
。
バ
イ
デ
ン
陣
営
に
よ
れ

ば
討
論
会
後
の
27
日
以
降
、
約

３
３
０
０
万
ド
ル（
約
52
億
円
）

の
寄
付
を
集
め
て
お
り
、
う
ち

２
６
０
０
万
ド
ル
（
約
42
億
ド

ル
）
は
小
口
献
金
と
い
う
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
翌
日
に
１
面
で
内
容
を
報
じ
た
米
各
紙

辞
退
の
声
は
高
ま
る
も

民
主
陣
営
は
撤
退
否
定

第
１
回
テ
レ
ビ
討
論
会
で
「
惨
敗
」

バ
イ
デ
ン
氏
撤
退
の
声
高
ま
る

Ｎ
Ｙ
市
公
立
図
書
館
の
日
曜
利
用
再
開

苦
情
噴
出
で
市
長
が
予
算
削
減
案
を
撤
回

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
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広
島
の
田
中
さ
ん

長
崎
の
小
川
さ
ん

　

日
本
の
非
営
利
組
織
ピ
ー
ス

ボ
ー
ト
の
大
型
客
船
が
６
月
16

日
と
17
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

立
ち
寄
り
、
被
爆
者
２
人
が
証

言
を
伝
え
て
、
世
界
平
和
を
訴

え
た
。
今
回
、
同
船
で
世
界
を

回
っ
て
い
る
の
は
、
広
島
出
身

の
田
中
稔
子
（
と
し
こ
）
さ
ん

（
85
）
と
長
崎
出
身
の
小
川
忠

義
（
た
だ
よ
し
）
さ
ん
（
80
）。

16
日
は
船
上
で
、
17
日
は
国
連

プ
ラ
ザ
で
証
言
を
伝
え
、
若
者

を
中
心
と
し
た
聴
衆
と
交
流
し

た
。

　

田
中
さ
ん
は
６
歳
の
時
に
被

爆
、
意
識
不
明
の
重
体
か
ら
回

復
し
た
も
の
の
級
友
は
ほ
ぼ
死

亡
し
た
。
２
０
０
９
年
か
ら
７

年
間
、
非
営
利
組
織
ヒ
バ
ク
シ

ャ
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
（
本
部
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
）
の
招
聘
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
毎
年
来
て
証
言

活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
「
懐
か

し
い
地
」
と
話
し
、
16
日
は
英

語
で
17
日
は
日
本
語
で
証
言

し
、
最
後
に
「
世
界
に
親
し
い

友
人
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
友
人
の
国
に
原
爆

を
落
と
そ
う
と
は
思
わ
な
く
な

る
」
と
世
界
平
和
を
訴
え
た
。

　

小
川
さ
ん
は
１
歳
の
時
に
被

爆
、
数
か
月
前
に
郊
外
に
疎
開

し
て
一
家
は
助
か
っ
た
が
母
親

に
背
負
わ
れ
実
家
の
様
子
を
見

に
行
っ
た
際
に
「
入
市
被
爆
」

NYで被爆者が証言
　

米
国
立
公
園
局
と
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
＋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を
行

う
非
営
利
団
体
プ
ラ
イ
ド
・
ラ

イ
ブ
は
６
月
28
日
、
１
９
６
９

年
の
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
反

乱
が
発
生
し
た
バ
ー
の
跡
地

に
、
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・

ビ
ジ
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
（
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
51

番
地
）
を
開
設
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
計
画
は
、
ク

ィ
ア
ー
の
女
性
２
人
、
デ
ィ
ア

ナ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
さ
ん
と
ア
ン
・

マ
リ
ー
・
ゴ
サ
ー
ド
さ
ん
が
ス

ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
遺
産
を
称

え
る
た
め
に
先
導
を
と
り
、
２

年
間
を
か
け
資
金
３
２
０
万
ド

ル
を
集
め
実
現
し
た
。
建
物
内

に
は
90
年
に
営
業
を
再
開
し
た

バ
ー
が
隣
接
す
る
。
同
セ
ン
タ

ー
は
、
写
真
と
文
章
で
ス
ト
ー

ン
ウ
ォ
ー
ル
の
反
乱
の
歴
史
を

伝
え
、
バ
ー
チ
ャ
ル
（
仮
想
）

ツ
ア
ー
や
レ
ク
チ
ャ
ー
の
提

供
、
次
世
代
の
ク
ィ
ア
ー
や
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
が
制
作
し
た

作
品
の
特
別
展
示
な
ど
も
巡
回

し
て
行
う
。
天
井
の
一
部
は
当

時
の
内
装
を
再
現
し
、
か
つ
て

の
ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
は
上
映
室
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
別
の
部
屋
に

ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
案
内
所

反
乱
跡
地
に
オ
ー
プ
ン

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
（
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
）
は
６
月
22
日
、
銃
撃
事

件
な
ど
凶
悪
犯
罪
が
２
０
０
件

以
上
地
下
鉄
で
多
発
し
た
今
年

１
月
か
ら
半
年
間
で
、
犯
罪
件

数
が
対
前
年
比
で
６
％
、
約
60

件
減
少
し
た
と
発
表
し
た
。
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
マ
イ
ケ
ル
・
ケ
ン
パ

ー
交
通
局
長
に
よ
る
と
「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
警
の
警
察
官
は
男

女
問
わ
ず
懸
命
に
職
務
を
全
う

し
て
い
る
こ
と
の
結
果
」
と
述

べ
た
。
市
警
で
は
、
同
期
間
中

に
約
１
０
０
０
人
の
警
察
官
を

追
加
動
員
し
た
こ
と
で
地
下
鉄

の
安
定
性
が
向
上
し
た
こ
と
に

は
、歌
手
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・

ア
ギ
レ
ラ
さ
ん
を
は
じ
め
と
す

る
ス
ポ
ン
サ
ー
た
ち
の
名
前
を

記
し
た
記
念
シ
ャ
ベ
ル
が
飾
ら

れ
て
い
る
。

　

ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
反
乱

は
グ
リ
ニ
ッ
ジ
・
ビ
レ
ッ
ジ
の

ゲ
イ
バ
ー
「
ス
ト
ー
ン
ウ
ォ
ー

ル
・
イ
ン
」
で
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

＋
当
事
者
た
ち
が
取
り
締
ま
り

に
入
っ
た
警
察
に
真
っ
向
か
ら

立
ち
向
か
い
、
暴
動
に
発
展
し

た
事
件
を
指
す
。
事
件
発
生
が

６
月
28
日
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
毎
年
６
月
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

＋
の
権
利
の
認
識
を
高
め
る
プ

ラ
イ
ド
月
間
に
制
定
さ
れ
、
世

界
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
て
い
る
。
２
０
１
６

年
、
当
時
の
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ

大
統
領
は
同
バ
ー
を
国
立
記
念

碑
、
周
辺
地
区
を
国
定
文
化
遺

産
保
護
地
域
に
指
定
し
た
。

加
え
て
、
無
賃
乗
車
な
ど
の
運

賃
ご
ま
か
し
な
ど
が
減
少
し
た

と
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方

で
、
警
察
の
取
り
締
ま
り
強
化

は
、
運
賃
を
払
え
な
い
黒
人
や

ラ
テ
ン
系
乗
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
て
い
る
と
反
対
す
る
者
も

い
る
。
ケ
ン
パ
ー
局
長
は
「
警

察
は
人
種
や
性
別
に
は
関
係
な

く
職
務
を
遂
行
し
て
お
り
、
目

の
前
で
起
こ
っ
て
い
る
犯
罪
や

違
反
行
為
に
真
摯
に
取
り
組
ん

で
い
る
だ
け
だ
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
取
り
締
ま
り
強
化

地
下
鉄
犯
罪
が
上
半
期
減
少

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
６
月
27
日
、
市
内
50
か

所
の
公
営
プ
ー
ル
を
開
場
し
た

こ
と
を
発
表
し
た
が
、
昨
年
に

続
く
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
不
足
で
、

多
く
は
時
間
制
限
や
一
部
閉
鎖

な
ど
の
運
営
と
な
る
。

　

同
市
長
が
会
見
を
行
っ
た
新

い
」
と
話
し
て
い
る
が
、
６
月

末
時
点
で
６
０
０
人
強
程
度
に

留
ま
っ
て
い
る
。

装
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
市

内
最
大
の
ア
ス
ト
リ
ア
・
プ
ー

ル
は
、
会
見
の
数
時
間
後
に
人

数
制
限
の
た
め
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

公
式
サ
イ
ズ
の
プ
ー
ル
の
半
分

は
閉
鎖
と
な
り
、
入
場
人
数
も

規
制
さ
れ
、
長
蛇
の
列
に
並
ん

で
い
た
多
く
の
市
民
た
ち
は
入

場
で
き
な
か
っ
た
。
市
営
の
す

べ
て
の
プ
ー
ル
や
ビ
ー
チ
を
安

全
に
運
営
す
る
た
め
に
は
約

１
０
０
０
人
の
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド

が
必
要
だ
が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

規
制
が
緩
和
し
公
営
プ
ー
ル
が

再
開
し
た
２
０
２
２
年
以
降
、

雇
用
数
は
著
し
く
低
迷
し
て
い

る
。
同
市
公
園
局
は
７
月
に
か

け
て
さ
ら
に
増
員
す
る
と
し
、

同
市
長
も
「
昨
年
に
比
べ
て
多

プ
ー
ル
50
か
所
オ
ー
プ
ン
、
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
不
足
が
問
題

し
た
。
父
親
が
早
く
亡
く
な
り

一
家
が
苦
労
し
た
体
験
を
淡
々

と
語
り
、「
核
廃
絶
が
実
現
す

る
ま
で
証
言
活
動
を
続
け
る
」

と
力
強
く
話
し
た
。
ま
た
09
年

か
ら
仲
間
と
立
ち
上
げ
た
「
長

崎
忘
れ
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
つ
い
て
も
説
明
し
、「
８
月

９
日
11
時
２
分
に
写
真
を
撮
影

し
て
、送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、

長
崎
の
原
爆
投
下
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
の
取
り
組
み
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
た
。
集
ま
っ
た

写
真
は
長
崎
の
博
物
館
に
展
示

さ
れ
る
と
い
う
。

　

ユ
タ
州
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ

ィ
出
身
で
核
兵
器
実
験
の
被
害

に
つ
い
て
活
動
す
る
作
家
の
メ

ア
リ
ー
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
さ
ん
も

同
席
し
、
自
ら
の
甲
状
腺
が
ん

の
闘
病
体
験
な
ど
を
語
っ
た
。

17
日
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
教

育
機
関
の
ベ
ネ
デ
ィ
ッ
ク
・
カ

ブ
ア
・
マ
デ
ィ
ソ
ン
さ
ん
も
同

席
、
同
諸
島
で
１
９
４
６
年
か

ら
58
年
の
間
に
67
回
行
わ
れ
た

米
国
に
よ
る
核
実
験
に
起
因
す

る
健
康
被
害
（
異
常
出
産
、
流

産
、
が
ん
、
糖
尿
病
な
ど
）
が

世
界
的
に
見
て
も
多
い
状
況
に

つ
い
て
報
告
、
ま
た
「
ヒ
ロ
シ

マ
へ
の
誓
い 

サ
ー
ロ
ー
節
子

と
と
も
に
」
の
上
映
も
あ
っ
て

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
た
広

島
出
身
の
竹
内
道
さ
ん
ら
も
登

壇
し
た
。

　

同
船
は
４
月
13
日
に
横
浜
を

出
港
、
１
０
５
日
間
で
18
か
国

21
か
所
へ
の
寄
港
を
予
定
し
て

お
り
、
ほ
ぼ
半
分
の
行
程
を
終

え
た
。
会
場
に
集
ま
っ
た
若
者

か
ら
は
「
こ
ん
な
体
験
を
話
す

勇
気
に
感
動
し
た
」「
聞
い
た

こ
と
を
他
の
人
に
伝
え
る
こ
と

が
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。
小
川
さ

ん
の
孫
娘
で
大
学
生
の
長
門
百

音
（
も
ね
）
さ
ん
（
21
）
は
「
祖

父
の
写
真
展
活
動
を
手
伝
っ
た

こ
と
は
あ
る
が
、
今
回
初
め
て

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
、
毎

日
が
勉
強
」
と
話
し
、
各
国
か

ら
の
若
者
と
歓
談
し
て
い
た
。　

　
　
（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

証言を伝える田中さん（左）と小川さん

スーザン・ストリックラー監督と共に上映に立ち会ったプロデューサーの竹内さん（左）

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
で
世
界
を
回
る
小
川
さ
ん
と
孫
の
長
門
さ
ん

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
で
は
７
月
１
日
か
ら
10
月
10

日
ま
で
、
提
出
さ
れ
て
い
る
在

留
届
け
が
実
態
に
伴
う
も
の
か

ど
う
か
、
謝
っ
た
登
録
デ
ー
タ

が
な
い
か
を
メ
ー
ル
や
電
話
な

ど
で
確
認
調
査
を
行
う
。
届
け

出
の
正
確
さ
を
高
め
る
た
め
、

定
期
的
に
在
留
届
け
の
確
認
を

行
っ
て
い
る
。

在
留
届
の
実
態
調
査

現
実
に
伴
う
か
確
認

　

今
年
５
月
27
日
か
ら
、
日
本

国
籍
保
持
者
は
、
国
外
転
出
後

も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
継

続
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
現
在
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な

い
海
外
在
住
の
日
本
国
籍
の

人
（
２
０
１
５
年
10
月
5
日
以

降
に
国
外
転
出
を
し
て
い
る
人

に
限
定
）
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
申
請
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
。
国
外
転
出
前
に
国

外
転
出
者
向
け
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
へ
の
切
替
手
続
き
を
し

な
か
っ
た
人
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
が
失
効
し
て
い
る
た

め
、
国
外
転
出
後
に
国
外
転
出

者
向
け
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
申
請
が
必
要
と
な
る
。　
　

　

国
外
転
出
前
に
国
外
転
出

者
向
け
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
切
り
替
え
る
方
法
の
詳

細
は
次
の
サ
イ
ト
でhttps://

net.kojinbango-card.
go.jp/SS_SERVICE_OUT/
FA01S001Action.do

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

海
外
で
も
申
請
可
能
に

https://www.fivelightscenter.com/
https://on-timelimo.com/
https://net.kojinbango-card.go.jp/SS_SERVICE_OUT/FA01S001Action.do
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「
譲
謙
（
ゆ
ず
け
ん
）
さ
ん
、

今
度
う
ち
で
転
換
オ
プ
シ
ョ
ン

付
き
の
優
先
株
式
を
発
行
す
る

こ
と
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
が
、
会

計
処
理
方
法
を
教
え
て
く
れ
な

い
か
？
」会
社
経
営
者
の
鬣（
た

て
が
み
）
が
会
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
譲
矢
謙
吉
（
ゆ
ず
り
や

け
ん
き
ち
、
通
称
、
譲
謙
）
に

お
も
む
ろ
に
聞
い
た
。「
優
先

株
式
と
は
普
通
株
式
の
株
主
よ

り
も
何
か
が
優
先
さ
れ
て
い
る

株
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
固

定
年
率
の
配
当
が
累
積
で
つ
く

オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ー
ス
に
使
用
す
る
利
率

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一

定
の
期
間
以
内
に
出
資
額
自
体

と
累
積
配
当
金
を
償
還
し
て
支

払
っ
て
も
ら
う
権
利
が
つ
い
て

い
ま
す
」「
そ
れ
じ
ゃ
、
優
先

株
は
い
い
こ
と
だ
ら
け
じ
ゃ
な

い
か
？
」「
た
だ
、
普
通
株
に

は
あ
る
議
決
権
が
優
先
株
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
会
社
の
資
金
調

達
方
法
に
は
負
債
と
資
本
に
大

き
く
分
か
れ
ま
す
。
負
債
は
借

入
金
で
利
息
の
支
払
い
や
返
済

の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、

資
本
に
は
配
当
の
支
払
い
や
資

本
金
を
払
い
戻
す
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
」「
そ
れ
じ
ゃ
、
優
先

株
は
資
本
か
？
」「
い
え
、
優

先
株
式
に
は
先
に
述
べ
た
よ

う
に
負
債
と
資
本
の
両
方
の

性
格
を
も
つ
も
の
が
多
い
た

め
、
簡
単
に
結
論
付
け
ら
れ
ま

せ
ん
」「
大
体
、
な
ん
で
、
優

先
株
な
ん
ぞ
を
発
行
す
る
ん

だ
？
」「
転
換
オ
プ
シ
ョ
ン
付

き
の
償
還
優
先
株
の
場
合
に

は
、
株
券
保
有
者
は
、
会
社
の

業
績
が
よ
く
て
上
場
で
も
す
れ

ば
、
普
通
株
に
転
換
し
て
売
り

抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

業
績
が
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
け
れ

ば
、
持
ち
続
け
て
配
当
を
一
定

割
合
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

か
ら
で
す
。
ま
た
、
償
還
権
を

行
使
す
れ
ば
投
資
し
た
お
金
を

回
収
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
」

「
確
か
う
ち
の
優
先
株
に
は
一

定
の
基
準
日
に
償
還
権
を
つ
け

て
い
た
な
」「
そ
の
よ
う
な
優

先
株
式
は
強
制
償
還
優
先
株
式

（M
andatory Redeemable 

Preferred Stock

）と
呼
ば
れ
、

ア
メ
リ
カ
で
は
負
債
と
し
て
計

上
さ
れ
ま
す
」「（
優
先
）
株
式

な
の
に
負
債
と
は
不
思
議
じ
ゃ

の
う
」「
そ
も
そ
も
償
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

は
返
済
と
同
じ
で
す
の
で
、
資

本
と
し
て
の
性
格
よ
り
も
負
債

と
し
て
の
性
格
の
方
が
強
い
と

い
う
事
で
す
」「
そ
れ
じ
ゃ
、

配
当
は
利
息
計
上
か
？
」「
い

え
、
ア
メ
リ
カ
で
は
配
当
金
と

し
て
利
益
剰
余
金
か
ら
控
除
さ

れ
ま
す
」「
利
益
剰
余
金
が
な

か
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
ん
じ

ゃ
？
」「
資
本
剰
余
金
か
ら
控

除
し
ま
す
」「
未
払
い
配
当
は

ど
う
す
る
の
じ
ゃ
？
」「
未
払

い
配
当
は
負
債
の
増
加
に
な
り

ま
す
」「
そ
れ
じ
ゃ
、
転
換
オ

プ
シ
ョ
ン
は
ど
う
じ
ゃ
？
」「
優

先
株
式
と
経
済
的
な
特
性
が
密

接
に
結
び
つ
い
て
い
れ
ば
、
同

じ
く
負
債
計
上
に
な
り
ま
す
」

「
よ
ー
く
わ
か
っ
た
。
あ
り
が

と
う
。
と
こ
ろ
で
、
日
本
や
国

際
会
計
基
準
で
も
処
理
は
同
じ

か
？
」「
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
が
別
々
の
会
計
処
理
を
行
っ

て
い
ま
す
」「
ど
う
な
っ
て
い

る
ん
じ
ゃ
？
」「
日
本
は
資
本

扱
い
で
す
。
配
当
の
扱
い
は
ア

メ
リ
カ
と
同
じ
利
益
処
分
で

す
」「
国
際
会
計
基
準
で
は
ど

う
じ
ゃ
？
」「
国
際
会
計
基
準

で
は
ア
メ
リ
カ
と
同
じ
く
負
債

扱
い
で
す
。
そ
し
て
、
配
当
は

利
息
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
」

「
ほ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
国
と

地
域
で
考
え
方
は
異
な
る
も
ん

じ
ゃ
の
う
。
あ
り
が
と
う
。
た

め
に
な
っ
た
」

米
国
公
認
会
計
士
齊
藤
事
務
所 

(www.saikos.com, info@
saikos.com)

：
齊
藤
幸
喜

日本酒と焼酎モテモテ

　

日
本
酒
と
焼
酎
の
イ
ベ
ン
ト

が
６
月
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
相

次
い
で
開
催
さ
れ
た
。

 　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
・
シ
テ
ィ
で
６
月

11
日
、
12
日
の
2
日
間
開
か

れ
た
の
が
バ
ー
・
コ
ン
ベ
ン

ト
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
（
Ｂ
Ｃ
Ｂ
）

２
０
２
４
。
日
本
か
ら
本
格
焼

酎
と
泡
盛
の
メ
ー
カ
ー
が
輸
入

業
者
ご
と
に
出
店
し
た
。
蒸
留

酒
専
門
の
展
示
会
で
は
、
ス
ピ

リ
ッ
ツ
や
ワ
イ
ン
、
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
の
ほ
か
、
バ
ー
関
連
用

品
も
出
店
。
約
２
０
０
社
が
出

店
し
、
2
日
間
で
約
５
０
０
０

人
が
訪
れ
る
大
規
模
な
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
日
本
酒
造

組
合
中
央
会
も
米
国
の
流
通
業

者
5
社
と
協
力
し
て
出
店
し
26

ブ
ラ
ン
ド
を
出
品
、
本
格
焼
酎

で
作
る
カ
ク
テ
ル
も
紹
介
し

（
写
真
右
）
第 

３ 

回 
本
格
焼
酎

＆
泡
盛
カ
ク
テ
ル
・
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
で
優
勝
し
た
佐
藤
大
介
さ

ん
が
、
渡
邊
酒
造
場
の
旭
萬
年
黒

麹
と
柳
田
酒
造
の
青
鹿
毛 

41 

を

使
っ
た
焼
酎
カ
ク
テ
ル
を
紹
介
。

（
左
）
天
神
村
醸
造
所
の
ラ
ム
酒

を
手
に
代
表
取
締
役
の
亀
岡
晶
子

さ
ん

日
本
酒
大
好
き
と
笑
顔
の
２
人

（
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
）

日
本
か
ら
21
の
酒
蔵

Ｎ
Ｙ
市
内
で
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
盛
況

た
。同
会
海
外
業
務
部
シ
ニ
ア
・

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
井
内
博
美
さ

ん
は
「
米
国
で
の
焼
酎
と
泡
盛

の
認
知
度
を
上
げ
る
た
め
に
出

店
し
て
い
る
。
今
回
で
3
回
目

だ
が
、
焼
酎
を
知
っ
て
い
る
と

い
う
人
が
増
え
た
。
こ
ん
な
に

美
味
し
い
も
の
が
あ
っ
た
の
か

と
の
声
も
あ
る
」。
ま
た
、
今

回
、
初
め
て
出
店
し
た
愛
知
県

の
天
神
村
醸
造
所
が
地
元
で
と

れ
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
で
造
っ
た
ラ

ム
酒
を
出
品
。
代
表
取
締
役
の

亀
岡
晶
子
さ
ん
は
「
日
本
の
ラ

ム
酒
を
初
め
て
飲
ん
だ
と
い
う

方
が
多
く
、
味
、
香
り
共
に
好

評
だ
っ
た
。 

商
流
、
法
規
制
、

ア
メ
リ
カ
で
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
の

使
わ
れ
方
、
好
み
な
ど
様
々
な

面
で
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
」

と
話
し
て
い
た
。 

 　
6
月
25
日
と
26
日
の
2
日

間
は
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
が
日
本
吟
醸
酒
協
会
と
日
本

酒
輸
出
協
会
の
会
員
21
社
の
酒

蔵
と
日
本
酒
提
供
の
み
の
7
蔵

が
参
加
し
て
29
銘
柄
が
出
揃

い
、
日
本
酒
の
試
飲
会
と
吟
醸

酒
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
っ

た
。
同
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
が
日
本

酒
輸
出
協
会
を
招
き
四
半
世
紀

以
上
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
い
る

恒
例
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
、
両

日
合
わ
せ
て
約
３
５
０
人
の
来

場
者
が
あ
っ
た
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
日
本
酒
と
和
食
、
日
本
酒

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ジ
ョ
ン
・

ゴ
ン
ト
ナ
ー
さ
ん
と
フ
ー
ド
・

ラ
イ
タ
ー
の
片
山
晶
子
さ
ん
が

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
、
日
本

酒
は
チ
ー
ズ
や
デ
ザ
ー
ト
と
合

わ
せ
て
も
楽
し
め
る
な
ど
日
本

の
食
文
化
を
交
え
て
紹
介
し

た
。
昨
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
の
ハ
イ
ド
・
パ
ー
ク
市
で
酒

造
り
を
始
め
た
獺
祭
の
旭
酒
造

や
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
酒
造
り

を
す
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ク
ラ

も
参
加
し
た
。
参
加
者
の
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
在
住
の
マ
イ

ケ
ル
・
カ
ニ
ス
ト
さ
ん
は
「
毎

年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

い
る
が
、
初
め
て
見
る
蔵
元
が

た
く
さ
ん
い
た
こ
と
に
驚
い

た
。
日
本
酒
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

は
刺
激
的
で
、
ど
の
蔵
元
も
自

分
た
ち
の
日
本
酒
に
つ
い
て
本

当
に
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ

た
。
た
く
さ
ん
の
新
し
い
日
本

酒
を
試
す
こ
と
が
で
き
、
私
は

間
違
い
な
く
こ
れ
ら
の
日
本
酒

を
地
元
の
店
で
探
そ
う
と
思

う
」
と
話
し
て
い
た
。
ま
た
、

24
日
に
は
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
国
総
領
事
・
大
使
公
邸
で
も

同
2
つ
の
協
会
に
よ
る
商
談
会

と
一
般
向
け
の
日
本
酒
の
会
も

開
か
れ
た
。

　
　
（
石
黒
か
お
る
、
写
真
も
）

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
26
ブ
ラ
ン
ド
の
焼
酎

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
に
29
銘
柄

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

https://www.facebook.com/pg/nyjalc/about/
http://kkobo.com/
http://myriverside.net/home
https://www.hondag.com
http://www.yamagatadental.net/
tel:18778852726
http://www.nyseikatsu.com
http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
http://www.saikos.com
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ス
タ
ッ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄

道
に
50
年
ぶ
り
の
新
車
両
が
導

入
さ
れ
る
。
新
型
車
両
は
昨
年

か
ら
Ｎ
Ｙ
地
下
鉄
Ａ
線
で
運
行

し
て
い
る
の
と
同
じ
Ｒ
２
１
１

で
、
カ
ワ
サ
キ
レ
ー
ル
カ
ー
の

ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
工
場
で
製
造
さ

れ
る
。
都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ

Ａ
）
の
車
両
装
備
部
副
社
長
ス

ー
・
リ
ン
・
コ
ー
氏
に
よ
る
と
、

8
月
中
旬
か
ら
旅
客
を
乗
せ
た

試
験
運
行
を
開
始
し
、
今
年
末

ま
で
に
75
両
が
納
入
さ
れ
る
予

定
と
い
う
。
ス
タ
ッ
テ
ン
ア
イ

ラ
ン
ド
を
走
っ
て
い
る
現
在
の

Ｒ
４
４
車
両
は
、
１
９
７
０
年

代
に
導
入
さ
れ
、
老
朽
化
が
激

し
く
、
現
在
で
は
機
械
的
な
ト

ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
て
い
る
。
平

日
の
乗
客
数
は
約
７
０
０
０
人

で
、
Ｎ
Ｙ
地
下
鉄
シ
ス
テ
ム
の

1
日
あ
た
り
の
約
４
０
０
万
人

の
乗
客
数
と
比
べ
る
と
利
用
者

は
少
な
い
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
は
、
ス
タ

ッ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
の
近

代
化
を
目
指
し
、
カ
ワ
サ
キ
レ

ー
ル
カ
ー
と
契
約
し
た
が
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
で
納
入
が
2

年
遅
れ
て
い
る
。

ス
タ
ッ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道

50年ぶりに新車両導入
他
の
会
社
は
ど
ん
な
評
価
制
度
を

使
っ
て
い
ま
す
か
？
そ
の
３

クイックUSA
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年
次
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
レ
ビ

ュ
ー
は
多
く
の
企
業
で
一
般
的

な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

毎
年
集
ま
り
、
過
去
12
か
月
間

の
成
果
、
改
善
点
、
そ
し
て
今

後
の
目
標
に
つ
い
て
話
し
合

う
。
し
か
し
、
伝
統
的
な
評
価

プ
ロ
セ
ス
が
効
果
的
で
な
い
と

感
じ
る
Ｈ
Ｒ
の
専
門
家
も
い

る
。
彼
ら
は
、
意
図
さ
れ
た
成

果
が
ほ
と
ん
ど
実
現
さ
れ
ず
、

多
く
の
従
業
員
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
が
評
価
そ
の
も
の
を
嫌
う
よ

う
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　

人
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ジ

ェ
イ
ソ
ン
・
ラ
ウ
リ
ッ
ツ
ェ
ン

は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
レ
ビ
ュ

ー
の
再
構
築
を
長
年
提
唱
し
て

き
た
。
彼
は
同
僚
と
共
に
一
般

的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
管
理
の

問
題
を
議
論
し
た
後
、
4
×
4

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
管
理
と
い
う

新
し
い
プ
ロ
セ
ス
を
開
発
し

た
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
年

次
評
価
の
代
わ
り
に
四
半
期
ご

と
の
評
価
を
行
う
。
ラ
ウ
リ
ッ

ツ
ェ
ン
の
理
論
で
は
、
年
に
一

度
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
不
十

分
で
あ
り
、
会
社
や
部
門
の
優

先
事
項
が
評
価
の
間
に
変
わ

り
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
従
業
員

が
以
前
に
話
し
合
っ
た
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
。

　

理
想
的
に
は
月
次
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
望
ま
し
い
が
、
四
半
期

ご
と
で
も
十
分
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
そ
の
4
×
４
の
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

 

4
×
4
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
管
理

の
プ
ロ
セ
ス

　

4
×
4
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
管

理
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
４
つ
の
質

問
に
焦
点
を
当
て
る
。
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
従
業
員
は
回
答
を
文

書
化
し
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
前

に
互
い
に
共
有
す
る
。
４
つ
の

質
問
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

（
１
）
前
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

以
来
の
最
も
重
要
な
成
果
は
何

か
？

　

こ
の
質
問
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
ノ
ー
ト
で
始

め
、
従
業
員
が
誇
り
に
思
っ
て

い
る
仕
事
や
進
捗
を
話
す
機
会

を
提
供
す
る
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
認
識
を
示
し
、
見
逃
し
て
い

た
成
功
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

（
２
）
次
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ま
で
に
集
中
す
る
最
も
重
要
な

こ
と
は
何
か
？

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
過
去
の
成

果
か
ら
将
来
の
目
標
設
定
に
移

行
す
る
。
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
従

業
員
が
同
じ
ペ
ー
ジ
に
い
る
こ

と
を
確
認
し
、
チ
ー
ム
が
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
作

業
を
理
解
す
る
機
会
を
提
供
す

る
。
こ
の
質
問
は
キ
ャ
リ
ア
開

発
に
つ
い
て
も
話
し
合
う
機
会

を
提
供
す
る
。

（
３
）
現
在
直
面
し
て
い
る
障

害
は
何
か
？

　

従
業
員
は
レ
ビ
ュ
ー
中
に
直

面
し
て
い
る
問
題
を
共
有
す
る

機
会
を
常
に
持
つ
べ
き
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
は
従
業
員
が
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
リ
ソ
ー
ス

や
修
正
す
べ
き
問
題
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

（
４
）
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、

あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
私
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
は

違
う
方
法
は
何
か
？

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
市
長

は
6
月
26
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
当
局
が
公
共
ス
ペ
ー
ス
か
ら

ホ
ー
ム
レ
ス
の
人
々
を
排
除
す

る
頻
度
、
お
よ
び
そ
の
た
め
に

納
税
者
が
負
担
す
る
費
用
に
つ

い
て
詳
述
す
る
、
期
限
を
過
ぎ

た
報
告
書
の
作
成
に
ま
だ
取
り

組
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
四
半
期
報
告
書
の
提
出

期
限
は
先
月
で
、
今
年
初
め
に

市
議
会
で
可
決
さ
れ
た
、
市
長

の
ホ
ー
ム
レ
ス
野
営
地
掃
討
や

そ
の
他
の
撤
去
の
頻
度
と
効
果

を
追
跡
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
新
し
い
法
律
に
基
づ
い
て
い

る
。
多
く
の
ホ
ー
ム
レ
ス
擁
護

者
た
ち
は
、
野
宿
者
捜
索
は
残

酷
で
あ
り
、
路
上
生
活
か
ら

人
々
を
永
久
に
引
き
離
す
こ
と

は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
措
置
に
よ
り
、
市
は
ホ
ー

ム
レ
ス
の
撤
去
に
関
与
し
た
機

関
、
特
定
の
場
所
で
の
撤
去
の

頻
度
、
費
用
、
避
難
し
て
い
な

い
人
々
に
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
や
住
居
支
援
が
提
供
さ
れ
た

か
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
る
。

　
「
当
政
権
は
常
に
法
律
に
従

う
こ
と
に
専
念
し
て
お
り
、
こ

の
新
し
い
法
律
に
も
完
全
に
従

う
つ
も
り
だ
」
と
市
長
広
報
担

当
の
ケ
イ
ラ
・
マ
メ
ラ
ク
は
声

明
で
述
べ
た
。
ア
ダ
ム
ス
市
長

は
就
任
当
初
、
野
宿
者
掃
討
を

行
政
の
優
先
事
項
と
し
、
警
察

を
対
応
機
関
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
に
加
え
た
。

　

こ
の
質
問
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
完
結
さ
せ
、
従
業
員
に
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
を
提
供
す
る
機
会
を
与
え

る
。
各
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
会

う
こ
と
で
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
改
善
す
べ
き

点
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

 

従
業
員
主
導
の
四
半
期
ご
と
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
レ
ビ
ュ
ー

　

4
×
4
プ
ロ
セ
ス
の
も
う
一

つ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
側
面
は
、
評

価
を
受
け
る
従
業
員
が
主
導
す

る
こ
と
で
あ
る
。
従
業
員
は
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
議
論
の
文
書
化
、
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
行
う
責
任
を
負
う
。
従
業
員

が
自
分
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向

上
に
責
任
を
持
ち
、
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
受
け
取
る
こ
と
を
望

む
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
だ
。

従
業
員
主
導
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ

り
、
従
業
員
は
自
分
の
全
体
的

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
焦
点
を

当
て
る
こ
と
が
で
き
、
評
価
プ

ロ
セ
ス
を
迅
速
に
終
わ
ら
せ
る

こ
と
に
対
す
る
不
安
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
レ
ビ
ュ
ー
の

近
代
化

　

4
×
4
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
管

理
プ
ロ
セ
ス
は
す
べ
て
の
企
業

に
完
璧
に
適
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、
会
社
の
文
化
や
従

業
員
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
応
じ
て

異
な
る
質
問
を
使
用
す
べ
き
だ

ろ
う
。
重
要
な
の
は
、
ど
の
よ

う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
レ
ビ
ュ

ー
で
も
成
果
の
認
識
、
改
善
点

の
議
論
、
将
来
の
目
標
設
定
が

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
も
し
会
社
の
レ

ビ
ュ
ー
が
期
待
に
応
え
て
い
な

い
場
合
は
、
プ
ロ
セ
ス
の
近
代

化
を
検
討
す
る
時
期
が
来
て
い

る
。

山
口 
憲
和, MBA, 

SHRM-SCP
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金
融
サ
ー
ビ
ス
会
社
マ
ー
サ

ー
は
、
世
界
２
２
６
か
所
の
交

通
費
、
食
費
、
衣
服
費
、
娯
楽

費
な
ど
２
０
０
の
要
素
を
分
析

し
、
２
０
２
４
年
の
「
世
界
生

計
費
調
査
・
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
」

を
発
表
し
た
。
マ
ー
サ
ー
に
よ

る
と
、
住
宅
価
格
と
イ
ン
フ
レ

が
生
活
費
上
昇
の
最
も
大
き
な

要
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

１
位
は
３
年
連
続
で
香
港
、

2
位
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
ス

イ
ス
の
４
都
市
も
ラ
イ
ン
ク
イ

ン
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
は
今
年
ラ

ン
キ
ン
グ
を
９
つ
上
げ
て
ト
ッ

プ
10
入
り
を
果
た
し
た
。
東
京

は
昨
年
の
19
位
か
ら
大
幅
ダ
ウ

ン
し
49
位
と
な
っ
た
。
ラ
ン

キ
ン
グ
は
次
の
通
り
。
１
位

香
港
、
２
位
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

３
位
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
（
ス
イ

ス
）、
４
位
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
（
ス

イ
ス
）、
５
位
バ
ー
ゼ
ル
（
ス

イ
ス
）、
６
位
ベ
ル
ン
（
ス
イ

ス
）、
７
位
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

８
位
ロ
ン
ド
ン
、
９
位
ナ
ッ
ソ

ー
（
バ
ハ
マ
）、
10
位
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://www.mercer.

com/

を
参
照
す
る
。

世界で最も
物価の高い都市

ＮＹ市ホームレスキャンプの掃除頻度

市長の返答期限を過ぎる

カ
ワ
サ
キ
レ
ー
ル
カ
ー
が
製
造

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
50
周
年

ノ
ー
ド
ス
ト
ロ
ー
ム
で

期
間
限
定
シ
ョ
ッ
プ

　

大
手
百
貨
店
ノ
ー
ド
ス
ト
ロ

ー
ム
は
こ
の
ほ
ど
Ｎ
Ｙ
の
旗
艦

店
（
西
57
丁
目
２
２
５
番
地
）

で
、
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
50
周
年
を

記
念
し
期
間
限
定
の
ポ
ッ
プ
ア

ッ
プ
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ

ン
し
た
。
同
店
で
は
、
エ

コ
バ
ッ
グ
の
バ
グ
ー
や
Ｎ

Ｙ
発
の
カ
フ
ェ
・
フ
ォ
ガ

ッ
ト
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ニ
ッ

ト
デ
ザ
イ
ン
の
チ
ェ
ッ
ト
・

ロ
ー
な
ど
近
年
話
題
の
独

創
的
な
ブ
ラ
ン
ド
が
多
数

賛
同
し
、
世
界
中
に
カ
ワ

イ
イ
文
化
を
広
め
た
ハ
ロ

ー
キ
テ
ィ
と
コ
ラ
ボ
し
た

商
品
を
６
〜
１
６
１
０
ド

ル
で
販
売
し
て
い
る
。
限

定
商
品
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

（nordstrom.com

）
で
も

購
入
で
き
る
。

１位は香港、NYは７位

https://www.maxjob.com/
http://www.swlgpc.com/jp/
https://michaeldunnlaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.mercer.com/
nordstrom.com
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 おだいじに
カイロプラクティックに
関する知識（2）

　

私
た
ち
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、

ま
ず
第
一
に
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
は
「
患
者
中
心
の
医
療
」

の
概
念
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、

地
域
に
根
ざ
す
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
医
療
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

患
者
中
心
の
医
療
と
は
、
何

か
？

　

患
者
中
心
の
医
療
と
は
、「
患

者
の
治
療
方
法
を
最
終
的
に
決

め
る
の
は
患
者
自
身
で
あ
る
」

と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
医
療

者
側
が
患
者
さ
ん
に
十
分
な
説

明
と
教
育
を
行
い
、
患
者
さ
ん

の
人
間
性
を
尊
重
し
て
行
う
医

療
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
当

院
で
は
新
患
が
来
ら
れ
た
場

合
、
ま
ず
、
問
診
、
検
査
、
そ

し
て
必
要
の
あ
る
場
合
は
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
を
し
ま
す
。
そ
の

結
果
の
診
断
を
説
明
し
た
後
、

治
療
の
方
法
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を

お
伝
え
し
、
そ
れ
に
同
意
し
た

後
に
治
療
が
始
ま
り
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
が
自
分
の
症
状
や

状
態
に
対
し
て
、
そ
れ
を
良
く

す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
治
療

の
オ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
か
を

知
り
、
自
分
で
ど
の
方
向
の
治

療
を
受
け
た
い
の
か
と
決
め
る

こ
と
の
情
報
を
与
え
る
の
も
医

師
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
ま
さ
に

患
者
中
心
医
療
の
考
え
方
で
、

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

が
こ
こ
に
繋
が
り
ま
す
。

　

当
院
は
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
で
あ
り
、
提
供
し
て
い

る
医
療
サ
ー
ビ
ス
は
、
カ
イ
ロ

プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
、
フ
ィ
ジ
カ

ル
セ
ラ
ピ
ー
、
鍼
、
栄
養
学

で
、
投
薬
や
手
術
な
ど
の
治
療

は
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
自
己
免

疫
力
や
自
己
治
癒
能
力
を
伸
ば

す
こ
と
で
回
復
に
向
か
わ
せ
た

い
と
考
え
、
施
術
を
行
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
同
じ
症
状
で

も
投
薬
や
手
術
な
ど
の
オ
プ
シ

ョ
ン
も
伝
え
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
そ
の
結
果
、
自
然
医
療
を

理
解
し
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ

ッ
ク
で
背
骨
や
神
経
系
の
負
担

を
軽
減
し
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
セ
ラ

ピ
ー
で
身
体
を
強
化
し
、
鍼
で

気
の
流
れ
を
整
え
る
よ
う
な
方

法
で
改
善
し
た
い
と
思
う
方
が

当
院
に
通
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
体
を
改
善
さ
せ
る
こ
と

は
、
医
師
と
患
者
の
連
携
作
業

で
す
。
医
師
は
患
者
の
こ
と
を

良
く
知
る
こ
と
、
患
者
は
自
分

の
症
状
に
対
し
て
で
き
る
こ
と

の
治
療
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
知
る

こ
と
、
そ
れ
が
患
者
中
心
の
医

療
の
考
え
方
で
す
。

石
谷
三
佳
（
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ

ー
／
パ
ー
マ
ー
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
大
学
卒
・
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
医
学
部
専
門
課
程
修
了

／
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
フ
ォ

ー
ト
リ
ー
で
石
谷
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
を
開
業
中

www.ishitaniclinic.com

）

地
域
に
根
ざ
す
医
療
を
目
指
し
て

　

ユ
ネ
ス
コ
と
連
携
す
る
世
界

遺
産
都
市
機
構
（
Ｏ
Ｗ
Ｈ
Ｃ
）

が
指
定
す
る「
世
界
遺
産
都
市
」

が
ア
メ
リ
カ
に
二
つ
あ
る
。
そ

の
一
つ
目
が
、
２
０
１
５
年
に

指
定
さ
れ
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
市
。
街
全
体
が
世
界
遺
産
の

対
象
で
あ
る
当
市
に
は
、
膨
大

な
数
の
史
跡
が
点
在
す
る
。
特

に
世
界
遺
産
「
ア
メ
リ
カ
独
立

国
立
歴
史
公
園
」
は
、
ア
メ
リ

カ
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

象
徴
す
る
特
別
な
場
所
。
こ
こ

で
２
０
２
４
年
4
月
7
日
に
、

日
系
人
の
功
績
を
称
え
る
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
２
０
２
６

年
の
米
国
誕
生
２
５
０
周
年
に

向
け
て
、
２
５
０
本
の
新
た
な

桜
を
植
栽
す
る
計
画
が
発
表
さ

れ
た
。
長
年
に
わ
た
り
日
米
親

善
に
貢
献
し
て
き
た
「
フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
日
米
協
会
」
が
市

民
全
体
か
ら
大
き
な
支
持
を
得

た
の
で
あ
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
と
な
っ
た

の
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
管

弦
楽
団
の
首
席
バ
ス
ー
ン
奏

者
、
ダ
ニ
エ
ル
・
マ
ツ
カ
ワ
氏

と
、
書
道
家
・
墨
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
文
化
庁
文
化
交
流
使
の
海

老
原
露
巌
氏
の
両
名
の
芸
術
的

邂
逅
に
よ
る
、
唯
一
無
二
の
セ

レ
モ
ニ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
。
始
ま

り
は
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー

作
曲「
火
の
鳥
」の「
子
守
歌
」。

ン
テ
ラ
ス
に
広
が
っ
た
。
そ
こ

に
海
老
原
氏
が
登
場
し
、
演

奏
曲
は
武
満
徹
作
曲
の
「
巡

世
界
遺
産
都
市
で

響
き
合
う
、
日
米
の
魂

め
に
作
曲
さ
れ
た
曲
だ
。
海
老

原
氏
は
、
こ
の
作
品
を
五
感
で

感
じ
取
り
な
が
ら
墨
を
磨
り
続

中

マ
ツ
カ
ワ
氏
の
バ
ス
ー
ン
演
奏

に
よ
っ
て
、
尊
厳
に
満
ち
た
静

寂
な
雰
囲
気
が
、
レ
セ
プ
シ
ョ

り
」
に
移
っ
た
。
日
米
両
国
で

差
別
に
さ
ら
さ
れ
た
彫
刻
家
イ

サ
ム
・
ノ
グ
チ
を
追
憶
す
る
た

け
た
。
音
楽
が
止
ま
り
、
テ
ン

シ
ョ
ン
が
最
高
潮
に
達
し
た
そ

の
時
、
海
老
原
氏
は
立
ち
上
が

り
、
毫
を
力
強
く
繊
細
に
揮
ら

れ
た
。そ
の
結
果
が
二
つ
の
書
、

「
和
」
と
「
祈
」
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
マ
ツ
カ
ワ
氏
は
フ
ィ

ナ
ー
レ
と
な
る
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー

ク
作
曲
の「
交
響
曲
第
9
番「
新

世
界
よ
り
」
の
「
家
路
」
の
演

奏
を
開
始
し
た
。
ま
だ
墨
が
乾

い
て
い
な
い
出
来
立
て
の『
和
』

と
『
祈
』
を
見
つ
め
な
が
ら
、

参
加
者
は
同
じ
思
い
で『
家
路
』

を
聴
い
た
で
あ
ろ
う
。
日
本
文

化
の
根
底
に
流
れ
る
共
通
の
価

値
観
『
和
』
が
生
み
出
す
一
体

感
。
皆
を
家
路
へ
の
祈
り
に
導

き
、
日
米
の
参
加
者
が
一
つ
に

な
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

こ
の
二
つ
の
書
は
、
ア
メ
リ
カ

独
立
国
立
歴
史
公
園
に
捧
げ
ら

れ
、
公
園
側
は
毎
年
5
月
に
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
両
作
品
を

大
々
的
に
展
示
す
る
、
と
決
定

し
た
。
5
月
は
米
国
の
「AAPI 

Heritage Month (

ア
ジ
ア
・

太
平
洋
諸
島
系
米
国
人
の
文
化

遺
産
継
承
月
間)

」
で
あ
り
、

海
老
原
氏
の
作
品
を
通
じ
て
、

移
民
の
多
様
性
が
い
か
に
ア
メ

リ
カ
を
豊
か
に
し
て
き
た
か
。

こ
れ
を
米
国
誕
生
の
地
で
祝
い

た
い
、
と
い
う
。
作
品
に
は
英

語
で
「
祈 Inori (Praying)

」

と
「

和 Wa (Harmony & 
Peace)

」と
表
示
さ
れ
る
予
定
。

日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
功
績
を
讃

え
る
イ
ベ
ン
ト
が
、
日
米
融
合

の
芸
術
を
生
み
出
し
、
ア
ジ
ア

系
ア
メ
リ
カ
人
全
体
の
存
在
感

を
高
め
る
結
果
に
繋
が
っ
た
こ

と
は
感
慨
深
く
、
日
系
人
と
し

て
誇
り
に
思
う
。
こ
の
二
つ
の

書
が
ア
メ
リ
カ
の
多
様
性
を
象

徴
す
る
も
の
と
し
て
観
る
人
の

心
を
一
つ
に
し
て
い
く
だ
ろ

う
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
米
協
会 

副
理
事
長　

穎
川
廉
（Ren Egawa

）

　

30
年
以
上
に
わ
た
り
日
米
欧

の
テ
ッ
ク
業
界
で
最
先
端
技
術

開
発
と
新
市
場
開
拓
に
従
事
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
在
籍
中
、
新
放

送
方
式
を
開
発
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
（
米

国
連
邦
通
信
委
員
会
）
で
推

進
。
世
界
規
格
に
導
き
、
本
社

役
員
賞
を
受
賞
。
米
Ｓ
Ｒ
Ｉ
で

は
次
世
代
Ｇ
Ｐ
Ｕ
開
発
者
、
仏

伊
Ｓ
Ｔ
で
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
戦

略
チ
ー
フ
を
歴
任
。
現
在
は
米

Rexcel Group

の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と

し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

事
業
を
経
営
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
都
市
圏
の
日
米
協
会
副
理

事
長
、
ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
商

工
会
議
所
顧
問
委
員
、
オ
ペ
ラ

振
興
諮
問
委
員
、
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
管
弦
楽
団
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
従
事
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
パ
ー
ク
ス

ロ
ー
プ
に
拠
点
を
構
え
る
非
営

利
団
体
Ｊ
コ
ラ
ボ
（
フ
ァ
ウ
ン

ダ
ー
・
佐
賀
関
等
、
コ
フ
ァ

ウ
ン
ダ
ー
・
下
田
幸
知) 

は
６

月
21
日
、
日
米
文
化
交
流
研
究

所
「
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ラ

ボ
」
を
リ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
た
。
石
川
広
己
理
事
ら
10
人

余
り
を
迎
え
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

式
典
が
同
日
開
催
さ
れ
た
。
鏡

開
き
は
佐
賀
関
代
表
、
下
田
共

同
代
表
、
岡
部
義
昭
・
資
生

堂 

執
行
役 

副
社
長 

チ
ー
フ
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
オ
フ
ィ
サ
ー
、
秦 

英
夫
・

資
生
堂
ア
メ
リ
カ
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
Ｓ
Ｖ
Ｐ
、
ス
タ

ン
レ
ー
・
ウ
エ
イ
ン
・
Ｊ
コ
ラ

ボ
理
事
が
行
っ
た
＝
写
真
＝
。

　

未
来
世
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、
シ
ェ
フ
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

ス
タ
イ
リ
ス
ト
、
マ
ー
ケ
ッ
タ

ー
な
ど
が
国
際
社
会
に
近
い
環

境
で
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き

る
未
来
世
代
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
新
設
し
、
日
米
文
化
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
新
体
制
で
強
化

す
る
の
が
目
的
。

　

日
本
企
業
約
35 

社
と
の
合

同
会
社BBFL Sustainable 

LLC 

と
の
共
同
運
営
に
よ
り

約
３
万
５
０
０
０
平
方
フ
ィ
ー

ト
（ 

地
下
１
階
〜
３
階
、
屋

上)

の
施
設
に
は
、 

ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
、
カ
フ
ェ
・ 

バ
ー
、

グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
、
ヘ
ア
／ 

ネ

イ
ル
／ 

フ
ェ
ー
シ
ャ
ル
／
ア

イ
ラ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン
、
温
泉
ミ

ス
ト
サ
ウ
ナ
、
ア
ッ
プ
サ
イ
ク

ル
、
ロ
ー
カ
ル
商
品
の
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
な
ど
を
常
設
し
、「
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
＋
ジ
ャ
パ
ン
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
ト
ー
タ
ル

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
。

秋
に
は
さ
ら
に
15
社
が
加
わ

る
。
資
生
堂
が
メ
イ
ン
プ
ロ
デ

ユ
ー
サ
ー
と
し
て
支
援
し
て
お

り
、
２
階
に
商
品
な
ど
も
展
示

す
る
と
い
う
。　

　

Ｂ
Ｆ
Ｌ
企
画
第
一
弾
と
し
て

「
結
び
（MuSuHi

）」
を
展
示

中
だ
。MuSuHi

は
、
日
本
古

来
の
素
材
で
あ
る
麻
を
用
い
た

「
む
す
び
」
の
技
法
を
通
じ
て
、

現
代
社
会
の
ほ
こ
ろ
び
に
向
き

合
い
、
結
び
直
す
こ
と
を
目
的

と
す
る
ア
ー
ト
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
式
典
に
は
、
麻
結
び
職
人
の

高
岡
春
満
さ
ん
が
、
し
め
縄
を

実
際
に
編
む
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
披
露
し
た
。

 　
同
時
に
地
下
で
は
、
第
2

回
女
性
起
業
家
展
示
会
が
開
催

さ
れ
、
日
本
の
女
性
起
業
家
が

手
掛
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
商

品
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
に
紹

介
し
て
い
る
。
ま
た
１
階
に
は

書
画
家
の
田
中
太
山
さ
ん
が
カ

レ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
す

る
な
ど
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

文
化
発
信
拠
点
と
し
て
話
題
を

提
供
し
て
注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

ブルックリン発で
日本企業35社と

Ｂ
Ｆ
Ｌ
が
始
動

日
米
文
化
交
流
の
拠
点左から秦氏、ウエイン氏、下田氏、岡部氏、佐賀関氏

　

日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
紹

介
す
る
展
覧
会
が
、
今
月
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
各
会
場
で
開

催
さ
れ
る
。
エ
ミ
ー
賞
放
送
作

家
の
安
達
元
一
と
在
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
日
本
文
化
の
紹
介
で
知

ら
れ
る
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の 

佐

藤
恭
子
が
手
を
組
ん
だ
展
覧
会

シ
リ
ー
ズ
。 

　

公
募
で
審
査
を
通
過
し
た
、

主
に
日
本
で
活
動
す
る
38
人
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
、
Ｎ
Ｙ
を
拠

点
に
活
動
す
る
９
人
を
ゲ
ス
ト

の
作
品
を
展
示
す
る
ア
ー
ト
・

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

シ
リ

ー
ズ
８
「STEPPING INTO 

A WORLD III 

」
は
７
月
18
日

（
木
）
か
ら
24
日
（
水
）
ま
で
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
マ
ッ
ク
ス
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
５
５
２
番
地
）と
、16
日（
月
）

か
ら
22
日
（
月
）
ま
で
天
理
文

化
協
会
（
西
13
丁
目
43
Ａ
）
に

て
開
催
。
さ
ら
に
、
シ
リ
ー
ズ 

９
「
ジ
ャ
パ
ン
・
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
ズ
」
も
７
月
17
日
（
水
）

か
ら
22
日
（
月
）
ま
で
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
60
Ｎ
Ｙ
Ｃ
（
東
60
丁
目

２
０
８
番
地
）
に
て
、
日
本
人

14
人
の
作
品
を
展
示
す
る
。

　

最
優
秀
賞
は
北
海
道
を
拠
点

に
活
動
す
る
１
９
７
２
年
生
ま

れ
の
写
真
家
、
野
呂
圭
一
。
そ

の
ほ
か
、
写
真
、
絵
画
、
プ
リ

ン
ト
、
彫
刻
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
展
示
す
る
。
マ

ッ
ク
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
で
は
、
狂
言
師
の
和

泉
元
彌
が
同
展
の
た
め
に
新

た
に
録
音
し
た
声
でDragon 

Artist TAKAKO

と
共
演
す
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
る
。

日本人アーティスト38人
世界に羽ばたく展示

NY市内3か所で

海老原氏の揮毫

ダニエル・マツカワ氏（左）とビジターセンター副
センター長のMaita Soukup 氏

書道家・墨アーティスト・文化庁文化交
流使の海老原露巌氏と独立国立歴史公
園最高責任者の Steven Sims 氏

野呂圭一、流光、2023 年

http://www.ishitaniclinic.com
http://www.ishitaniclinic.com
http://www.ishitaniclinic.com
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こ
ん
に
ち
は
。
こ
れ
ま
で
水

素
吸
引
、
水
素
風
呂
、
水
素
水
、

そ
し
て
水
素
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の

効
果
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
美
容
へ
の

応
用
と
し
て
水
素
の
効
果
を
掘

り
下
げ
ま
す
。
水
素
は
最
小
の

分
子
で
あ
る
た
め
、
体
内
の
毛

細
血
管
ま
で
到
達
し
、
広
範
囲

に
わ
た
る
健
康
効
果
を
発
揮
し

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
水
素
の
効

能
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
記
事

を
デ
ジ
タ
ル
版
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

法
政
大
学
の
宮
川
路
子
教
授

の
著
書
で
は
、
水
素
が
血
流
を

改
善
し
、
副
交
感
神
経
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
で
手
の
爪
や
目

の
下
の
血
管
へ
の
血
流
を
増
加

さ
せ
る
効
果
が
実
証
さ
れ
て
い

ま
す
。
宮
川
教
授
に
よ
る
と
、

水
素
に
よ
る
血
流
の
改
善
は
食

事
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
だ
け
で
は

難
し
い
問
題
に
対
し
て
も
効
果

的
で
す
。
加
齢
に
よ
り
血
流
が

低
下
し
や
す
い
目
の
下
の
毛
細

血
管
、
い
わ
ゆ
る
「
ゴ
ー
ス
ト

血
管
」
も
、
水
素
吸
入
前
後
の

写
真
を
見
る
と
、
明
ら
か
に
血

流
が
回
復
し
て
い
る
様
子
が
確

認
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
一
部
の
眼
科

医
が
緑
内
障
や
加
齢
性
黄
斑
変

性
症
な
ど
の
目
の
疾
患
に
お
い

て
水
素
を
使
用
し
て
お
り
、
眼

底
の
血
流
が
改
善
し
、
視
力
が

向
上
す
る
と
い
う
報
告
が
あ
り

ま
す
。
私
自
身
も
目
の
健
康
の

た
め
に
二
股
に
分
け
ら
れ
る
水

素
機
器
で
、
鼻
で
水
素
吸
引
し

な
が
ら
、
ゴ
ー
グ
ル
型
カ
ニ
ュ

ー
レ
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
使
用
後
は
白
目
が
際

立
っ
て
白
く
な
り
、
目
元
の
く

す
み
も
解
消
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
興
味
深
い
の
は
、
角
膜

剥
離
の
術
後
の
患
者
が
ゴ
ー
グ

ル
を
通
じ
て
水
素
吸
引
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
が
治
療
効
果
を

支
援
し
て
い
る
と
い
う
事
例
で

す
。
水
素
は
そ
の
抗
酸
化
特
性

を
活
か
し
て
、
手
術
後
の
回
復

を
助
け
、
患
部
の
炎
症
を
抑
え

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
水
素
は
美
容

と
健
康
の
両
方
に
お
い
て
多
面

的
な
効
果
を
提
供
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
が

こ
れ
ら
の
情
報
を
活
用
し
、
よ

り
健
や
か
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
情
報
を
共
有

し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
10
）
美
容
や
目
の
健
康
へ
の
応
用

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

　

私
た
ち
は
、
日
頃
の
生
活
の

中
で
戸
籍
や
住
民
票
が
常
時
必

要
と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
海
外
で
生
活
し
て
い
る
と

そ
の
必
要
性
に
触
れ
る
機
会
は

少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
日
頃
か
ら
そ
の
内
容
、
役
割

を
理
解
し
て
お
く
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

戸
籍
は
、
日
本
国
民
の
国
籍

と
親
族
関
係
を
登
録
公
証
す
る

唯
一
の
公
文
書
で
、
社
会
生
活

上
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
因

み
に
、
米
国
に
は
戸
籍
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
家
」
を
中
心
と
す

る
日
本
と
、「
個
人
」
を
中
心

と
す
る
米
国
と
の
違
い
な
の
で

し
ょ
う
。
で
す
か
ら
ア
メ
リ
カ

市
民
権
の
証
明
は「
出
生
証
明
」

か
「
帰
化
証
明
書
」
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

戸
籍
制
度
は
、
出
生
か
ら
死

亡
に
至
る
ま
で
の
身
分
関
係

を
「
戸
籍
」
と
い
う
公
文
書
に

登
録
し
て
、
こ
れ
を
公
に
証
明

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。
戸
籍
謄
本
（
抄
本
）
は
、

婚
姻
・
出
生
の
届
出
や
日
本
国

の
旅
券
の
発
行
等
の
際
、
身
分

関
係
の
確
認
手
続
き
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
親
の
遺
産
の
相
続

手
続
き
の
際
に
、
子
供
と
し
て

相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
場
合
や
年
金
関
連
で
は
、
加

給
年
金
の
請
求
手
続
き
の
際
夫

婦
関
係
を
証
明
す
る
場
合
、
又

夫
の
死
亡
後
、
妻
が
遺
族
年
金

の
受
給
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
手
続
き
を
す
る
場
合
な
ど

戸
籍
に
よ
り
証
明
し
ま
す
。

　

全
て
の
日
本
国
民
は
、
日
本

国
内
に
居
住
す
る
か
否
か
に
か

か
わ
ら
ず
、
出
生
、
婚
姻
、
死

亡
と
い
っ
た
身
分
事
項
を
戸
籍

に
登
録
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
将
来
の
年
金
申
請
や
遺

産
相
続
等
に
備
え
る
た
め
に
も

ご
自
身
の
本
籍
地
、
戸
籍
の
筆

頭
者
は
ど
こ
か
に
記
録
し
て
お

く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
出

来
れ
ば
ご
自
身
の
戸
籍
謄
本
を

コ
ピ
ー
で
も
良
い
の
で
保
持
さ

れ
て
置
け
ば
い
ざ
と
い
う
場
合

安
心
で
す
。

　

海
外
在
住
の
皆
さ
ん
が
、
わ

ざ
わ
ざ
日
本
の
本
籍
地
の
市
町

村
役
場
に
届
を
出
さ
な
く
て
も

済
む
よ
う
、
領
事
館
で
は
各
種

届
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
海

外
に
お
住
ま
い
の
場
合
、
主
な

届
出
の
提
出
期
限
は
３
ヶ
月
以

内
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に

「
出
生
届
」（
出
生
後
３
ヶ
月
以

内
）、「
婚
姻
に
伴
う
氏
の
変
更

届
」（
結
婚
後
６
か
月
以
内
）、

「
離
婚
に
伴
う
氏
の
変
更
届
」

（
離
婚
後
３
か
月
以
内
）
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
限
内

に
届
出
を
行
わ
な
い
と
、
国
籍

を
失
っ
た
り
、
家
庭
裁
判
所
の

許
可
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

ま
た
、
戸
籍
と
住
民
票
は
全

く
別
の
も
の
で
す
。
居
住
地
を

登
録
し
、
地
方
自
治
体
と
の
関

係
を
明
示
す
る
の
が
住
民
登
録

制
度
で
す
。
居
住
地
は
住
民
票

と
関
連
付
け
て
戸
籍
の
附
票
に

記
載
さ
れ
て
お
り
、
居
住
地
の

追
跡
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
日
本
か
ら
米
国
に
移
住

す
る
際
、
市
町
村
役
場
に
転
出

届
を
提
出
し
て
お
け
ば
附
票
に

出
国
年
月
日
が
記
載
さ
れ
ま

す
。
日
本
の
年
金
手
続
き
の
際

に
、
実
際
に
保
険
料
を
支
払
っ

た
期
間
だ
け
で
は
受
給
資
格
の

１
０
年
を
満
た
さ
な
い
場
合
、

カ
ラ
期
間
（
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
日
本
国
籍
で
海
外
に
在
住
し

た
期
間
）
を
加
算
し
て
10
年
以

上
の
加
入
と
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
が
、
そ
の
際
、
附
表
に
よ

り
カ
ラ
期
間
の
証
明
を
簡
単
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

年
金
と
住
民
票
と
の
関
連
で

最
近
見
受
け
ら
れ
る
の
が
、
国

民
年
金
加
入
無
効
問
題
で
す
。

日
本
国
内
で
国
民
年
金
に
強
制

加
入
さ
れ
て
い
た
方
が
海
外
に

転
出
し
国
民
年
金
に
継
続
加
入

し
た
い
場
合
、
任
意
加
入
を
選

択
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
日

本
出
国
時
に
住
民
票
が
あ
る
区

市
町
村
の
役
所
の
住
民
課
等
に

国
外
転
出
届
を
提
出
後
、
別
途

国
民
年
金
課
に
行
っ
て
強
制
加

入
か
ら
任
意
加
入
へ
の
変
更
を

届
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
外
転
出
時
に
強
制
加
入
か
ら

任
意
加
入
へ
の
切
替
え
の
手
続

を
す
る
こ
と
な
く
国
民
年
金
の

加
入
を
継
続
す
る
と
、
国
民
年

金
法
第
９
条
２
項
（
日
本
国
内

に
住
所
を
有
し
な
く
な
っ
た
と

き
加
入
資
格
を
喪
失
す
る
）
に

基
づ
き
国
外
転
出
に
よ
る
住
民

票
の
除
票
時
に
遡
り
加
入
資
格

喪
失
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
点
は
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
が
多
い
の
は
国

民
年
金
の
保
険
料
未
払
い
の
督

促
状
の
相
談
で
す
。
日
本
出
国

時
に
転
出
届
を
提
出
せ
ず
渡
米

す
る
と
、
出
国
後
も
住
民
票
は

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
日
本
に
住
ん
で
い
る
と
み
な

さ
れ
ま
す
。
日
本
在
住
者
は
会

社
に
勤
務
し
て
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
な
い
限
り
、
国
民
年

金
は
強
制
加
入
で
す
。
そ
こ
で

国
民
年
金
の
保
険
料
の
未
払
い

分
の
督
促
が
行
わ
れ
た
わ
け
で

す
。
ま
た
住
民
票
が
残
さ
れ
て

い
る
と
国
民
年
金
に
加
え
て
、

国
民
健
康
保
険
料
、
40
歳
か
ら

は
介
護
保
険
料
の
支
払
い
請
求

が
出
国
時
に
登
録
さ
れ
て
い
た

市
町
村
役
場
か
ら
実
家
な
ど
に

送
ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
在
留
届
と
住
民
票
は
連

携
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
に

住
ん
で
い
る
時
は
市
町
村
役
場

に
住
民
登
録
を
行
い
ま
す
。
米

国
に
移
住
し
た
ら
大
使
館
、
総

領
事
館
に
在
留
届
を
提
出
す
れ

ば
日
本
の
住
民
登
録
と
同
様
の

効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
在
留
届
は
残
念
な
が
ら

日
本
の
住
民
登
録
と
は
連
携
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

一
方
、
２
０
２
４
年
5
月
27

日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
折

角
日
本
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
申
請
取
得
し
て
も
、
海
外

に
出
国
す
る
際
に
転
出
届
を
提

出
す
る
と
カ
ー
ド
は
無
効
に
な

っ
て
し
ま
し
た
が
、
今
後
カ
ー

ド
は
海
外
に
転
出
し
て
も
失
効

す
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
利
用

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
在

外
公
館
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
申
請
や
受
け
取
り
も
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
年
金

機
構
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金

相
談
や
照
会
、
各
種
届
出
の
省

略
、
各
種
届
出
時
の
添
付
書
類

の
省
略
等
が
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
海
外
に
住
む
日

本
人
に
と
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
よ
る
行
政
手
続
き
の
効
率
化

と
利
便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

米
国
で
安
心
し
て
海
外
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
日
本
と
米

国
の
行
政
の
ル
ー
ル
を
正
し
く

理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
ね
。　
　
　

年
金
と
「
戸
籍
」

「
住
民
票
」「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

年
金
相
談
室

海外年金相談センター
市川俊治

http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com

https://america-keitai.com/
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は
信
号
を

守
ら
な
い
。
左
右
を
確
か
め
、

車
が
来
な
け
れ
ば
、
す
た
す
た

と
道
を
横
断
す
る
。
い
や
、
車

が
来
て
い
て
も
、
接
触
し
な
い

ほ
ど
の
距
離
が
あ
れ
ば
、
十
分

だ
。

　

接
触
し
そ
う
で
も
、
車
よ
、

止
ま
れ
、
と
ば
か
り
に
悠
々
と

歩
い
て
い
く
人
も
多
い
。

　

し
っ
か
り
（
う
っ
か
り
？
）、

信
号
な
ど
守
っ
て
い
れ
ば
、
置

い
て
き
ぼ
り
に
あ
い
、
観
光
客

丸
出
し
で
あ
る
。
信
号
と
同
じ

く
、
横
断
歩
道
も
あ
っ
て
な
い

よ
う
な
も
の
だ
。
車
が
来
な
け

れ
ば
、
ど
こ
で
も
道
を
渡
る
。

　

あ
る
と
き
、
赤
信
号
で
横
断

歩
道
を
渡
ろ
う
と
す
る
と
、
す

ぐ
隣
で
警
官
ふ
た
り
が
立
ち
話

し
て
い
た
。
さ
す
が
に
信
号
無

視
は
で
き
な
い
。
お
と
な
し
く

信
号
が
変
わ
る
の
を
待
っ
て
い

る
と
、
目
の
前
を
堂
々
と
歩
く

人
が
い
る
。
あ
の
警
官
ふ
た
り

だ
。

　

お
ま
わ
り
さ
ん
が
信
号
無
視

し
て
、
い
い
ん
で
す
か
。

　

そ
う
問
い
つ
め
た
く
て
も
、

胸
に
秘
め
て
お
こ
う
。
と
思
っ

た
が
、
私
は
警
官
に
歩
み
寄

り
、
い
つ
も
の
よ
う
に
聞
い
て

み
た
。

　

警
官
ら
は
肩
を
す
く
め
、
ご

信
号
を
守
ら
な
い

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

エッセイ連載 48

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

く
当
然
そ
う
に
答
え
る
。

　

There’s no car coming. 
Why do you ask?

　

車
、
来
な
い
よ
。
な
ん
で
そ

ん
な
こ
と
、
聞
く
ん
だ
い
？

　

日
本
で
も
私
は
、
つ
い
つ
い

堂
々
と
赤
信
号
で
横
断
歩
道
を

渡
り
、
道
の
真
ん
中
ま
で
来
て

初
め
て
、
正
面
か
ら
投
げ
か
け

ら
れ
る
視
線
に
気
づ
き
、
捕
ま

っ
た
犯
罪
者
の
よ
う
に
う
な
だ

れ
る
。

　

日
本
で
ほ
と
ん
ど
の
人
た
ち

は
、
信
号
が
変
わ
る
の
を
ず
っ

と
辛
抱
強
く
待
っ
て
い
る
。 

　

こ
の
前
は
、
大
通
り
の
真
ん

中
で
、
町
中
に
こ
だ
ま
し
そ
う

な
大
声
で
呼
び
止
め
ら
れ
た
。

　

危
な
い
で
す
よ
お
ぉ
ぉ
お

お
。
き
ち
ん
と
信
号
を
守
っ
て

く
だ
さ
あ
ぁ
ぁ
あ
あ
い
。

　

警
官
が
大
き
な
メ
ガ
ホ
ン
を

抱
え
て
、
立
っ
て
い
た
。
警
察

署
の
目
の
前
だ
っ
た
。 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
「
二
十
四

時
間
歩
行
者
天
国
状
態
」
だ
か

ら
、
接
触
事
故
は
あ
と
を
絶
た

な
い
。

　

知
り
合
い
の
娘
も
、
イ
エ
ロ

ー
キ
ャ
ブ
に
ひ
か
れ
て
亡
く
な

っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
「
歩
行
者

天
国
」
に
、
そ
ろ
そ
ろ
厳
し

い
規
制
が
か
か
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち
が
ぞ

ろ
ぞ
ろ
と
、
本
物
の
天
国
を
歩

き
始
め
る
前
に
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
シ
リ
ー
ズ

第
８
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔

法
の
か
か
り
方
』
に
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

https://www.amazon.
co.jp/dp/4167717220

　

殺
陣
波
涛
流
Ｎ
Ｙ
設
立
10
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
６
月
29

日
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
で
２
４
３
人
が
参
加
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。
同
団
体

は
、
日
本
で
ア
ク
シ
ョ
ン
俳
優

と
し
て
活
躍
し
た
代
表
の
香
純

恭
氏
が
当
地
で
キ
ッ
ズ
ク
ラ

ス
を
設
立
し
た
の
が
始
ま
り

で
、
道
場
開
設
、
映
画
制
作
事

業
な
ど
映
画
や
舞
台
に
お
け
る

ア
ク
シ
ョ
ン
指
導
を
開
始
し

た
。
２
０
１
８
年
に
は
短
編
映

画
「First Samurai in New 

York

」
が
さ
ま
ざ
ま
な
映
画

祭
で
受
賞
。
21
年
に
は
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
ク
ラ
ス
を
開
講
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
大
学
に
基
金
を
設

立
。
こ
の
間
オ
フ
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
作
品
や
日
本
映
画
、
海
外

の
映
画
に
お
け
る
ア
ク
シ
ョ
ン

監
督
な
ど
を
務
め
た
。
７
月
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア
ジ
ア
映
画

祭
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｆ
Ｆ
に
ア
ク
シ
ョ
ン

監
督
と
し
て
参
加
し
た
２
作
品

「
ゴ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
」と「Don’t 

F*ck with Ba

」
が
選
出
さ
れ

上
映
さ
れ
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
前
半
は
各

ク
ラ
ス
生
徒
た
ち
に
よ
る
高
校

教
室
掃
除
ア
ク
シ
ョ
ン
コ
メ
デ

ィ
、
ド
ラ
マ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｎ
日

本
人
女
性
初
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
宮
川
絵
里
子
さ
ん
を
招

い
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
後

半
は
映
像
／
ス
テ
ー
ジ
の 

ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
舞
台
「
風
吹
か

ば
」
を
披
露
し
た
。
香
純
さ
ん

は
「
２
０
１
４
年
か
ら
始
め
た

小
さ
な
道
場
も
、
お
か
げ
様
で

10
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
育
児
と
自
分
が
成
し
遂

げ
た
い
事
の
両
立
、
殺
陣
の
特

殊
性
や
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
中

に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
そ

し
て
ア
ジ
ア
人
女
性
が
ア
ク
シ

ョ
ン
現
場
を
仕
切
る
と
い
う
事

は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
振
り
返
っ
て
、
す
べ

て
が
尊
い
経
験
に
な
っ
て
い
ま

す
。
10
周
年
を
機
に
本
格
的
に

ア
ク
シ
ョ
ン
監
督
と
し
て
映
像

や
舞
台
の
ア
ク
シ
ョ
ン
制
作
に

舵
を
切
っ
て
い
く
我
々
を
ど
う

ぞ
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
話
し

て
い
る
。
客
席
最
前
列
で
は
香

純
さ
ん
の
夫
が
、
２
０
２
０
年

に
他
界
し
た
師
匠
、
映
画
監
督

の
高
瀬
将
嗣
氏
の
遺
影
を
胸
に

舞
台
を
見
守
っ
て
い
た
。（
三
）

殺
陣
波
涛
流
Ｎ
Ｙ

設
立
10
周
年
祝
う

Taishi Shingu, In The Forest
Acrylic on canvas, 72 x 48inces, 2024

Hiroshi Masuda, Sahasrabhuja
Acrylic, spray paint on canvas, 90 x 48 

inches (each) 5 canvases, 2024

Kazuki Onohara, Flower of life
Acrylic paint on wood panel, 12 x12 

inches, 2024

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
日
本

人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
中
心
に

紹
介
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ナ

ウ
ヒ
ア
（NowHere
：
ウ
ー

ス
タ
ー
通
り
40
番
地
）
は
７

月
11
日
（
木
）
か
ら
８
月
18

日
（
日
）
ま
で
、
グ
ル
ー
プ
展

「Moderation Biased

」
を
開

催
す
る
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
拠

点
に
世
界
的
に
活
躍
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
松
山
智
一
が
キ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
、
彼
の
ス

タ
ジ
オ
で
働
く
３
人
の
ス
タ
ッ

フ
、
増
田 

裕
士
、
小
野
原
和

紀
、
新
宮
大
史
に
よ
る
新
作
発

表
展
。Moderation

（
中
庸
）

に
は 

極
端
で
は
な
い
と
い
う

意
味
と
、
意
見
や
立
場
の
対
立

を
緩
和
す
る
と
い
う
意
味
が
あ

り
、Bias

に
は
偏
見
や
先
入

観
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
バ
イ

ア
ス
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
有
害

な
も
の
（
差
別
的
な
先
入
観
な

ど
）
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、

好
み
や
嗜
好
を
完
全
に
排
除
す

る
こ
と
も
不
可
能
に
思
え
る
。

不
安
定
な
時
代
に
お
い
て
繊
細

な
テ
ー
マ
だ
が
、
言
葉
の
意
味

に
縛
ら
れ
ず
、
矛
盾
す
る
よ
う

に
見
え
る
こ
れ
ら
の
概
念
を
考

え
る
こ
と
で
３
人
の
作
品
の
本

質
が
見
え
て
く
る
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
７
月
11

日
（
木
）
午
後
６
時
か
ら
８

時
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加

予
約
・
詳
細
はModeration_

Biased.eventbrite.com

か

ら
。

ナ
ウ
ヒ
ア
画
廊
で

松
山
ス
タ
ジ
オ
の
３
人
展

　

日
本
ク
ラ
ブ
特
別
企
画
展

「
進
化
す
る
常
陸
国
の
お
雛
さ

ま
と
匠
の
技
展
」
が
７
月
19
日

（
金
）
ま
で
、
日
本
ギ
ャ
ラ
リ

ー
（
西
57
丁
目
１
４
５
番
地
７

階
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
か

つ
て
徳
川
家
の
城
下
町
と
し
て

栄
え
、
多
く
の
職
人
た
ち
が
集

ま
っ
た
茨
城
県
の
旧
桂
村
（
現

城
里
町
）
で
生
ま
れ
た
「
桂
雛

（
か
つ
ら
び
な
）」
と
呼
ば
れ
る

雛
人
形
を
展
示
し
て
い
る
。「
桂

雛
」
の
３
代
目
・
小
佐
畑
孝
雄

氏
が
伝
統
を
守
り
つ
つ
も
芸
術

性
を
追
求
し
、
１
年
中
飾
れ
る

日
本
初
の
イ
ン
テ
リ
ア
・
ア
ー

ト
と
し
て
制
作
し
た
『Hina 

Doll

』。
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
結

城
紬
」
や
京
都
の
「
西
陣
織
」、

フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
レ

ー
ス
な
ど
を
纏
っ
た
『Hina 

Doll

』
を
展
示
し
、
セ
レ
モ
ニ

ー
や
イ
ベ
ン
ト
に
応
じ
た
飾
り

方
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

展
示
会
初
日
の
６
月
28
日
に

は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
が
開
か
れ
、
小
佐
畑
氏
が
ア

ー
ト
と
し
て
の
お
雛
さ
ま
と
イ

ン
テ
リ
ア
と
し
て
の
魅
力
に
つ

い
て
講
演
し
、
来
場
者
に
解
説

し
た
＝
写
真
＝
。
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
の
津
延
美
衣
さ
ん
が
本
企
画

の
テ
ー
マ
を
紹
介
、
ス
ポ
ン
サ

ー
を
代
表
し
て
関
彰
商
事
（
本

社
茨
城
県
つ
く
ば
市
）
の
関
正

樹
社
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
で
は
稲
葉
酒

造
の
純
米
大
吟
醸
ス
テ
ラ
プ
レ

ミ
ア
ム
な
ど
茨
城
県
の
日
本
酒

が
振
る
舞
わ
れ
た
。

進
化
す
る
桂
雛
と
匠
の
技

日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
中

花
束
を
も
ら
い
ス
テ
ー
ジ
で
挨
拶
す
る
香
純
代
表

https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.ojfd.com
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
Moderation_Biased.eventbrite.com


　暑い季節がやってきた。エアコンの効いた部屋でのん
びりするのも良いが、たまには太陽をサンサンと浴びて
水遊びを楽しもう。今号ではウエストチェスターのおす
すめビーチとスイミングプールをご紹介。どちらもウエ
ストチェスター郡の居住者のみ利用可能（チケット購入
時にＮＹ州の運転免許証の提示が必要）。

■サクソン・ウッズ公園
　ホワイトプレーンズとママロネックの間に位置する郡
立公園でハッチンソン・リバー・パークウェイ 13 番出口
のすぐ近く。７００エーカーある公園には 18 ホールのゴ
ルフコースやミニチュアゴルフ、ピクニックエリア、身
障者も利用できるプレイグラウンドや広葉樹の森林を歩
くトレイルが整備されている。高低差が緩やかなトレイ
ルは歩きやすく、木陰が多いので真夏のウォーキングに
最適。スイミングプールは郡最大の広さを持ち、幼児用
の水遊び場もある。公園は年中無休（午前８時から日没
まで）、プールは９月２日（月）まで、午前 11 時から午
後６時 30 分まで（入場は６時まで）。駐車料金 10 ドル。
プール入場料は大人 15 ドル、５歳未満無料、夕方４時以
降割引あり。
Saxon Woods Park (1800 Mamaroneck Avenue, White 
Plains)
https://parks.westchestergov.com/saxon-woods-park

■グレン・アイランド
　こちらはグレン・アイランド公園内にあるビーチで、
ウエストチェスター住民のみが入場できる。広さ１０５
エーカーの島は１９２０年代に建設された跳ね橋でニュ
ーロシェルと繋がっている。元々はシティの富裕層向け
にリゾート地として開発されたが、現在はピクニックエ

（11）　　 ［ローカル面］ 2024年（令和 6年）7月 6日（土）

　

ハ
ー
ツ
デ
ー
ル
ア
ベ
ニ
ュ
ー

と
セ
ン
ト
ラ
ル
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の

交
差
点
近
く
、
こ
ち
ゃ
こ
ち
ゃ

と
小
さ
な
店
舗
が
並
ぶ
一
角
に

小
さ
な
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
カ
フ
ェ
と
言
っ
て
も
キ
ュ

ー
バ
料
理
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
が

メ
イ
ン
の
店
で
、
店
の
前
に
車

を
停
め
ら
れ
な
い
し
、
経
営
は

難
し
い
の
で
は
？
と
他
人
ご
と

な
が
ら
心
配
し
て
い
た
が
、
店

に
は
い
つ
も
客
の
姿
が
あ
り
、

な
か
な
か
繁
盛
し
て
い
る
様

子
。
な
ら
ば
、
と
ラ
ン
チ
を
買

い
に
行
っ
て
み
た
。
各
種
キ
ュ

ー
バ
ン
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
や
エ
ン

パ
ナ
ー
ダ
が
あ
る
中
、
今
日

はPapa Rellena

（
ひ
き
肉
を

詰
め
た
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
、
７

ド
ル
）
とVaca Frita

（
細
切

り
フ
ラ
ン
ク
ス
テ
ー
キ
肉
と
玉

ね
ぎ
の
炒
め
物
、
ご
飯
と
ビ
ー

ン
ズ
が
付
い
て
17
ド
ル
95
セ
ン

ト
）、
キ
ュ
ー
バ
風
ア
イ
ス
カ

ハ
ー
ツ
デ
ー
ル
で
キ
ュ
ー
バ
を
食
す

食べ歩き

Matanzas Cuban Cafe

17 East Hartsdale Ave. Hartsdale
www.matanzascubancafe.com

火～木 11:00～ 19:00、
金・土 11:00～ 20:00、日・月閉店

フ
ェ
・
コ
ン
・
レ
イ
チ
ェ
（
４

ド
ル
）
を
注
文
。
料
理
は
素
朴

な
味
わ
い
で
ク
セ
が
な
く
、
と

て
も
美
味
し
い
。
写
真
は
自
宅

で
盛
り
付
け
た
も
の
で
、
実
際

は
約
２
倍
の
量
が
あ
っ
て
ボ
リ

ュ
ー
ム
満
点
。

　

１
９
７
１
年
に
Ｎ
Ｙ
へ
移
民

し
て
き
た
祖
父
母
を
持
つ
オ
ー

ナ
ー
は
、「
人
生
の
大
小
を
問

わ
ず
全
て
の
出
来
事
の
中
心
に

食
べ
物
が
あ
る
家
庭
」
で
育
っ

た
と
言
う
。
彼
に
と
っ
て
食
べ

物
は
愛
で
あ
り
、
安
ら
ぎ
で
あ

り
、
家
そ
の
も
の
。
何
世
代
に

も
渡
っ
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
受
け

継
が
れ
て
き
た
レ
シ
ピ
を
地
域

の
人
に
も
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と

カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
彼
の

願
い
は
確
実
に
客
に
伝
わ
り
リ

ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
て
い
る
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
に
５
席
ほ
ど
あ

る
の
で
店
内
で
の
食
事
も
可
。

リアやボート場、
散策トレイル、レ
ストランがある公
園として、近隣住
民の憩いの場とな
っている。三日月
型のビーチは水泳
の他ウィンドサー
フィンやサップな
どのマリンスポー
ツが楽しめる。ロングアイランド湾に面しているものの、湾
の奥深くにあり、湾曲した堤防に囲まれているため、波は静
か。こちらもウエストチェスター郡が運営しているため、ビ
ーチ利用可能な日時、入場料などはクロトン・ポイントと同じ。
各所にリゾート時代の建築物が残されていて、古き良き時代
の面影を楽しめる。
Glen Island Park (Weyman Avenue, New Rochelle)
https://parks.westchestergov.com/glen-island-park

＊イベント情報
グローバル・グレイン
　パン好きの皆さん、フィリップスバーグ・マナーに集合！

「グローバル・グレイン」はアフリカからアメリカに伝来した
パンに焦点を当てたパン祭りで、パン職人によるパン作りの

デモンストレーション
や、パン種をこねる体
験型アクティビティの
ほか、地元のカフェや
レストランシェフが先
住民族のパンや 18 世
紀に船上で焼かれてい
たビスケットなどを実
演。試食コーナーもあ

る。会期は 13 日（土）一日限り、午前 11 時から午後４時まで。
入場料は大人 14 ドル、18 ～ 25 歳とシニアは 12 ドル、17
歳以下無料。フィリップスバーグ・マナーは 17 ～ 18 世紀に
かけて近隣一帯の大地主だったオランダ移民のフィリップス
家の邸宅が、当時の貿易と製粉の歴史を再現した博物館とな
ったもので、奴隷として連れて来られたアフリカ人の生活に
焦点を当てている。敷地内には水車小屋や菜園などが再現さ
れ、長閑な風景が広がる。メトロノースのタリータウン駅か
らも歩いて行ける（約 20 分）。
Philipsburg Manor (381 N Broadway, Sleepy Hollow) 　
https://hudsonvalley.org/historic-sites/philipsburg-manor/

ナイヤック・ストリートフェア
　ＮＹをはじめ
４州から３００
を超える出展者
が集まる恒例の
ストリートフェ
ア。陶器や絵画、
手作りジュエリ
ー、写真、木工
品など各種アー
トと工芸品にア
パレル、ジュエリー、子供用品、園芸用品、ホームデコレー
ションなど様々な商品が並ぶ。ストリートフェアのお楽しみ
の一つ、食べ物の屋台ではロブスターロール、ベイクドマカ
ロニ、チキン、エンパナーダ、フィッシュフライにイタリア
料理、ジャマイカ料理が勢揃い、どれにしようか迷ってしまう。
夏の一日、家族全員でショッピングとグルメが楽しめる「マ
スト・ゴー」のイベント。会期は 14 日（日）午前 10 時から
午後５時まで、会場はナイアックのダウンタウン（メインス
トリート、ブロードウェイとシダーストリート）。雨天開催。
ペット同伴不可。
https://pjspromotions.com/

夏だ！暑いぞ！水遊び！

http://www.kodomony.org
http://www.kishuya.com/
tel:9147771543
http://www.ojfd.com
http://www.jwsny.org
https://www.artxuest.com/
https://parks.westchestergov.com/saxon-woods-park
http://www.matanzascubancafe.com
https://parks.westchestergov.com/glen-island-park
https://hudsonvalley.org/historic-sites/philipsburg-manor/
https://pjspromotions.com/
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日
本
の
食
・
文
化
・
人
を
結

び
つ
け
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
チ

ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
魅
力
を
発
信
し
続
け
る
ジ

ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
は
、WAGYU 

MASTER USA INC

と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
輸
出
支
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
（
在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総

領
事
館
、
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務

所
）
と
の
共
催
で
、
７
月
21
日

（
日
）
に
和
牛
の
魅
力
を
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
に
発
信
す
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
「
ジ
ャ
パ
ン

フ
ェ
ス
×
和
牛
フ
ェ
ス
」
を
開

催
す
る
。
会
場
は
タ
イ
ム
ズ
ス

ク
エ
ア
（
７
番
街
52
丁
目
〜
53

丁
目
）
で
午
前
10
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
。

　

当
日
は
選
り
す
ぐ
り
の
和
牛

フ
ー
ド
を
提
供
す
る
６
つ
の
ベ

ン
ダ
ー
と
和
牛
に
ま
つ
わ
る
ス

テ
ー
ジ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
展
開

す
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://www.japanfes.
com/

を
参
照
。

ジャパンフェス
和牛テーマに21日

■ジャパンカッツ上映スケジュール
• 7月10日（水）6:30pm「白鍵と黒鍵の間に」
• 11日（木）6:30pm「キリエのうた」
• 12日（金）6:30pm「唄う六人の女」｜9:00pm「映画(窒息)」
• 13日（土）11:00amショート・カッツプログラム1
• 12:30pm「少女は卒業しない」
• 3:00pm「ブルーピリオド」
• 5:30pm「箱男」
• 9:00pm「春の画 SHUNGA」
• 14日（日）1:30 pm「ルックバック」
• 3:00 pm「鯨の骨」
• 5:30 pm「水の中の八月」
• 9:00pm「シン・ゴジラ：オルソ」
• 15日（月）6:30pm「莉の対」
• 16日（火）6:30pm「夜明けのすべて」｜9:00pm「首」
• 17日（水）6:30pm「ほかげ」（センターピース）
• 18日（木）6:30pm「大いなる不在」（生涯功労賞）
• 19日（金）6:30pm「お引越し」| 9:30pm「チャチャ」
• 20日（土）11:00amショート・カッツプログラム2
• 12:30pm「アイスクリームフィーバー」
• 3:00pm「ブルーイマジン」
• 5:30pm「カオルの葬式」
• 8:30pm「人魚伝説」
• 21日（日）11:00am「カラフルな魔女 ～角野栄子の物語が生まれる暮らし～」
• 1:30 pm「彼方のうた」
• 3:30 pm「リテイク」
• 6:00 pm「小学校～それは小さな社会～」
• 8:30 pm「シン・ゴジラ：オルソ」（アンコール上映）

一般$20、JS会員$14、シニア/学生者$18
• 短編：一般$12、JS会員$5、シニア/学生$10
• クラシック部門作品特別割引あり
• オープニング、センターピース、生涯功労賞：
 一般$25、JS会員$18、シニア/学生$23
• Q＆A付き上映会：一般$24、JS会員$17、シニア/学生$22
• ボックスオフィス：TEL: 212-715-1258
•j apansociety.org/fi lm/japancuts

KUBI © 2023 KADOKAWA © T.N GON Co.,Ltd. 2023

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
）
は
７
月
10
日
（
水
）

か
ら
21
日
（
日
）
ま
で
、
毎
夏

恒
例
の
日
本
の
新
作
映
画
を
集

め
た
映
画
祭
、第
17
回『JAPAN 

CUTS

〜
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ

〜
』
を
Ｊ
Ｓ
内
劇
場
（
東
47

丁
目
３
３
３
番
地
）
に
て
開

催
す
る
。
今
年
のCut Above 

Award

は
、
俳
優
・
森
山
未

來
に
授
与
さ
れ
る
。
ま
た
、
今

年
は
特
別
に
生
涯
功
労
賞
を
ベ

テ
ラ
ン
俳
優
・
藤
竜
也
に
授
与
。

国
際
プ
レ
ミ
ア
５
作
品
、
北
米

プ
レ
ミ
ア
10
作
品
、
米
国
プ
レ

ミ
ア
４
作
品
を
含
む
31
作
品
を

の
中
の
八
月
』）、
湯
浅
典
子
監

督
（
２
０
２
４
年
大
阪
ア
ジ
ア

ン
映
画
祭JAPAN CUTS

受

賞
作
品
『
カ
オ
ル
の
葬
式
』
国

際
プ
レ
ミ
ア
）、
女
優
・
田
畑

智
子
（
相
米
慎
二
監
督
『
お
引

越
し
』
修
復
版
プ
レ
ミ
ア
）
な

ど
が
登
場
す
る
。

　
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
部
門
」
で
は
、

１
９
８
０
〜
90
年
代
の
イ
ン
デ

ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画
を
代
表
す

る
３
作
品
を
上
映
。そ
の
ほ
か
、

庵
野
秀
明
と
樋
口
真
嗣
に
よ
る

ゴ
ジ
ラ
シ
リ
ー
ズ
の
２
０
１
６

年
傑
作
を
モ
ノ
ク
ロ
で
描
い
た

『
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
：
オ
ル
ソ
』

の
国
際
プ
レ
ミ
ア
、
北
野
武
監

督
に
よ
る
戦
国
ス
ペ
ク
タ
ク

ル
『
首
』
な
ど
の
話
題
作
が
上

映
さ
れ
る
。
入
場
料
は
一
般
20

ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト https://www.

japansociety.org

を
参
照
。

上
映
す
る
。
期
間
中
は
、
長
編

作
品
を
集
め
た
フ
ュ
ー
チ
ャ

ー
・
ス
レ
ー
ド
部
門
、
新
進
気

鋭
の
若
手
監
督
作
品
を
集
め
た

ネ
ク
ス
ト
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
部
門
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
部
門
、

そ
し
て
新
作
短
編
映
画
を
上

映
。
11
人
の
特
別
ゲ
ス
ト
を
迎

え
、 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ

ー
や
上
映
後
の
質
疑
応
答
が
開

催
さ
れ
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
る
の
は
人
気
俳
優
・
池
松
壮

亮
が
主
演
を
務
め
る
『
白
鍵
と

黒
鍵
の
間
に
』
の
北
米
プ
レ
ミ

ア
。

　Cut Above Award

が
授
与

さ
れ
る
森
山
未
來
は
、
例
年
注

目
作
を
上
映
す
る
セ
ン
タ
ー
ピ

ー
ス
と
し
て
塚
本
晋
也
監
督
の

『
ほ
か
げ
』
に
主
演
。
戦
後
の

絶
望
の
中
を
生
き
る
片
腕
の
動

か
な
い
男
を
演
じ
て
い
る
。
森

山
お
よ
び
塚
本
監
督
が
出
席
す

る
同
作
の
上
映
会
後
に
授
賞
式

が
行
わ
れ
る
。

　

生
涯
功
労
賞
受
賞
の
藤
竜
也

は
、
最
新
主
演
作
『
大
い
な
る

不
在
』
の
上
映
会
に
、
近
浦
啓

監
督
と
共
に
出
席
。
同
作
で
は

森
山
未
來
と
親
子
と
し
て
共
演

し
、
記
憶
、
家
族
、
喪
失
と
い

う
深
い
テ
ー
マ
を
力
強
く
体
現

し
て
い
る
。
そ
の
他
の
特
別
ゲ

ス
ト
は
、石
井
岳
龍
監
督
（『
箱

男
』
東
海
岸
プ
レ
ミ
ア
、『
水

日本映画
31本を上映

https://www.samuraimama.com/
https://neuroacuny.com/
http://www.easeny.com/
https://minglesoho-ny.com/
http://www.ishitaniclinic.com/
https://www.japanfes.com/
https://www.japansociety.org


金
継
ぎ
に
着
想
の
ア
ー
ト
ジ
ュ
エ
リ
ー
に
熱
い
視
線

（13）　　 ［NY生活ウーマン］ 2024年（令和 6年）7月 6日（土）
　

暑
い
夏
が
や
っ
て
来
ま
し

た
。
お
元
気
に
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
街
角
の
花
壇
で
見
か

け
る
青
い
あ
じ
さ
い
の
花
が

涼
し
く
目
に
映
る
季
節
で
す

ね
。

　

今
回
は
美
し
い
青
い
精
油
、

ブ
ル
ー
サ
イ
プ
レ
ス
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
通
常
サ
イ
プ
レ
ス

精
油
と
い
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
田
園
風
景
で
見
か
け
る
素

敵
な
並
木
に
代
表
さ
れ
る
細

長
い
木
、
糸
杉
（
西
洋
ヒ
ノ

キ
）
の
葉
と
小
枝
を
蒸
留
し
ま

す
。
同
じ
ヒ
ノ
キ
科
に
属
す
る

ブ
ル
ー
サ
イ
プ
レ
ス
は
植
物

学
名
を
カ
リ
ト
リ
ス
・
イ
ン
ト

ラ
ト
ロ
ピ
カ
と
い
い
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
北
部
原
産
の
木

で
す
。
同
地
域
で
植
林
さ
れ
、

１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
本

格
的
な
精
油
の
生
産
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ル
ー
サ
イ
プ
レ
ス
の
魅

力
は
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
コ
バ

ル
ト
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
と
そ
れ

に
呼
応
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
香

り
、
そ
し
て
抗
炎
症
効
果
で

す
。
精
油
の
抽
出
に
は
木
部
と

樹
皮
を
使
用
し
、
約
48
時
間
と

い
う
長
い
時
間
を
か
け
て
蒸

留
さ
れ
ま
す
。
木
部
だ
け
で
は

精
油
に
色
は
な
く
、
樹
脂
を

含
ん
だ
樹
皮
を
加
え
る
こ
と

で
グ
ア
イ

ア
ズ
レ
ン

と
い
う
青

い
色
の
成

分
が
生
ま

れ
ま
す
。

比
較
的
重

い
成
分
で

構
成
さ
れ

た
青
い
精

油
の
香
り

は
、
ウ
ッ
デ
ィ
を
基
調
に
フ
ル

ー
テ
ィ
、
ス
モ
ー
キ
ー
、
バ
ル

サ
ミ
ッ
ク
、
ハ
ニ
ー
様
の
奥
深

い
鎮
静
的
で
心
を
落
ち
着
け

る
香
り
で
す
。
２
０
０
０
年
に

開
催
さ
れ
た
シ
ド
ニ
ー
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
香
り
と
し
て
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
エ
ッ
セ
ン
ス
＆
マ
ッ

サ
ー
ジ
オ
イ
ル
と
し
て
使
用

さ
れ
ま
し
た
。

【
使
い
方
】
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ス

キ
ン
ケ
ア
な
ど
に
植
物
油
と

混
ぜ
て
使
う
。
粘
性
が
あ
り
重

い
精
油
の
た
め
デ
ィ
フ
ュ
ー

ザ
ー
に
は
他
の
軽
い
精
油
、
例

え
ば
柑
橘
系
の
グ
レ
ー
プ
フ

ル
ー
ツ
や
オ
レ
ン
ジ
な
ど
と

よ
く
混
合
し
た
後
使
用
す
る
。　
　

　

橋
本
真
理
子
／
Ａ
Ｒ
Ｃ
認

定
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
Ｎ
Ｙ

に
て
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
ク
ラ

ス
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
キ
ン
ケ

ア
製
品
や
精
油
の
調
合
を
実

施
す
る
。

m
ariko@

m
aliliko.com

www.m
aliliko.com

 

香
り
の

パ
ワ
ー

90

ブ
ル
ー

サ
イ
プ
レ
ス

 

絵
・
古
舘
み
ど
り

　

シ
ル
バ
ー
と
ゴ
ー
ル
ド
が
織

り
成
す
渋
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア

ー
ト
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
作
る
。
金

継
ぎ
の
技
術
を
ヒ
ン
ト
に
修
復

の
ク
ラ
フ
ト
で
は
な
く
、
抽
象

表
現
の
ア
ー
ト
の
世
界
に
昇
華

さ
せ
た
。
Ｍ
Ａ
Ｉ
（
本
名
・
小

林
麻
衣
）
さ
ん
。
東
京
に
住
ん

で
い
た
時
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

友
人
に
会
い
に
旅
行
を
し
て
、

そ
の
時
に
出
会
っ
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
感
銘
を
受
け
た
の
が
き

っ
か
け
だ
っ
た
。
独
学
で
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
、
ア
ー

ト
を
追
求
す
る
う
ち
に
更
に
自

身
の
可
能
性
を
追
求
す
る
た
め

５
年
前
に
来
米
し
た
。
Ｎ
Ｙ
に

着
い
た
2
週
間
後
に
は
ソ
ロ
エ

キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
を
決
め
、
更
に

立
て
続
け
に
い
く
つ
か
の
シ
ョ

ー
に
も
参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス
に

も
恵
ま
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
自

宅
待
機
の
期
間
中
は
、
主
に
絵

画
制
作
に
没
頭
し
た
が
、
自
身

の
内
面
の
変
化
と
共
に
ジ
ュ
エ

リ
ー
を
手
が
け
、
ブ
ラ
ン
ド

KOROMO jewelry 

が
生
ま

れ
た
。
日
本
の
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
で
日
本
酒
職
人
で
農
家

だ
っ
た
祖
父
、
料
理
好
き
の
祖

母
、
縫
製
会
社
で
働
い
て
い
た

母
に
育
て
ら
れ
た
。
少
女
時
代

に
自
然
か
ら
す
べ
て
が
創
造
さ

れ
る
プ
ロ
セ
ス
を
教
え
ら
れ
た

と
い
う
。
禅
と
仏
教
感
を
尊
重

し
た
印
象
を
受
け
る
作
品
は
、

自
身
の
幼
少
期
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
の
生
活
習
慣
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
だ
が
、
見
る
も
の
に

媚
び
る
こ
と
の
な
い
静
か
な
気

品
が
そ
こ
に
漂
う
。
反
骨
精
神

と
言
っ
て
も
い
い
秘
め
た
情
熱

が
、
世
界
の
社
会
シ
ス
テ
ム
か

ら
の
脱
出
と
個
人
と
し
て
の
個

性
を
尊
重
し
、
現
在
や
人
、
社

会
、
地
球
へ
の
優
し
さ
と
恩
返

し
を
通
し
て
滲
み
出
し
て
い
る

か
ら
だ
。

　

ス
タ
イ
リ
ス
ト
の
知
り
合
い

か
ら
頼
ま
れ
、
米
雑
誌
『
ザ
・

ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
』
誌
最
新
号
で

俳
優
、
ウ
ェ
イ
ン
・
ブ
レ
デ
ィ

ー
の
グ
ラ
ビ
ア
に
小
林
さ
ん
の

ジ
ュ
エ
リ
ー
が
登
場
す
る
な

ど
、
作
品
が
一
人
歩
き
し
始
め

て
い
る
。
個
性
的
な
造
形
が
見

る
者
を
引
き
寄
せ
て
や
ま
な
な

い
不
思
議
な
魅
力
を
持
っ
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
。
パ
タ
ー
ン
に

定
ま
ら
な
い
自
由
な
発
想
か
ら

生
ま
れ
た
金
継
ぎ
ヒ
ン
ト
の
ア

ー
ト
ジ
ュ
エ
リ
ー
は
、
日
本
的

な
る
見
え
な
い
魂
の
ル
ー
ツ
を

塊
に
し
て
表
現
し
た
身
に
つ
け

る
芸
術
。
小
林
さ
ん
の
金
銀
織

混
ぜ
て
の
「
愛
」
の
結
晶
だ
と

い
う
。
新
潟
県
出
身
。　
　

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

ジュエリーアーティスト

MAIさん

https://www.samuraimama.com/
http://www.idocenter.com
https://www.skindeepnyc.com/
https://kj-artist.jp/
https://www.cosmeproud.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
mailto:mariko@maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
http://www.maliliko.com
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大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ  

7 月

文
ふみづき

月

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
越
し
て
き

て
八
か
月
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
を
思

い
つ
い
た
。
い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
な
か
で
、
ご

く
近
所
の
ア
ダ
ル
ト
ス
ク
ー
ル

で
の
日
本
語
教
室
を
見
つ
け
、

飛
び
込
ん
で
み
た
。
会
話
の
練

習
だ
け
で
な
く
、
食
べ
た
り
、

歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
と
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
、
幅
広
い
年
代

の
方
と
日
本
語
を
学
ぶ
の
は
、

ほ
ん
と
う
に
楽
し
か
っ
た
。
皆

で
浴
衣
を
着
た
の
も
、
忘
れ
ら

れ
な
い
一
場
面
。
幼
い
こ
ろ
、

祖
母
が
縫
っ
て
く
れ
た
浴
衣
の

色
柄
が
、
脳
裏
に
鮮
や
か
に
よ

み
が
え
っ
て
き
て
、
思
わ
ぬ
追

体
験
が
で
き
た
。

季
語
＝
浴
衣(

夏)

木
綿
で
作

ら
れ
た
単
衣
。
か
つ
て
入
浴
時

に
用
い
た
「
湯
帷
子
」
の
略
だ

が
、
明
治
時
代
以
降
は
浴
衣
で

人
前
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。

藍
染
の
も
の
な
ど
が
一
般
的

だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
色
彩

豊
か
な
も
の
も
多
い
。
夏
祭
や

花
火
大
会
の
時
の
装
い
と
し

て
好
ま
れ
て
い
る
。
傍
題
に
、

湯
帷
子(

ゆ
か
た
び
ら)

、
藍

浴
衣
、
古
浴
衣
、
貸
浴
衣
、
宿

浴
衣
ほ
か
。

 

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
俳
人
協
会
幹
事
／
京
都

芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
／
北

米
伊
藤
園
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ

リ
審
査
員
／
藍
花
副
主
宰
／

 

＊
新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
（
特
別

協
賛
：
北
米
伊
藤
園
）
は
応
募

作
品
を
募
集
中
。
今
年
の
最
終

応
募
は
10
月
末
ま
で
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルhaiku

grandprix@gmail.com 

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トwww.artofhaiku.org 

参

照
。

 最終応募 10 月末まで

 

新
俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ

初は
つ
ゆ
か
た

浴
衣
こ
れ
が
日に
ほ
ん本
の
青あ
お

と
指さ

し

67

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
６

月
21
日
、
小
林
さ
や
か
さ
ん
を

招
い
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会

を
行
っ
た
。
講
師
の
気
さ
く
な

話
し
ぶ
り
に
、
小
学
部
５
年
生

か
ら
中
学
部
９
年
生
の
児
童
生

徒
と
保
護
者
が
「
ビ
リ
ギ
ャ
ル

流
！
不
可
能
を
可
能
に
変
え
る

５
つ
の
法
則
」
に
つ
い
て
の
話

に
引
き
込
ま
れ
た
。
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
持
つ
た
め
に
は
成
功

体
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
、
時

間
を
か
け
て
も
わ
く
わ
く
す
る

目
標
を
見
つ
け
る
こ
と
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
で
い
る
た
め
に
リ
フ
レ

ー
ミ
ン
グ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

す
る
こ
と
な
ど
、
今
後
の
生
き

方
に
生
か
せ
る
具
体
的
な
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。最
後
に
、

中
等
部
の
代
表
者
が
「
失
敗
は

悪
い
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
学

び
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
な
っ
た
時

に
は
今
日
の
話
を
思
い
出
し
た

い
」と
お
礼
の
言
葉
を
伝
え
た
。

参
加
者
が
自
己
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
時
間

と
な
っ
た
。

元
ビ
リ
ギ
ャ
ル
の
小
林
さ
ん

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で
講
演

　

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

（
児
童
生
徒
１
７
０
人
、
小
島

昇
校
長
）
は
６
月
15
日
、
青
空

の
下
で
第
24
回
運
動
会
を
開
催

し
た
。
開
会
式
で
は
、
初
等
部

６
年
生
４
人
が
「
日
頃
の
学
習

の
成
果
を
生
か
し
、
個
性
豊
か

に
伸
び
伸
び
と
、
そ
し
て
元
気

一
杯
に
競
技
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
」と
選
手
宣
誓
を
行
っ
た
。 　

赤
組
と
白
組
が
勝
敗
を
競
い

合
う
競
技
は
、
幼
児
部
か
ら
高

等
部
全
学
年
に
よ
る
徒
競
走
で

幕
を
開
け
、
幼
児
部
の
児
童
に

よ
る
か
わ
い
ら
し
い
「
ソ
ー
ラ

ン
節
」
が
披
露
さ
れ
、
見
る
人

の
笑
顔
を
誘
っ
た
。
玉
入
れ
や

あ
ん
パ
ン
食
い
競
争
な
ど
の
競

技
が
体
験
で
き
る
の
も
同
校
運

動
会
の
目
玉
で
、
手
を
使
わ
ず

に
あ
ん
パ
ン
を
取
る
場
面
で

は
、
苦
戦
す
る
選
手
た
ち
に
温

か
い
声
援
が
送
ら
れ
た
。
全
校

生
徒
に
よ
る
応
援
合
戦
で
は
、

赤
白
両
組
が
独
自
の
応
援
歌
で

チ
ー
ム
の
結
束
を
固
め
、
中
高

生
に
よ
る
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ダ

ン
ス
で
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
競
技
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、
得
点
は

赤
組
が
リ
ー
ド
し
て
い
た
が
、

後
半
に
白
組
が
追
い
上
げ
、
接

戦
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
大
会
の

ト
リ
を
飾
る
紅
白
リ
レ
ー
が
行

わ
れ
た
。
生
徒
、
教
員
、
保
護

者
ら
が
一
丸
と
な
っ
て
手
に
汗

握
り
熱
い
声
援
を
送
っ
た
結

果
、
赤
組
の
勝
利
で
幕
を
閉
じ

た
。
閉
会
式
で
は
、
生
徒
会
長

の
高
等
部
２
年
髙
橋
勇
登
さ
ん

が
会
の
設
営
・
運
営
に
協
力
し

た
保
護
者
や
関
係
者
、
教
員
に

対
し
て
無
事
に
運
動
会
が
で
き

た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
「
白
組
も
赤
組
も
お
互
い

の
健
闘
を
称
え
合
い
、
こ
れ
か

ら
も
一
致
団
結
し
て
楽
し
い
補

習
校
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
」

と
述
べ
た
。
最
後
に
小
島
校
長

が
、
全
生
徒
が
お
互
い
を
応
援

し
合
い
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん

だ
姿
勢
を
称
え
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
小
田
切
利
幸
校
長
、
全

在
籍
数
３
８
３
人
）
中
高
等
部

で
は
「
夏
休
み
に
入
る
前
に
中

高
が
一
緒
に
な
っ
て
補
習
校
を

楽
し
も
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
生

徒
会
が
お
楽
し
み
会
を
企
画

し
、
６
月
22
日
に
行
わ
れ
た
。

開
始
直
前
に
激
し
い
雨
に
見
舞

わ
れ
た
が
、
生
徒
た
ち
の
強
い

思
い
が
通
じ
た
の
か
、
そ
の
後

は
一
転
し
て
快
晴
と
な
り
屋
外

で
実
施
し
た
。
競
技
は
ク
ラ
ス

対
抗
の
水
鉄
砲
合
戦
。
最
初
は

濡
れ
た
く
な
い
の
で
隠
れ
な
が

ら
控
え
め
に
水
鉄
砲
を
撃
っ
て

い
た
生
徒
も
最
後
に
は
童
心
に

戻
っ
て
水
の
掛
け
合
い
を
楽
し

ん
で
い
た
。
び
し
ょ
ぬ
れ
に
な

り
な
が
ら
も
、
弾
け
る
よ
う
な

笑
顔
が
校
庭
に
溢
れ
て
い
た
。

NJ補習授業校

お楽しみ会開催

NY補習授業校

LI校で運動会

　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学

院
は
６
月
22
日
、
同
学
院
の
ス

ピ
ー
カ
ー
ズ
・
ホ
ー
ル
を
会
場

に
、
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

の
海
外
学
校
説
明
会
・
相
談
会

を
開
催
し
た
。
当
日
は
午
前
・

午
後
の
２
部
開
催
で
、
多
く
の

参
加
者
が
来
校
し
た
。
日
本
か

ら
参
加
し
た
学
校
と
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
学
院
を
含
め
、
合
計
８
校

が
学
校
説
明
や
個
別
相
談
を
行

い
、
普
段
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学

院
と
接
点
の
な
い
人
も
多
く
参

加
し
、
実
際
に
施
設
を
見
学
し

て
学
院
の
こ
と
を
知
る
よ
い
機

会
と
な
っ
た
。

　

今
月
は
東
京
（
７
月
６
日
）、

大
阪
（
12
日
）、福
岡
（
28
日
）、

香
港
（
12
日
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
（
14
日
）
で
学
院
説
明
会
を

開
催
し
、
学
院
の
教
育
方
針
や

施
設
、
生
徒
の
活
動
な
ど
に
つ

い
て
詳
し
く
紹
介
す
る
。
現
役

生
、
卒
業
生
、
ま
た
は
保
護
者

の
登
壇
も
予
定
し
て
い
る
。

海
外
学
校
説
明
会
相
談
会

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院
で

　
講
演
後
に
小
林
さ
や
か

さ
ん
ウ
を
囲
ん
で
記
念
撮

影
す
る
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

の
児
童
生
徒
た
ち

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
mailto:grandprix@gmail.com
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
初
等

部
２
年
生
の
児
童
が
６
月
13

日
、
生
活
科
の
学
習
で
リ
ッ
ジ

ウ
ッ
ド
に
町
探
検
に
で
か
け

た
。
児
童
た
ち
は
町
の
中
を
歩

き
な
が
ら
、
日
本
と
違
う
ア
メ

リ
カ
の
交
通
標
識
を
見
つ
け
た

り
、
駅
で
切
符
の
販
売
機
を

見
た
り
し
た
。J-mart

で
は
、

お
店
の
人
に
「
お
菓
子
を
並
べ

る
時
、
ど
ん
な
工
夫
を
し
て
い

る
の
で
す
か
？
」「
新
鮮
な
も

の
を
売
る
工
夫
を
教
え
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
て
、
丁
寧
に
教
え
て
も
ら

っ
た
。
買
い
物
体
験
で
は
、
持

っ
て
き
た
お
金
で
買
え
る
も
の

を
、
あ
れ
こ
れ
と
悩
み
な
が
ら

工
夫
し
て
購
入
し
た
。
ま
ず
家

族
に
購
入
し
て
、
残
り
の
お
金

で
自
分
の
も
の
を
買
っ
て
い
る

子
が
多
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
郵
便
局
へ
行

き
「May I please buy one 

global forever stamp?

」
と

英
語
の
時
間
に
米
人
教
員
と
練

習
し
た
表
現
を
使
い
、
切
手
を

購
入
し
た
。
事
前
に
日
本
の
家

族
に
送
る
手
紙
を
書
い
て
お

り
、
そ
れ
に
切
手
を
貼
り
、
い

つ
届
く
か
な
と
楽
し
み
に
し
な

が
ら
ポ
ス
ト
に
投
函
し
た
。
こ

の
町
探
検
で
は
、
人
々
と
接
す

る
こ
と
や
、
町
に
は
み
ん
な
で

使
う
も
の
が
あ
る
こ
と
、
安
全

に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
こ
と
、
そ
れ
を
支
え
て
い

る
人
々
が
い
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

地
元
の
街
を
探
検

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
の
児
童

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本
徹
学

園
長
）
小
学
部
５
・６
年
生
は
、

５
月
21
日
か
ら
24
日
ま
で
の
３

泊
４
日
で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

と
そ
の
近
郊
へ
移
動
教
室
に
出

か
け
た
。
移
動
教
室
の
テ
ー
マ

は｢

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
と
現
代

を
巡
る
旅｣

。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
中
心
部

に
位
置
す
る
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協

会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
博
物
館

を
見
学
し
た
。
航
空
宇
宙
博
物

館
で
は
ラ
イ
ト
兄
弟
が
飛
行
機

を
つ
く
る
過
程
を
実
際
の
映
像

と
と
も
に
学
習
。
ア
メ
リ
カ
歴

史
文
化
博
物
館
で
は
第
16
代
大

統
領
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ

ー
ン
の
奴
隷
解
放
宣
言
な
ど
、

歴
代
の
大
統
領
や
ア
メ
リ
カ
の

歴
史
を
学
習
し
た
。
初
代
大
統

領
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の

生
家
マ
ウ
ン
ト
・
バ
ー
ノ
ン
で

は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
部
屋
の
あ

る
大
き
な
邸
宅
や
、
広
大
な
敷

地
に
広
が
る
庭
園
な
ど
を
見

学
。
最
終
日
に
訪
れ
た
ス
パ
イ

博
物
館
で
は
、
ス
パ
イ
に
な
り

き
っ
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
す

る
体
験
や
、
世
界
中
の
ス
パ
イ

を
展
示
か
ら
学
ん
だ
。

　

こ
の
移
動
教
室
は
、
子
ど
も

達
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
経
緯

や
変
遷
を
経
て
、
現
在
に
た
ど

り
着
い
た
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に

つ
い
て
深
く
考
え
る
有
意
義
な

時
間
と
な
っ
た
。

ワシントンDCへ移動教室
NY育英学園の5、6年生

米
国
の
歴
史
と

現
地
を
巡
る

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

6
月
卒
園
式
を
開
催

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は
６

月
18
日
、
６
月
卒
園
式
を
行
っ

た
。
卒
園
証
書
を
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
緊
張
し
た

面
持
ち
で
受
け
取
っ
た
８
人
の

卒
園
児
。
幼
稚
園
で
過
ご
し
て

き
た
思
い
出
を
歌
や
言
葉
に
の

せ
て
振
り
返
っ
た
。
卒
園
式
で

歌
い
継
が
れ
て
い
る
「
お
別
れ

会
の
う
た
」
は
、
卒
園
児
と
在

園
児
、
教
師
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

出
や
気
持
ち
が
綴
ら
れ
て
お

り
、
会
場
に
い
る
全
員
の
声
が

ピ
ア
ノ
の
音
色
に
重
な
る
と
、

み
ん
な
が
一
つ
に
な
っ
た
瞬
間

を
感
じ
た
。
卒
園
式
後
の
お
楽

し
み
会
で
は
、
卒
園
児
た
ち
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や

得
意
な
こ
と
を
家
族
に
披
露
し

た
。
長
縄
跳
び
や
鉄
棒
、
ダ
ン

ス
な
ど
、
最
後
ま
で
一
人
ひ
と

り
が
主
役
の
一
日
と
な
っ
た
。

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

幼
稚
園
部
（
和
田
幸
子
幼
稚
園

部
部
長
）
は
、
６
月
16
日
に
七

夕
祭
り
を
行
っ
た
。
園
児
た
ち

は
、
色
と
り
ど
り
の
模
様
の
浴

衣
や
甚
兵
衛
姿
で
参
加
し
た
。

願
い
事
を
書
い
た
短
冊
が
つ
い

た
笹
を
バ
ッ
ク
に
、
先
生
が
演

じ
る
七
夕
劇
を
熱
心
に
み
て
笑

っ
た
り
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
七

夕
の
歌
を
歌
っ
た
り
、
七
夕
に

関
す
る
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん
だ
り

し
た
。
最
後
は
晴
天
の
下
、
手

作
り
の
う
ち
わ
を
持
っ
て
、
ア

ン
パ
ン
マ
ン
音
頭
を
校
舎
の
中

庭
で
踊
っ
た
。
子
供
達
が
一
生

懸
命
に
楽
し
く
踊
っ
て
い
る
姿

を
見
て
、
保
護
者
ら
も
嬉
し
そ

う
だ
っ
た
。
園
児
、
先
生
、
家

族
と
も
に
楽
し
い
一
時
を
過
ご

し
た
。

プリンストン日本語学校

七夕祭り

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
人

会
主
催
、
第
23
回
東
和
エ
ッ
セ

イ
コ
ン
テ
ス
ト
の
募
集
が
８
月

31
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
、
中
学
生
部
門

が
「
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
」、
高
校
生
部
門

が
「
平
和
な
社
会
と
は
」。
対

象
は
日
本
国
外
で
日
本
語
を

学
ん
で
い
る
中
高
生
。
言
語

は
日
本
語
で
、
１
５
０
０
〜

２
８
０
０
文
字
。
結
果
発
表
は

12
月
中
旬
、
受
賞
者
に
直
接
連

絡
が
あ
る
。
最
優
秀
賞
に
は
賞

状
と
賞
金
が
送
ら
れ
る
。
応
募

方
法
な
ど
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
（t.ly/Y3GVx

）
を
参
照

す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
５
・
８
４
０
・
４
６
４
５
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

jagphilly.org

（
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
日
本
人
会
事
務
局
）
ま

で
。

東
和
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
を
募
集
中

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
の
７
年

生
は
、
６
月
25
日
に
Ａ
Ｒ
Ｔ
科

移
動
教
室
で
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
を
訪
れ
た
。
広
い
館
内

に
は
多
く
の
美
術
品
が
あ
り
、

生
徒
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ャ
美
術
や
エ
ジ

プ
ト
美
術
の
鑑
賞
で
は
古
代
文

明
の
偉
大
さ
や
神
秘
さ
に
圧
倒

さ
れ
て
い
る
様
子
が
み
ら
れ
、

特
に
パ
リ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

近
い
こ
と
も
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ

ア
の
祭
典
を
描
い
た
芸
術
品
の

鑑
賞
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ

た
。日
本
美
術
の
展
示
室
で
は
、

五
感
に
訴
え
る
日
本
美
術
の
緻

密
さ
を
改
め
て
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
そ
し
て
、
絵
画
の

な
か
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の

展
示
室
で
は
、
ゴ
ッ
ホ
や
モ
ネ

な
ど
名
だ
た
る
芸
術
家
の
作
品

を
間
近
に
見
て
、
さ
ら
に
は
自

分
が
気
に
入
っ
た
作
品
を
ス
ケ

ッ
チ
す
る
こ
と
で
作
品
に
親
し

み
を
覚
え
た
。
世
界
３
大
美
術

館
の
一
つ
を
見
学
す
る
と
い
う

貴
重
な
体
験
か
ら
芸
術
へ
の
関

心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

メトで美術学ぶ NY日本人学校の
７年生移動教室で

https://miray109.com/
https://starchildny.com/
https://japaneseschool.org


2024年（令和 6年）7月 6日（土） ［教　育］　　（16  ）

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校（
福
澤
隆
治
校
長
）

ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
・
高
等
部
の

卒
業
式
が
、
最
終
日
と
な
っ
た

６
月
15
日
に
行
わ
れ
た
。
ア
ダ

ル
ト
コ
ー
ス
８
人
、
高
等
部
３

人
の
計
11
人
が
当
補
習
校
で
の

学
業
を
修
了
し
た
。 

　

ア
ダ
ル
ト
コ
ー
ス
に
は
和
服

姿
で
式
に
出
席
し
た
卒
業
生
も

お
り
、
日
本
へ
の
親
愛
を
示
す

と
共
に
、
コ
ー
ス
を
修
了
し
た

誇
ら
し
さ
を
滲
ま
せ
な
が
ら
証

書
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
高
等

部
卒
業
生
は
10
年
以
上
通
い
続

け
た
補
習
校
の
思
い
出
や
、
支

え
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝

に
つ
い
て
語
っ
た
。
ア
ダ
ル
ト

卒
業
生
は
一
人
ず
つ
俳
句
を
詠

み
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ
日
本
語

の
成
果
を
披
露
し
た
。
式
後
、

青
空
の
下
行
わ
れ
た
記
念
撮
影

で
は
晴
れ
や
か
な
笑
顔
の
卒
業

生
と
そ
れ
を
嬉
し
そ
う
に
見
つ

め
る
教
員
、
在
校
生
の
姿
が
見

受
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
を

深
く
す
る
一
日
と
な
っ
た
。

フィラデルフィア日本語補習授業校
アダルトコース・
高等部卒業式

　

慶
應
義
塾
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
学

院
（
高
等
部
）
は
６
月
８
日
、

快
晴
の
空
の
下
、
第
32
回
卒
業

式
を
行
っ
た
。
今
年
度
は
63
人

の
生
徒
が
卒
業
し
、
全
員
が
慶

應
義
塾
大
学
へ
の
進
学
を
希
望

し
た
。
卒
業
生
た
ち
の
関
係
は

大
学
で
さ
ら
に
続
き
、
そ
の
後

も
慶
應
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
繋

が
り
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
継
続

し
て
い
く
。
慶
應
義
塾
の
一
貫

教
育
校
で
あ
る
同
学
院
を
卒
業

す
る
強
み
は
、
卒
業
後
も
続
く

深
い
絆
と
、
学
院
で
出
会
っ
た

仲
間
と
の
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
得
ら
れ
る
こ
と
だ
。
10
代

の
多
感
な
時
期
に
、
３
〜
４
年

を
Ｎ
Ｙ
の
地
で
と
も
に
切
磋
琢

磨
し
た
経
験
は
、
他
の
環
境
で

は
な
か
な
か
得
難
い
貴
重
な
人

生
の
財
産
と
な
る
は
ず
だ
。
こ

れ
ま
で
多
く
の
卒
業
生
が
、
慶

應
義
塾
大
学
や
社
会
人
と
し
て

培
っ
た
知
識
や
経
験
を
基
に
、

現
役
の
生
徒
へ
レ
ク
チ
ャ
ー
を

行
っ
た
り
、
勤
務
先
に
生
徒
を

招
待
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院

第
32
回
卒
業
式
開
催

　

ア
ッ
パ
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で

共
育
活
動
を
し
て
い
る
「
森
の

家
」（
海
野
典
子
主
宰
）
は
６

月
２
日
（
日
）「
お
ひ
さ
ま
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
17
弾 

初
夏
祭

り
」
を
行
い
、
浴
衣
や
甚
平
姿

の
親
子
の
参
加
者
が
一
足
先
に

日
本
の
夏
の
風
物
詩
を
楽
し
ん

だ
。

　

お
ひ
さ
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
森
の
家
の
参
加
者
ウ
イ

リ
ア
ム
ズ
矢
澤
天
羅
ち
ゃ
ん

(

12)

が
２
歳
の
時
に
脳
腫
瘍

を
発
症
し
、
天
羅
ち
ゃ
ん
を
含

め
た
皆
の
個
性
が
輝
く
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
な
場
を
、
と
母
親
の

佐
代
子
さ
ん
が
森
の
家
の
活
動

の
一
つ
と
し
て
主
催
の
海
野
さ

ん
と
開
始
し
今
で
は
母
親
8
人

に
よ
る
企
画
部
で
運
営
し
現
在

17
回
目
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
。

今
で
は
活
動
に
関
わ
る
子
供
達

や
親
達
の
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
を
大
い
に
活
か
し
た
共
同
創

造
の
場
に
成
長
し
て
い
る
。
天

羅
ち
ゃ
ん
は
今
年
5
月
に
再
び

脳
腫
瘍
の
手
術
を
し
、
皆
で
快

気
祝
い
を
し
た
。

　

前
半
は
ス
イ
カ
や
朝
顔
な
ど

の
折
り
紙
を
使
っ
た
う
ち
わ
を

制
作
、後
半
の
縁
日
遊
び
で
は
、

子
供
達
の
ア
イ
デ
ア
が
つ
ま
っ

た
露
店
が
並
び
、
ダ
イ
ノ
ブ
社

長
か
ら
森
の
家
ハ
ー
レ
ム
日
系

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
日
本
の
お
菓

子
の
寄
付
が
あ
り
、
参
加
者
全

員
ひ
も
く
じ
引
き
や
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
な
ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

で
賑
や
か
な
歓
声
が
上
が
り
日

本
文
化
を
楽
し
ん
だ
。

　

テ
ィ
ー
ン
リ
ー
ダ
ー
の
一
人

と
し
て
司
会
を
手
伝
っ
た
酒
井

泉
来
（
さ
か
い
・
み
ら
い
）
さ

ん
（
12
）
は
「
年
齢
を
問
わ
ず

全
員
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に

で
き
た
こ
と
が
、大
変
嬉
し
い
。

森
の
家
に
入
っ
て
い
て
良
か
っ

た
と
思
え
る
体
験
だ
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
森
の
家
で
活
躍
を
続

け
、成
長
を
重
ね
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。
弟
の
将
元
（
ま
さ

も
と
）
さ
ん
（
８
）
も
「
お
ま

つ
り
で
た
く
さ
ん
食
べ
物
を
売

っ
て
楽
し
か
っ
た
。
景
品
で
好

き
な
お
菓
子
を
も
ら
え
た
」と
、

嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。

　

森
の
家
は
今
年
で
設
立
11
周

年
を
迎
え
る
。
主
宰
の
海
野
さ

ん
は
「
学
校
で
も
家
庭
で
も
な

く
、
い
の
ち
を
共
に
育
て
あ
う

森
の
家
と
い
う
場
所
で
、
競
争

や
比
較
を
す
る
の
で
は
な
く
、

子
供
達
に
必
要
と
思
わ
れ
る
も

の
を
親
達
が
腹
を
割
っ
て
話
し

合
い
作
っ
て
い
く
こ
と
を
続
け

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

森の家
おひさまプロジェクト

初夏祭りを開催
今
年
で
設
立
11
周
年



　

私
は
日
常
使
う
物
、
シ
ャ

ン
プ
ー
や
牛
に
ゅ
う
パ
ッ
ク

に
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、
お
も
ち
ゃ
に
も

あ
る
の
か
な
と
思
っ
て
調
べ

て
み
ま
し
た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
ル
ー
ビ
ッ
ク

キ
ュ
ー
ブ
は
目
が
不
自
由
な

人
に
も
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
調
べ
方

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
番

わ
か
り
や
す
く
安
全
な
サ
イ

ト
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
は

色
を
表
す
出
っ
ぱ
っ
て
い
る

も
よ
う
が
あ
り
ま
す
。
黄
色

は
九
つ
の
ド
ッ
ト
、
緑
は
円

の
り
ん
か
く
、
オ
レ
ン
ジ
は

ば
つ
マ
ー
ク
、
青
は
中
が
う

め
ら
れ
た
円
、
赤
は
四
角
の

り
ん
か
く
、
白
は
ふ
つ
う
の

ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
み
た

い
に
な
に
も
も
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
ル
ー
ビ
ッ
ク

キ
ュ
ー
ブ
を
実
際
に
解
い
て

み
た
目
の
不
自
由
な
人
か
ら

の
感
想
で
す
。「
凸
凹
が
は
っ

き
り
し
て
お
り
、
凸
凹
の
形

も
丸
や
四
角
な
ど
識
別
し
や

す
い
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

視
覚
障
が
い
が
あ
っ
て
も
と

て
も
わ
か
り
や
す
い
と
感
じ

ま
し
た
」。

　

こ
の
ル
ー
ビ
ッ
ク
は
、
目

が
不
自
由
な
人
で
も
も
よ
う

を
区
別
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
は
も

よ
う
を
さ
わ
っ
て
解
き
ま
す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
を

作
っ
た
会
社
の
目
標
は
目
が

不
自
由
な
人
で
も
遊
べ
る
よ

う
に
す
る
事
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
私
は
、
そ
れ
は
い
い
目

標
だ
と
思
い
ま
し
た
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
目
が
不
自
由
な

事
は
色
々
大
変
だ
と
思
う
の

で
、
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ

で
遊
ん
だ
ら
楽
し
め
る
と
思

う
か
ら
で
す
。

　

た
く
さ
ん
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
が
つ
い
て
い
る
物

は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
ユ
ニ

ー
ク
な
物
が
よ
か
っ
た
の
で

見
つ
け
る
の
が
む
ず
か
し
か

っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
た
く

さ
ん
情
報
が
あ
っ
た
の
で
、

ど
れ
を
使
え
ば
い
い
の
か
ま

よ
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
じ

ょ
う
ほ
う
を
要
約
し
な
い
と

行
け
な
か
っ
た
の
で
、
頭
を

た
く
さ
ん
使
い
ま
し
た
。
私

は
、
人
の
感
想
を
引
用
し
た

の
で
、
意
味
が
わ
か
ら
な
い

言
葉
も
出
て
き
て
、
そ
の
言

葉
の
意
味
を
調
べ
る
必
要
も

あ
り
ま
し
た
。
大
変
だ
っ
た

け
れ
ど
、
ど
ん
ど
ん
調
べ
る

う
ち
に
知
ら
な
か
っ
た
事
も

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ユ
ニ
ー
ク
で

人
の
心
を
豊
か
に
す
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
ふ
や

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

 　

  　
（
滞
米
５
年
２
か
月
）
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ぼ
く
は
、
フ
ロ
ス
ト
バ
レ

ー
で
大
き
く
三
つ
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

そ
の
三
つ
を
し
ょ
う
か
い
し

ま
す
。

　

一
つ
目
の
学
ん
だ
こ
と
は

「
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
で
は
ど
の

よ
う
な
生
き
物
が
ど
の
よ
う

に
く
ら
し
て
い
る
の
か
」
に

つ
い
て
で
す
。
ぼ
く
は
、
一

日
目
の
ハ
ー
フ
デ
イ
ハ
イ
ク
、

二
日
目
の
ポ
ン
ド
ス
タ
デ
ィ

で
生
き
物
に
つ
い
て
よ
く
学

び
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
い

く
つ
か
例
を
あ
げ
る
と
、
ハ

ー
フ
デ
イ
ハ
イ
ク
で
ビ
ー
バ

ー
が
木
の
枝
を
運
ん
で
い
る

姿
や
そ
の
巣
、
ダ
ム
な
ど
が

見
ら
れ
た
こ
と
や
、
ポ
ン
ド

ス
タ
デ
ィ
で
池
に
い
る
サ
ラ

マ
ン
ダ
ー
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク

シ
、
ヤ
ゴ
な
ど
を
観
察
で
き

た
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
集
団
生
活
で

大
切
な
「
時
間
を
守
る
こ
と
」

に
つ
い
て
で
す
。
ぼ
く
が
フ

ロ
ス
ト
バ
レ
ー
の
宿
泊
学
習

を
す
る
に
あ
た
っ
て
一
番
意

識
し
た
と
思
う
の
が
時
間
で

す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、「
時

は
金
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、

時
間
を
大
切
に
し
な
い
と
フ

ロ
ス
ト
バ
レ
ー
で
い
ろ
い
ろ

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
ぼ
く
は
、

常
に
い
つ
何
を
す
る
か
を
し

お
り
で
確
認
し
な
が
ら
、
五

分
か
ら
十
分
前
行
動
を
心
が

け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
一
日
目
は
集
合
時

間
に
お
く
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
二
日
目
、

三
日
目
と
な
る
と
集
合
時
間

に
お
く
れ
て
く
る
こ
と
は
少

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
は
、「
自
分
だ

け
で
な
く
、
仲
間
の
こ
と
ま

で
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
分
の
こ
と
の
み
を
考

え
て
し
ま
っ
て
い
る
と
、
他

の
人
や
仲
間
に
迷
わ
く
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
自
分
の
身
の
回
り
を

清
潔
に
し
て
お
い
た
り
、
な

る
べ
く
大
き
な
音
や
声
を
出

さ
な
い
よ
う
に
し
た
り
な
ど
、

他
の
人
が
気
持
ち
よ
く
過
ご

せ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
声
が
大

き
す
ぎ
る
と
き
は
、
声
が
な

る
べ
く
小
さ
く
な
る
よ
う
に
、

部
屋
の
メ
ン
バ
ー
で
注
意
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ぼ
く
は
フ

ロ
ス
ト
バ
レ
ー
で
自
分
だ
け

で
な
く
、
全
員
が
気
持
ち
よ

く
過
ご
せ
る
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
工
夫
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
フ
ロ
ス
ト
バ

レ
ー
の
三
日
間
だ
け
で
な
く
、

学
校
で
も
こ
の
経
験
を
い
か

し
て
、
自
然
を
大
切
に
し
、

全
員
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ

る
よ
う
な
五
年
生
に
し
た
い

で
す
。

　
　
　

  　

 　
（
滞
米
11
か
月
）

　

わ
た
し
の
し
ょ
う
来
の
ゆ

め
は
、
家
ぞ
く
と
ア
メ
リ
カ

で
べ
ん
当
や
さ
ん
を
す
る
こ

と
で
す
。

　

り
ゆ
う
は
、
日
本
の
べ
ん

当
の
お
い
し
さ
を
ア
メ
リ
カ

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
か

ら
で
す
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
カ
レ
ー
が

上
手
な
お
母
さ
ん
の
か
つ
カ

レ
ー
、
あ
ま
く
て
ふ
わ
ふ
わ

な
お
姉
ち
ゃ
ん
の
た
ま
ご
や

き
、
こ
ろ
も
が
さ
く
さ
く
な

あ
げ
た
て
の
か
ら
あ
げ
、
ふ

わ
ふ
わ
の
食
パ
ン
を
つ
か
っ

た
日
本
風
の
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ

チ
、
も
ち
も
ち
な
ご
は
ん
と

パ
リ
ッ
パ
リ
の
の
り
の
お
に

ぎ
り
に
し
ま
す
。

　

デ
ザ
ー
ト
は
、
や
わ
ら
か

い
三
色
だ
ん
ご
や
み
た
ら
し

だ
ん
ご
、
な
め
ら
か
な
日
本

風
の
お
父
さ
ん
の
プ
リ
ン
に

し
ま
す
。
ド
リ
ン
ク
は
、
タ

ピ
オ
カ
テ
ィ
ー
や
お
茶
に
し

ま
す
。

　

わ
た
し
は
社
長
と
し
て
、

新
し
い
人
気
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
た
り
、
ど
の
お
べ
ん
当
を

た
く
さ
ん
作
る
か
を
き
め
た

り
、
お
い
し
い
お
べ
ん
当
を

作
る
た
め
に
お
母
さ
ん
と
か

お
父
さ
ん
を
て
つ
だ
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

べ
ん
当
屋
さ
ん
に
な
る
た

め
に
、
と
き
ど
き
朝
ご
は
ん

を
作
っ
た
り
、
お
母
さ
ん
か

お
と
う
さ
ん
が
ご
は
ん
を
作

っ
て
る
時
、
て
つ
だ
っ
て
い

ま
す
。

　

い
っ
ぱ
い
売
れ
て
人
気
な

べ
ん
当
や
さ
ん
に
な
り
た
い

な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

   （
滞
米
１
年
６
か
月
）

 ■児童生徒作文のページ■
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「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
」

　
　
　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
静
子

　

私
の
お
母
さ
ん
は
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
な
る
ま
で
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
い
て
い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
が
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
入

っ
て
お
母
さ
ん
は
仕
事
を
や
め

て
、
私
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の

手
伝
い
と
家
の
こ
と
に
せ
ん

ね
ん
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
家
族
三
人
と
犬
二
匹
が

い
つ
も
家
に
い
て
、
お
母
さ

ん
は
私
達
の
お
世
話
で
い
そ

が
し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
お
ち
つ
い
て
き
て
、

そ
ろ
そ
ろ
仕
事
に
も
ど
ろ
う

か
と
い
う
時
、
私
が
ま
だ
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
だ
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
お
母
さ
ん
は
家
で

仕
事
を
す
る
こ
と
に
き
め
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
は
家
の
こ

と
と
仕
事
で
と
て
も
い
そ
が

し
く
し
て
い
て
、
つ
か
れ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　

で
も
私
は
、
う
れ
し
か
っ

た
の
で
す
。
お
母
さ
ん
が
ず

っ
と
家
に
い
て
宿
題
を
て
つ

だ
っ
て
く
れ
た
り
、
い
っ
し

ょ
に
犬
の
散
歩
に
い
っ
た
り

と
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
は
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
い
っ
ぱ

い
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
け
ん
か
も
し
た
し
、
お

こ
ら
れ
た
り
も
し
た
け
ど
、

お
母
さ
ん
を
大
好
き
な
こ
と

は
か
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

  「しょう来のゆめ」
　　ニューヨーク育英学園サタデースクール小３

　　　　　　　　　　　　　　　大宮　さき

「
自
分
も
仲
間
も
時
間
も
大
切
に
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
田
　
明
宏

　

今
年
九
月
か
ら
私
は
げ
ん
地

校
で
五
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
私
を

学
校
か
ら
一
人
で
帰
ら
せ
る
よ

う
に
す
る
か
話
し
始
め
ま
し

た
。
自
分
だ
け
で
歩
い
て
家
に

帰
れ
る
の
は
、
大
人
に
な
っ
た

み
た
い
で
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
い

け
れ
ど
、
そ
れ
は
お
母
さ
ん
が

も
う
学
校
に
私
を
む
か
え
に
こ

な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。

「
そ
れ
は
さ
み
し
い
し
、
嫌
だ

な
。」
と
お
母
さ
ん
に
言
っ
た

ら
、「
依
麻
は
赤
ち
ゃ
ん
だ
ね

ー
。」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
う
だ
、
私
は
赤
ち
ゃ

ん
に
も
ど
っ
た
ん
だ
。
私
は
そ

う
言
っ
て
お
母
さ
ん
に
だ
き
つ

き
ま
し
た
。

　
　
　
　

   　
　
（
滞
米
10
年
）

  「アイラとうのたび」
　　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小３

　　　　　　　　　　　　　　　舛方　愛良

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
恩
恵
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
モ
ス
　
依
麻

　

朝
目
が
さ
め
た
ら
、
わ
た
し

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
島
、
ア

イ
ラ
島
に
い
ま
し
た
。
空
は
と

て
も
晴
れ
て
い
て
、
う
み
や
ウ

ィ
ス
キ
ー
工
場
に
か
こ
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ア
イ
ラ
島
は
、
ウ
ィ
ス
キ
ー

が
有
名
で
、
と
て
も
お
だ
や
か

な
島
で
す
。

　

わ
た
し
は
お
酒
が
の
め
な
い

の
で
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
工
場
に
は

行
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ア
イ
ラ
島
に
は
色
々
な
動
物

が
い
て
、
と
て
も
し
ぜ
ん
ゆ
た

か
で
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
場
も
多
く
あ
っ
た
の

で
、
行
き
ま
し
た
。

　

三
ホ
ー
ル
ほ
ど
行
っ
た
ら
、

つ
か
れ
た
の
で
帰
り
ま
し
た
。

　

夜
に
な
っ
た
の
で
、
夜
ご
は

ん
を
食
べ
て
ホ
テ
ル
で
ね
ま
し

た
。

　

す
て
き
な
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
１
年
）

　
　
　

□　
　

□　
　

□
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今
年
の
10
月
3
日
は
12
回

目
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
〜

kajikisshow

〜
が
予
定
さ
れ
、

約
40
名
ほ
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演
し
ま

す
。
関
東
女
性
居
合Teams

。

古
代
史
セ
ミ
ナ
ー
の
言
語
学
者

で
齊
藤
洋
一
さ
ん
率
い
る
バ
ン

ド
メ
ン
バ
ー
が
日
本
和
歌
を
バ

ラ
ー
ド
や
ロ
ッ
ク
で
演
奏
し
歌

い
ま
す
。
他
に
沖
縄
の
民
舞

チ
ー
ム
。
２
年
連
続
で
の
コ

コ
リ
さ
ん
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
ソ
ン

グ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
時
に

は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
ミ
ス
・

サ
イ
ゴ
ン
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
選
ば
れ
活
躍
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
女
優
で
、
大
学
講
師
の
西

岡
舞
さ
ん
は
日
本
か
ら
の
出
演

で
す
。
楽
し
み
で
す
。
私
は
毎

年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
ハ
ワ
イ
や

パ
リ
の
行
き
来
を
し
て
、
日
本

で
は
ア
ー
ト
作
品
の
販
売
や
教

室
事
業
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
育
成
な
ど
を
手
掛
け
て
い
ま

す
。
し
か
し
営
業
的
に
も
状
況

が
変
わ
り
ま
し
た
ね
。
私
は
数

年
ぶ
り
に
現
場
へ
と
マ
ル
イ
本

社
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
と
の

打
ち
合
わ
せ
の
会
議
に
出
ま

す
。
錦
糸
町
、
横
浜
、
海
老

名
、
吉
祥
寺
、
草
加
、
各
店
舗

で
着
物
ド
レ
ス
体
験
会
や
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
作
品
の
販
売
会
な
ど

全
国
マ
ル
イ
百
貨
店
で
継
続
し

て
や
り
ま
す
。
私
は
い
つ
も
の

言
い
た
い
こ
と
は

表
現
の
自
由
で 51

独
演
会
で
す
。
本
社
担
当
の
男

性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
地
区
担
当

女
性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
は
流
通

の
企
画
の
話
だ
け
で
な
く
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の
話
や
ハ
ワ
イ

の
ホ
ノ
ル
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
話
で
つ
い
ひ
と
り
ヒ
ー
ト
ア

ッ
プ
し
ま
す
。
男
性
は
元
々
ピ

ア
ニ
ス
ト
を
目
指
し
音
大
に
行

き
た
か
っ
た
と
い
う
話
に
私
が

反
応
し
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

の
で
す
。
４
時
間
の
大
半
は
私

が
喋
り
ま
す
。
女
性
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
元
々
私
と
同
じ
九
州

で
鹿
児
島
県
屋
久
島
の
出
身
と

聞
き
、
な
お
さ
ら
嬉
し
く
な
り

ま
す
。「
そ
う
言
え
ば
髪
の
黒

さ
や
眼
の
感
じ
は
屋
久
島
だ
よ

ね
ぇ
〜
」
と
理
由
の
わ
か
ら
な

い
言
葉
を
発
し
て
女
性
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
も
喜
ん
で
く
れ
て
い
る

と
確
信
し
て
た
の
で
す
が
、
す

か
さ
ず
上
司
の
男
性
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
が
「
会
長
、
会
長
駄
目
で

す
。
駄
目
で
す
。
ア
ウ
ト
で
す

よ
。」
と
慌
て
て
私
を
静
止
し

ま
す
。
こ
れ
は
見
た
目
を
ど
う

こ
う
と
言
う
ル
ッ
キ
ズ
ム
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
る
ら
し
い
の

で
す
。
当
然
で
す
。
笑
い
に
も

な
り
ま
せ
ん
。
時
代
が
変
わ
っ

た
の
で
な
く
私
が
今
の
常
識
に

追
い
つ
い
て
な
か
っ
た
の
で

す
。
私
の
ス
タ
ッ
フ
も
見
過
ご

す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
も

独
自
の
意
見
を
発
し
な
が
ら
歳

を
重
ね
た
Ｋ
Ｊ
の
会
員
と
仕
事

す
る
こ
と
が
多
く
緊
張
感
が
抜

け
て
い
ま
す
。
最
近
も
末
娘
と

食
事
を
一
緒
に
し
て
家
族
ネ
タ

や
世
間
の
言
い
た
い
事
を
言
っ

て
い
た
ら
そ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

体
質
や
発
言
を
娘
に
指
摘
さ
れ

ま
す
。
家
族
の
重
く
な
る
ネ
タ

や
心
配
ご
と
や
仕
事
の
話
は
禁

句
と
い
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
言

い
た
い
事
の
多
様
な
意
見
は
良

い
に
し
て
も
言
い
方
に
デ
リ
カ

シ
ー
が
な
い
と
非
難
さ
れ
る
時

代
で
す
。
こ
れ
も
日
本
の
世
の

中
は
誰
に
も
優
し
く
て
良
き
時

代
に
な
っ
た
証
し
と
受
け
入
れ

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

意
見
だ
け
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

人
も
は
っ
き
り
い
い
ま
す
し
パ

リ
の
ベ
ロ
ニ
ク
さ
ん
も
「
私
は

こ
う
思
う
わ
…
」
と
は
っ
き
り

い
い
ま
す
し
ね
。
そ
れ
は
良
い

事
で
す
。
他
の
人
へ
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
な
い
の
で
し
ょ
う

ね
。
私
等
の
世
代
の
地
方
出
身

の
私
は
人
を
い
じ
っ
て
笑
い
取

っ
た
り
自
虐
ネ
タ
で
笑
わ
せ
た

り
も
し
ま
す
。
こ
れ
は
今
の
時

代
的
に
は
ア
ウ
ト
で
す
ね
。
か

と
言
っ
て
忖
度
し
な
が
ら
も
適

当
な
事
は
言
え
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
紙
面
に
ホ
ン
ト
の
事

は
書
い
て
も
良
い
の
で
し
ょ
う

ね
。
表
現
の
自
由
が
あ
り
ま
す

し
「
ペ
ン
は
剣
よ
り
も
強
し
」

こ
れ
か
ら
は
こ
の
紙
面
で
は
本

当
に
あ
っ
た
こ
と
は
そ
の
ま
ま

相
手
の
実
名
で
も
書
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
か
じ
き
・
と
し

み
／
Ｉ
Ｆ
Ａ
花
の
あ
る
街
振
興

財
団
理
事
長
）　

 EVENT　
■第 106 回ジャパンフェス＝ 7/7　10:00 ～ 18:00　
Midtown East (Lexington, 44th - 45th St）人気の日
系ストリートフェア。餃子、おにぎり、唐揚げ、ラー
メン、イカ焼き、タコ焼き、焼き鳥、抹茶ドリンク、
抹茶アイスなどが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■バスティーユ・デイ＝ 7/14　12:00 ～ 17:00　
Madison Ave （from 59th to 63rd St）フランス革命
のきっかけとなった日を記念したお祭り。ストリー
トフェアではフレンチペイストリーやスイーツなど
50 のベンダーが出店するほか、ステージでは歌や
ダンス、映画が上映される。
詳細は https://fi af.org/event/2024-07-bastille-day/
■サマー・ノスタルジア・ライド＝ 7/20・8/11　
NY交通博物館は1930年代のビンテージ車両でビー
チへ向かう恒例の「サマー・ノスタルジア・ライド」
を運行する。7/20 は 96 丁目駅（午前 10 時）から
コニーアイランド、復路は午後４時にコニーアイラ
ンドを出発。8/11 は 96 丁目駅からロッカウエー・
パークビーチ 116 丁目駅を走行する。料金：片道
大人＄60、子供（17 歳以下）＄40
詳細は nytransitmuseum.org

THEATRE/DANCE
■ 1st Annual Time Capsule Project ＝ 7/7 ま で　
Chain Theatre（312 W 36th St. 4F）NY 在住の若手

日本人アーティストたちによる 1週間のシアター
フェスティバル。出演アーティストは、オゼキマイ、
網永真夏、中谷眞弓 (Mniverse)、小野由利、明石も
も、龍美帆、田中舘芙未。ダンス、音楽、新作劇の
ほか、手ぬぐいや写真家とのコラボレーション。入
場料：＄25
詳細は https://www.timecapsuleprojectnyc.com/
■ブライアントパーク・ムービーナイト＝ 8/12
までの毎週月曜　20:00　Bryant Park（Corner of 
42nd St. & 6th Ave.）ビルに囲まれた公園内の芝生
エリアでピクニックをしながら映画を楽しめる、夏
の人気無料イベント。会場は午後５時から入場可。
上映作品は、7/8「Old School」、7/15「パリの恋人
（Funny Face）」、7/22「ニュー・シネマ・パラダイ
ス（Cinema Paradiso）」、7/29「10 日間で男を上手
にフル方法（How to Lose a Guy in 10 Days）」、8/5
「メッセージ（Arrival）」、8/12「タイタニック」。
詳細は https://bryantpark.org/
■サマー・ムービーナイト＝指定日の日没後　The 
Intrepid Sea, Air & Space Museum（46th St. & 12th 
Ave.）イントレピッド海上航空宇宙博物館の甲板で
無料の映画上映会を開催する毎年恒例イベント。午
後 5時ドアオープン、8時半までに入場する。上映
作品は、７/26「ファースト・マン」、8/23「ムーン
フォール」。入場無料、スペースに限りがあるため
早めの到着を推奨。　
詳細は https://www.intrepidmuseum.org

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ART
■「広重の名所江戸百景 feat. 村上隆」＝ 8/4 まで　
ブルックリン美術館（200 Eastern Parkway）江戸
時代の浮世絵師、歌川広重の同美術館所蔵作品 118
点を展示。「名所江戸百景」は 1856 年から 58 年に
かけてかけて制作された連作浮世絵名所絵。現代美
術家の村上隆による江戸百景に呼応した作品も展示
し、広重の風景が現在の東京にどのように変化して
いったかを紹介する。入場料：一般＄20、学生・シ
ニア＄14、会員・4歳以下は無料。
詳細は https://www.brooklynmuseum.org/

　
「
ゴ
ジ
ラ
」「
ガ
メ
ラ
」「
大

魔
神
」
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
数

多
く
の
造
形
を
手
掛
け
現
在
の

怪
獣
造
形
の
礎
を
作
っ
た
レ
ジ

ェ
ン
ド
、
美
術
造
形
家
の
村
瀬

継
蔵
＝
写
真
＝
が
総
監
督
を
務

め
る
日
本
の
特
撮
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
映
画
「
カ
ミ
ノ
フ
デ 

〜
怪

獣
た
ち
の
い
る
島
〜
」（
英
題
：

Brush of the God
）
が
、
７

月
12
日
か
ら
28
日
ま
で
開
催
さ

れ
る
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ジ

ア
ン
映
画
祭
」
に
正
式
出
品
さ

れ
る
。

　

同
映
画
は
村
瀬
が
１
９
７
０

年
代
に
香
港
の
シ
ョ
ウ
・
ブ
ラ

ザ
ー
ズ
に
依
頼
さ
れ
書
き
留
め

た
プ
ロ
ッ
ト
を
基
に
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
。

「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
」以
降
の“

変

身
ブ
ー
ム”

を
支
え
た
高
橋
章

や
『
ゴ
ジ
ラ
』
平
成
VS
シ
リ
ー

ズ
の
西
川
伸
司
ら
、
村
瀬
と
同

時
代
を
生
き
た
屈
指
の
ク
リ
エ

イ
タ
ー
達
が
本
作
の
た
め
に
集

結
し
た
。
伝
説
の
生
物
「
ヤ
マ

タ
ノ
オ
ロ
チ
」
な
ど
、
す
べ
て

を
着
ぐ
る
み
・
ミ
ニ
チ
ュ
ア
に

よ
る
ア
ナ
ロ
グ
特
撮
で
表
現
し

つ
つ
、
最
新
鋭
の
カ
メ
ラ
と
レ

ン
ズ
効
果
や
合
成
技
術
を
用
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ｇ
と
は

異
な
る
味
わ
い
深
い
世
界
観
を

作
り
上
げ
て
い
る
。

　

映
画
『
ゴ
ジ
ラ-1.0

』
で
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
視
覚
効
果
賞
を
受

賞
し
た
山
崎
貴
は
、
幼
い
頃
に

村
瀬
が
怪
獣
造
形
を
担
当
し
た

映
画
に
魅
了
さ
れ
影
響
を
受
け

た
一
人
。
山
崎
は
同
映
画
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
想
い
の
こ

も
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。

「
村
瀬
監
督
の
人
生
や
今
ま
で

の
造
形
へ
の
思
い
が
ぎ
っ
し
り

と
詰
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

優
し
い
眼
差
し
に
た
く
さ
ん
の

人
の
協
力
が
集
ま
っ
て
こ
の
よ

う
な
素
敵
な
映
画
が
出
来
上
が

っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
し
て
改
め

て
『
映
画
を
作
る
』
と
い
う
こ

と
は
、
カ
ミ
ノ
フ
デ
を
操
る
こ

と
に
他
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
」

　

上
映
は
７
月
23
日
（
火
）

午
後
６
時
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
に
あ
るSVA Theatre - 

Beatrice Theatre

（
西
23
丁

目
３
３
３
番
地
）
に
て
。
チ
ケ

ッ
ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://www.nyaff.org/
nyaff24/films/brush-of-
the-god

を
参
照
す
る
。

ⓒ
２
０
２
４ 

映
画
「
カ
ミ

ノ
フ
デ
」
製
作
委
員
会

日
本
の
特
撮
映
画
作
品
上
映

カ
ミ
ノ
フ
デ
〜
怪
獣
た
ち
の
い
る
島
〜

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
33
丁
目
と

７
番
街
に
あ
る
歩
行
者
用
の
公

園
、
公
共
広
場
プ
ラ
ザ
33
が
６

月
24
日
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、、
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
に
改
修
完
成
し
た
ペ
ン

シ
ル
ベ
ニ
ア
駅
の
周
辺
に
27
億

ド
ル
を
投
資
し
て
市
民
憩
い
の

広
場
を
作
る
目
的
で
作
ら
れ
た

も
の
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
式
典
で
、

ト
ニ
ー
・
シ
モ
ー
ネ
州
議
会
議

員
は
「
ペ
ン
駅
周
辺
は
長
年
に

わ
た
っ
て
オ
ー
プ
ン
な
公
共
ス

ペ
ー
ス
を
必
要
と
し
て
い
た
」

と
述
べ
た
。
プ
ラ
ザ
33
に
は
、

近
々
に
オ
ー
プ
ン
す
る
屋
外
レ

ス
ト
ラ
ン
や
、
歩
行
者
に
無
料

の
新
聞
や
書
籍
を
提
供
す
る
読

書
室
な
ど
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
や
観
光
客
の
新
た
な
人
気
ス

ポ
ッ
ト
と
な
り
そ
う
だ
。

ペン駅近くに完成
新たな市民憩いの場所

 

星
の
島
句
会

フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
水
の
昏
さ
や
夏
の
果 

中
川
手
鞠  

朝
霧
の
引
い
て
畑
の
縞
模
様 

長
谷
川
久
美
子

水
打
つ
て
こ
こ
ろ
の
塵
を
流
し
け
り 

原
ヤ
ス
子

共
鳴
音
閉
じ
込
め
て
い
る
花
氷　

 

森
本
由
美
子　

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
虹
へ
入
つ
て
ゆ
く
子
か
な 

さ
く
は
ら
あ
や

hoshinoshima819@gmail.com

　

北
海
道
ゆ
か
り
の
会
は
、
夏

恒
例
の
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
大
会
を

14
日
（
日
）
午
前
11
時
過
ぎ
か

ら
午
後
４
時
く
ら
い
ま
で
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
プ
ロ
ス
ペ
ク

ト
パ
ー
ク
内
西
側
ピ
ク
ニ
ッ

ク
ハ
ウ
ス
前
Ｂ
Ｂ
Ｑ
エ
リ
ア

で
開
催
す
る
。
参
加
費
は
会

員
、
学
生
、
シ
ニ
ア
（
65
歳
以

上
）
は
30
ド
ル
。
ゲ
ス
ト
は
35

ド
ル
。
飲
み
物
、
ゴ
ミ
袋
、
敷

物
、
お
に
ぎ
り
を
持
参
す
る
こ

と
。
雨
天
の
場
合
も
豪
雨
で

な
い
限
り
ほ
ぼ
開
催
す
る
予

定
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
の

行
き
方
は
地
下
鉄
Ｆ
線
、
7

番
街
駅
下
車
、
歩
い
て 

10
〜

北
海
道
ゆ
か
り
の
会

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
14
日

Ｎ
Ｙ
埼
玉
県
人
会

11
日
に
市
内
で
開
催

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
埼
玉
県
人
会

は
11
日
（
木
）
午
後
６
時
か
ら

市
内
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
イ
ー
ス

ト
で
県
人
会
の
集
い
を
開
催

す
る
。
会
費
は
60
ド
ル
。
参

加
希
望
者
は
６
日
ま
で
に
幹

事
の
井
上
さ
ん
ま
で
メ
ー
ル

（saitamaken.nyc@gmail.
com

）へ
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

場
所
、
詳
細
は
申
し
込
み
者
に

後
日
連
絡
す
る
。

15
分
。
参
加
の
連
絡
は
Ｅ
メ

ー
ルshion.hoshino@gmail.

com

　

星
野
さ
ん
、
ま
た
は
竹

田
さ
ん　 takedakatsuo1@

gmail.com

　

ま
で
連
絡
を
。

　

近
浦
啓
監
督
に
よ
る
、
森
山

未
來
主
演
、
真
木
よ
う
子
、
原

日
出
子
、
そ
し
て
藤
竜
也
共
演

の
映
画　
「
大
い
な
る
不
在
」

が
7
月
18
日
（
木
）
に
映
画

祭“

ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ”

に

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
プ
レ
ミ
ア
を

飾
り
、
近
浦
啓
と
藤
竜
也
が
参

加
す
る
（
関
連
記
事
12
面
に
）。

続
け
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ア

ン
ジ
ェ
リ
カ
・
フ
ィ
ル
ム
・
セ

ン
タ
ー(

西
ハ
ウ
ス
ト
ン
通
り

18
番
地
）
で
劇
場
公
開
が
決

定
。
公
開
日
19
日
（
金
）
と
翌

20
日
（
土
）
に
は
監
督
と
藤
竜

也
に
よ
る
Ｑ
＆
Ａ
を
予
定
し
て

い
る
。
と
も
に
午
後
7
時
か
ら

の
上
映
の
後
。

　

本
作
は
２
０
２
３
年
9
月
に

開
催
さ
れ
た
第
48
回
ト
ロ
ン
ト

国
際
映
画
祭
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部

門
に
て
ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ
ア
を

飾
っ
た
の
ち
、
第
71
回
サ
ン
・

セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
国
際
映
画
祭

で
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
の

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
選
出
。
同
映
画
祭
の
歴
史
上

日
本
人
初
と
な
る
シ
ル
バ
ー
・

シ
ェ
ル
賞
（
最
優
秀
俳
優
賞
）

を
藤
竜
也
が
受
賞
す
る
と
い
う

快
挙
を
成
し
遂
げ
、
更
に
は
サ

ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
の
文
化

財
団
「
ア
テ
ネ
オ
・
ギ
プ
ス
コ

ア
ノ
」
が
最
も
卓
越
し
た
作
品

に
与
え
る
ア
テ
ネ
オ
・
ギ
プ
ス

コ
ア
ノ
賞
も
受
賞
。
そ
し
て
ア

メ
リ
カ
最
古
の
国
際
映
画
祭
、

第
67
回
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
国

際
映
画
祭
で
も
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ

ョ
ン
部
門
に
て
最
高
賞
に
あ
た

る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ョ
ン
ア

ワ
ー
ド
を
受
賞
。
初
監
督
作

『
コ
ン
プ
リ
シ
テ
ィ
／
優
し
い

共
犯
』
に
続
き
、
近
浦
啓
監
督

長
編
第
2
作
目
に
し
て
世
界
の

映
画
祭
で
受
賞
、絶
賛
を
博
し
、

そ
の
勢
い
は
止
ま
ら
な
い
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
幼
い
頃
に

自
分
と
母
を
捨
て
た
父
が
警
察

に
捕
ま
っ
た
。
知
ら
せ
を
受
け

た
卓
（
た
か
し
）
が
久
し
ぶ
り

に
父
の
元
を
訪
ね
る
と
、
そ
こ

に
は
認
知
症
で
別
人
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
父
の
姿
が
あ
り
、
父

の
再
婚
相
手
の
義
母
は
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
た
。
い
っ
た
い

何
が
あ
っ
た
の
か
―
。
森
山
未

來
、
藤
竜
也
の
圧
倒
的
演
技

が
際
立
つ
サ
ス
ペ
ン
ス
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ド
ラ
マ
。
チ
ケ
ッ
ト

は
20
ド
ル
。
購
入
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
可
能
。https://www.

angelikafilmcenter.com/
nyc/movies/details/great-
absence

藤 

竜
也
が
Ｑ
＆
Ａ　

19
日
と
20
日

Ｎ
Ｙ
ア
ン
ジ
ェ
リ
カ
・
フ
ィ
ル
ム
・
セ
ン
タ
ー
で映画「大いなる不在」

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.timecapsuleprojectnyc.com/
https://bryantpark.org/
https://www.intrepidmuseum.org
https://www.brooklynmuseum.org/
https://www.japanfes.com
https://fi
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
https://www.nyaff.org/nyaff24/films/brush-of-the-god
mailto:saitamaken.nyc@gmail.com
mailto:hion.hoshino@gmail.com
mailto:�takedakatsuo1@gmail.com
https://www.angelikafilmcenter.com/nyc/movies/details/great-absence
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民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「Algún Día

（
ア
ル
グ
ン
デ
ィ

ア
）」
の
調
査
に
よ
る
と
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
下
鉄
構
内
や

車
内
で
果
物
カ
ッ
プ
や
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
な
ど
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
販

売
す
る
移
民
の
大
半
が
、
行
政

の
育
児
支
援
不
足
に
よ
り
、
ほ

か
の
仕
事
が
で
き
な
い
と
窮
状

を
訴
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　

調
査
は
3
月
31
日
か
ら
5
月

31
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
回
答

し
た
75
人
の
ベ
ン
ダ
ー
の
う

ち
、
3
分
の
1
以
上
が
25
歳
未

満
の
女
性
で
、
75
％
が
エ
ク
ア

ド
ル
出
身
だ
っ
た
。
さ
ら
に
17

％
が
男
性
で
、
そ
の
多
く
が
シ

ン
グ
ル
フ
ァ
ー
ザ
ー
だ
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
議
会
は
、

プ
ロ
ミ
ス
Ｎ
Ｙ
Ｃ
と
い
う
移
民

向
け
育
児
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

継
続
と
資
金
増
額
を
求
め
て
い

る
。
し
か
し
、
７
月
１
日
か
ら

始
ま
っ
た
市
の
予
算
に
は
、
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
予
算
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。

　

市
長
室
の
ケ
イ
ラ
・
マ
メ
ラ

ッ
ク
報
道
官
に
よ
る
と
「
市
は

地
下
鉄
で
物
を
売
る
移
民
の
子

供
た
ち
が
学
校
に
通
え
る
よ
う

に
す
る
取
り
組
み
を
強
化
し
、

資
金
提
供
す
る
育
児
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
参
加
費
用
を
週
55
ド
ル

か
ら
5
ド
ル
に
大
幅
に
引
き
下

げ
た
。
Ｎ
Ｙ
市
は
、
コ
ス
ト
を

削
減
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
居

住
す
る
年
月
の
長
さ
に
関
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
住
民
が
こ
の
育

児
支
援
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

なぜ多くの移民が
地下鉄でキャンディを
売っているのか？
市の育児支援不足が原因か

　

日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら

成
る
ア
ー
ト
団
体
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｔ

（Japanese Contemporary 
Artists Team

） 

総
勢
96
人

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
、

「NATURE

」
を
テ
ー
マ
に
し

た
グ
ル
ー
プ
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン

が
７
月
16
日
（
火
）
か
ら
８
月

３
日
（
土
）
ま
で
、
チ
ェ
ル
シ

ー
に
あ
る
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
55
ギ

ャ
ラ
リ
ー
（
西
28
丁
目
５
４
８

番
地
６
３
４
号
室
）
で
開
催
さ

れ
る
。

　

展
示
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
３
つ

の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
１
週
間

ず
つ
行
わ
れ
る
。
会
期
は
、
チ

ー
ム
Ａ
が
７
月
16
日
か
ら
20

日
、
チ
ー
ム
Ｂ
が
７
月
23
日
か

ら
27
日
、
チ
ー
ム
Ｃ
が
７
月
30

日
か
ら
８
月
３
日
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
火

〜
土
曜
の
正
午
か
ら
午
後
６
時

ま
で
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
は
７
月
18
日
（
木
）、

25
日
（
木
）、
８
月
１
日
（
木
）

午
後
５
時
30
分
か
ら
７
時
30
分

ま
で
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
日

本
か
ら
来
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
わ

れ
る
。
Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｔ
の
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

jcatny.com/

を
参
照
す
る
。

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｔ
が
16
日
か
ら

NATUREテーマに
96人のアーティスト展

185

 　
介
護
事
業
所
の
新
規
オ
ー
プ

ン
の
当
社
へ
の
ご
相
談
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。

　

実
際
は
、
日
本
全
体
で
介
護

事
業
は
10
万
事
業
所
を
超
え
て

お
り
、
コ
ン
ビ
ニ
の
数
が
５
万

店
舗
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と

「
多
す
ぎ
は
し
な
い
か
？
」
と

い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

な
の
で
、
国
の
施
策
と
し
て
、

介
護
事
業
所
の
数
を
減
ら
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
図

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
小

規
模
す
ぎ
る
事
業
所
（
例
：
３

人
の
ヘ
ル
パ
ー
が
10
人
程
度
の

要
介
護
者
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
し

て
い
る
事
業
所
な
ど
）。
国
と

し
て
は
そ
う
い
う
小
さ
な
事
業

所
は
近
隣
の
大
き
な
事
業
所
に

吸
収
合
併
さ
れ
て
ほ
し
い
。
＝

規
模
の
大
き
い
事
業
所
に
な
れ

ば
、
介
護
報
酬
を
上
げ
る
と
い

う
隠
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
制
度

改
正
ご
と
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

（
こ
れ
が
改
正
？
改
め
て
正
す

の
か
？
！
と
さ
え
感
じ
ま
す
。

小
さ
い
事
業
所
い
じ
め
で
は
な

い
か
？
）
し
か
し
、
そ
ん
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
な
が
ら
も
小

さ
い
事
業
所
は
「
よ
り
大
き
く

努
力
」
す
る
こ
と
と
、
制
度
の

改
正
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
据
え

て
、国
が
吹
か
す
風
に
従
っ
て
、

合
併
（
売
却
）
の
判
断
も
し
な

い
と
い
け
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
判
断
も
経
営
な

の
で
す
か
ら
。
さ
ら
に
、
大
規

模
化
し
た
事
業
所
も
、
安
堵
し

て
、
た
だ
喜
ん
で
い
る
ば
か
り

で
は
い
け
ま
せ
ん
。
15
〜
64
歳

人
口
の
減
少
は
毎
年
60
万
人
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
参
考
：

厚
労
省
２
０
２
３
年
12
月
22
日

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
と
人

手
不
足
の
下
で
の
企
業
の
人
材

確
保
に
向
け
て
人
材
不
足
解
消

の
カ
ギ
は
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
支
援
）。
と
い
う
こ
と
は
、

せ
っ
か
く
他
社
を
吸
収
合
併
し

て
職
員
や
要
介
護
者
が
増
え
た

の
は
一
過
性
の
こ
と
。
減
り
ゆ

く
労
働
者
に
一
喜
一
憂
し
て
も

仕
方
が
な
い
。
あ
と
は
、
人
手

だ
け
に
頼
ら
な
い
、
ロ
ボ
ッ
ト

や
自
動
監
視
等
の
セ
ン
サ
ー
や

カ
メ
ラ
を
ど
う
活
用
し
て
い
く

か
。
こ
の
課
題
が
顕
著
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
は

次
回
の
コ
ラ
ム
で
も
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

冒
頭
の
話
題
に
戻
る
と
、「
介

護
事
業
所
の
新
規
オ
ー
プ
ン
の

ご
相
談
」
が
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
い
わ
ゆ
る
閉
鎖
、
吸
収
合

併
事
業
所
の
受
け
皿
に
な
る
か

ら
で
す
。
ま
さ
に
こ
の
先
３
年

〜
６
年
は
事
業
所
の
売
却
買
収

が
急
増
す
る
で
し
ょ
う
。（
ち

な
み
に
当
社
は
新
規
で
建
築
せ

ず
に
空
室
や
空
き
物
件
の
活
用

に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。）
相

談
内
容
の
ひ
と
つ
は
「
オ
ー
プ

ン
ま
で
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
た

ら
い
い
か
」「
今
、
建
築
中
だ

が
、
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
は
な
い
か
」「
ヘ
ル
パ

ー
の
募
集
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
」
な
ど
で
す
。
３
つ
ま
と
め

て
答
え
る
な
ら
「
地
域
の
自
治

会
関
係
者
へ
の
挨
拶
」「
地
域

の
一
般
住
民
向
け
研
修
や
勉
強

会
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
」。
こ

こ
で
ポ
イ
ン
ト
は
、
閉
鎖
的
な

介
護
福
祉
事
業
の
印
象
を
払
拭

す
る
た
め
に
、
無
資
格
者
で
も

当
事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
オ
ー
プ
ン
な
気
持
ち
で
ス

ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
、
美
容
室

や
喫
茶
店
に
イ
ベ
ン
ト
開
催
の

告
知
を
か
け
る
の
も
い
い
で
し

ょ
う
。
最
近
の
話
題
で
住
民
の

方
々
が
食
い
つ
き
や
す
い
話
題

は
「
物
価
高
へ
の
対
応
」「
税

金
や
資
産
形
成
」「
認
知
症
予

新
規
開
業
す
る
介
護
事
業
所
が
気
を
付
け
る
点

防
」「
自
宅
で
も
で
き
る
健
康

体
操
や
栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」。

さ
ら
に
、「
こ
れ
か
ら
心
配
な

台
風
や
豪
雨
で
ど
こ
へ
避
難
す

る
か
」「
気
づ
か
な
か
っ
た
こ

ん
な
こ
と
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

差
別
、
虐
待
」
な
ど
の
テ
ー
マ

で
近
隣
の
方
を
呼
び
込
み
た
い

も
の
で
す
。
た
だ
、
呼
び
込
む

側
も
良
か
れ
と
思
い
企
画
し
て

も
、
も
と
も
と
住
民
の
方
々
は

住
ん
で
い
る
地
に
介
護
や
福
祉

が
や
っ
て
く
る
こ
と
を
あ
ま
り

い
い
顔
は
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。

「
住
民
説
明
会
」
な
ん
か
や
る

と
、
建
物
が
８
割
完
成
し
て
い

て
も
「
な
ん
と
か
出
て
行
っ
て

く
れ
な
い
か
」
な
ど
、
経
営
す

る
側
と
し
て
は
信
じ
ら
れ
な
い

声
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
介
護
事
業
所
の

新
規
オ
ー
プ
ン
は
大
変
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

す
。「
人
は
変
化
に
弱
い
」
で

す
か
ら
。
あ
、
旅
行
者
が
ガ
ヤ

ガ
ヤ
夜
中
に
集
ま
っ
て
く
る
よ

う
な
「
民
泊
新
規
オ
ー
プ
ン
」

よ
り
は
「
ま
し
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
も
実
感
と
し
て
多
い
で
す

が
。
笑　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23
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https://artofhaiku.org/
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2024年（令和 6年）7月 6日（土） ［LIVING in USA］　　（20  ）

高
い
吹
き
抜
け
天
井
の
あ
る
お
屋
敷
　

ラ
イ
で
実
現
し
た
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ス
タ
イ
ル
の
シ
テ
ィ
ラ

イ
フ
気
分
。
玄
関
か
ら
２
階
へ
上
が
る
と
、
と
て
つ
も
な
く

高
い
天
井
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
圧
倒
さ
れ
る
。

　

細
部
に
至
る
ま
で
何
一
つ
見
落
と
し
の
な
い
ほ
ど
の
カ
ス

タ
ム
メ
イ
ド
の
２
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
ア
パ
ー
ト
。

　

カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
の
柱
と
梁
の
ロ
フ
ト
、
再
生
し
た
バ
ー

ン
ウ
ッ
ド
の
床
、
伝
統
的
な
ス
タ
ッ
コ
の
壁
、
特
注
の
大
理

石
の
バ
ス
ル
ー
ム
、
特
注
の
照
明
器
具
。
冬
は
床
暖
房
で
足

元
ポ
カ
ポ
カ
。

　

高
級
窓
、
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
の
断

熱
材
で
静
か
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
が

高
い
。

　

２
階
建
て
の
オ

ー
プ
ン
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
ル
ー
ム
。

ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
付

き
の
ウ
ェ
ッ
ト
バ

ー
エ
リ
ア
。
業
務

用
36
イ
ン
チ
コ
ン

ロ
、電
子
レ
ン
ジ
、

ス
テ
ン
レ
ス
製
電

化
製
品
を
備
え
た

木
製
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
。
フ
ル
サ
イ
ズ

の
洗
濯
乾
燥
機
付
き
。
近
隣
に
は
公
園
、
ラ
イ
の
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ラ
イ
駅
ま
で
は
徒
歩
圏
内
。
暖
房
付

き
屋
内
ガ
レ
ー
ジ
あ
り
。
申
し
込
め
ば
ラ
イ
市
民
用
ビ
ー
チ
、

ゴ
ル
フ
場
、
屋
外
プ
ー
ル
利
用
の
権
利
あ
り
。
２
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
、
２
バ
ス
ル
ー
ム
。
家
賃
は
月
額
９
０
０
０
ド
ル
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・９
２
１
・１
６
１
６
、

Ｅ
メ
ー
ルinfo@shoenrealty.com

古
旗
（
こ
ば
た
）
さ
ん　

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

　

導
入
が
決
ま
っ
て
い
た
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
「
渋
滞
税
」
が
６

月
５
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の

ホ
ウ
ク
ル
知
事
の
判
断
に
よ
り

急
き
ょ
中
止
と
な
っ
た
が
（
＝

本
紙
６
月
13
日
号
既
報
＝
）、

議
員
ら
の
間
で
は
通
行
料
を
下

げ
て
で
も
渋
滞
税
を
取
り
入
れ

る
べ
き
と
の
声
が
あ
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
60
丁
目
以

南
に
入
る
車
両
へ
の
渋
滞
税

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
議
会
で

２
０
１
９
年
、「
渋
滞
料
金
」

と
し
て
法
律
で
定
め
ら
れ
た
。

推
定
10
億
ド
ル
の
年
間
徴
収
額

を
達
成
す
る
た
め
に
普
通
乗
用

車
は
ピ
ー
ク
時
15
ド
ル
と
な
っ

て
い
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

議
会
の
ブ
ラ
ッ
ド
・
ホ
イ
ル
マ

ン
＝
シ
ガ
ル
上
院
議
員
（
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
第
47
区
選
出
、
民
主

党
）
に
よ
れ
ば
、
知
事
が
年
間

徴
収
額
の
減
額
に
同
意
す
れ

ば
、
料
金
を
下
げ
て
導
入
は
可

能
と
の
考
え
だ
。
シ
ガ
ル
上
院

議
員
は
知
事
に
は
「
こ
の
制
度

を
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

改
善
す
べ
き
だ
と
促
し
て
き

た
」
と
語
る
。

　

渋
滞
料
金
徴
収
は
６
月
30
日

に
開
始
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た

が
、
ホ
ウ
ク
ル
知
事
は
５
日
に

中
止
を
決
め
た
。
理
由
は
「
15

ド
ル
の
課
税
は
労
働
者
階
級
や

中
流
階
級
に
と
っ
て
は
家
計
を

圧
迫
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ

ら
な
る
負
担
を
か
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
復
興
の
障
害
と

な
る
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
し
て
い
る
。

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局

（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
有
料
道
路
の
イ

ン
フ
ラ
工
事
に
約
５
億
ド
ル
を

す
で
に
割
り
当
て
て
い
た
。
土

壇
場
で
の
中
止
に
よ
り
、
２
番

街
地
下
鉄
の
ハ
ー
レ
ム
へ
の
延

長
、
最
新
信
号
シ
ス
テ
ム
の
設

置
、
地
下
鉄
を
障
害
者
に
利
用

し
や
す
く
す
る
た
め
の
数
十
件

の
改
修
計
画
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
。

　

リ
ズ
・
ク
ル
ー
ガ
ー
Ｎ
Ｙ
州

上
院
議
員
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
第

28
区
選
出
、
民
主
党
）
は
「
知

事
は
収
入
目
標
を
引
き
下
げ
る

と
い
う
考
え
を
否
定
し
て
い
な

い
」
と
述
べ
た
。
実
際
、
知
事

は
「
現
時
点
で
15
ド
ル
は
適
正

価
格
で
は
な
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
永

遠
に
な
く
な
る
わ
け
で
は
な

い
、
妥
当
な
価
格
に
し
て
お
き

た
い
」
と
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
答
え
て
い

る
。

　

料
金
を
引
き
下
げ
る
と
当
然

収
益
は
減
少
し
、
ま
た
車
両
乗

り
入
れ
の
抑
止
力
が
弱
ま
る
可

能
性
が
あ
り
、
中
途
半
端
な
導

入
は
収
益
と
渋
滞
緩
和
の
両
方

の
目
標
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
、
導
入
に
は
賛
成
で
も

料
金
引
き
下
げ
に
は
批
判
的
声

も
あ
る
。
一
方
で
２
０
０
３
年

に
導
入
し
た
ロ
ン
ド
ン
は
５
ポ

ン
ド
（
６
ド
ル
ほ
ど
）
か
ら
開

始
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ

る
（
現
在
は
15
ポ
ン
ド
）。

  

し
か
し
渋
滞
料
の
収
入
目
標

を
引
き
下
げ
る
に
は
州
議
会
で

の
法
案
改
正
が
必
要
と
な
り
簡

単
で
は
な
い
。
来
年
１
月
ま
で

議
会
の
定
例
会
は
な
い
が
、
知

事
は
特
別
会
の
た
め
に
議
員
を

ア
ル
バ
ニ
ー
に
招
集
す
る
権
限

が
あ
る
。
た
だ
し
、
議
会
指
導

者
か
ら
の
幅
広
い
支
持
の
確
約

が
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
動

き
は
政
治
的
に
リ
ス
ク
を
伴

う
。
ま
た
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
56

丁
目
に
自
宅
を
持
つ
ト
ラ
ン
プ

前
大
統
領
は
、
大
統
領
に
返
り

咲
け
ば
「
即
、
廃
止
す
る
」
と

発
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど

っ
ち
み
ち
廃
案
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
声
も
あ
る
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
渋
滞
税

「
値
下
げ
し
て
で
も
導
入
」
の
声

https://www.redacinc.com/
mailto:info@shoenrealty.com
mailto:info@shoenrealty.com
mailto:info@shoenrealty.com
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ア
メ
リ
カ
の
児
童
心
理
学
の

研
究
に
よ
れ
ば
、
親
の
子
育

て
ス
タ
イ
ル
は
子
ど
も
の
情

緒
、
自
立
心
、
社
会
性
、
学
力

な
ど
多
面
に
お
い
て
影
響
を
与

え
ま
す
。
あ
る
子
育
て
理
論
に

よ
れ
ば
、
子
育
て
ス
タ
イ
ル
て

に
は
「
独
裁
・
権
威
主
義
タ
イ

プ
（Authoritarian

）」、「
許

容
タ
イ
プ
（Permissive

）」、

「
権
威
・
指
導
タ
イ
プ

（Authoritative

）」、「
無
関
心

タ
イ
プ
（Uninvolved

）」
の

４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

■
独
裁
・
権
威
主
義
タ
イ
プ　

親
の
権
力
で
子
ど
も
に
言
う
こ

と
を
聞
か
せ
る
。
親
に
は
服
従

す
べ
き
と
い
う
考
え
で
反
論
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
親
が

決
め
た
ル
ー
ル
や
言
い
つ
け
に

背
け
ば
、
言
い
訳
も
聞
か
ず
に

厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る
。
子
ど
も

に
何
が
必
要
で
大
切
か
一
番
知

っ
て
い
る
の
は
親
で
あ
り
、
子

ど
も
の
こ
と
を
決
め
る
の
に
彼

ら
の
意
向
や
気
持
ち
を
聞
く
こ

と
は
な
い
。
子
ど
も
の
言
動
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
親
の

役
目
と
考
え
る
。
昔
の
日
本
の

伝
統
的
父
親
像
が
こ
れ
に
当
て

は
ま
る
で
し
ょ
う
。

■
権
威
・
指
導
タ
イ
プ　

親
の

権
威
で
子
ど
も
を
指
導
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
が
、
一
方
的
に

服
従
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
ど

う
し
て
ル
ー
ル
が
必
要
か
、
子

ど
も
が
納
得
で
き
る
説
明
を
与

え
る
。
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と

を
決
め
る
際
は
あ
る
程
度
子
ど

も
の
意
見
も
聞
い
て
取
り
入

れ
る
。
子
ど
も
が
自
分
で
考

え
、
行
動
に
責
任
が
持
て
る
こ

と
を
重
要
視
す
る
。
決
ま
り
を

守
ら
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
ま

ず
子
供
の
言
い
分
を
聞
き
、
ど

う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
自
分

の
行
動
を
振
り
返
る
機
会
を
与

え
る
。
そ
の
上
で
子
供
自
身
も

納
得
で
き
る
よ
う
な
罰
を
与
え

る
。
良
い
行
動
が
あ
れ
ば
積
極

的
に
褒
め
る
。

■
許
容
タ
イ
プ　

親
が
子
ど
も

を
積
極
的
に
指
導
・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ
と
は
避
け
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
を
子
ど
も
に
決
め
さ

せ
る
。
子
供
の
願
い
を
叶
え
る

の
が
親
の
役
目
で
あ
り
、
好
き

な
こ
と
を
さ
せ
る
の
が
親
の
愛

情
だ
と
考
え
る
、
家
で
の
き
ま

り
や
役
割
を
も
う
け
ず
、
何
か

を
決
め
る
際
は
子
ど
も
の
意
向

を
重
要
視
し
、
そ
れ
に
ど
の
程

度
従
う
か
も
子
ど
も
次
第
。
社

会
的
な
ル
ー
ル
や
慣
習
を
守
る

よ
う
な
指
導
は
せ
ず
、
わ
が
ま

ま
も
寛
容
に
受
け
入
れ
る
。

■
無
関
心
タ
イ
プ　

親
が
わ
が

子
や
子
育
て
に
あ
ま
り
関
心
を

示
さ
な
い
放
任
主
義
。
子
ど
も

以
外
に
興
味
の
対
象
が
あ
り
、

極
端
な
場
合
は
子
ど
も
を
精
神

的
に
拒
絶
し
た
り
、
育
児
の
ネ

グ
レ
ク
ト
が
見
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
白
人
の
中
産
階
級
の
家
庭

で
は
権
威
・
指
導
的
タ
イ
プ
の

子
育
て
が
よ
り
一
般
的
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
リ
サ
ー
チ
の
結
果

か
ら
、
権
威
・
指
導
タ
イ
プ
の

親
を
持
つ
子
ど
も
は
他
の
タ
イ

プ
の
親
を
持
つ
子
ど
も
に
比

べ
、
積
極
的
で
自
主
性
や
責
任

感
が
あ
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。
ま
た
情
緒
的
に
も
安

定
し
て
お
り
、社
会
性
や
学
力
、

自
己
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
自

己
肯
定
感
も
高
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。　

　

無
関
心
タ
イ
プ
は
子
ど
も
の

不
適
応
や
問
題
行
動
と
最
も
関

係
し
て
い
ま
す
。
先
に
触
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
面
に
お
け
る
機
能

が
他
の
タ
イ
プ
の
親
を
持
つ
子

ど
も
よ
り
低
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
許
容
タ
イ
プ
の
親
を
持

つ
子
ど
も
は
、
他
の
タ
イ
プ
の

親
を
持
つ
子
ど
も
に
比
べ
、
学

習
意
欲
や
学
力
が
低
く
、
感
情

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
や
責
任
感
が

弱
く
、
ま
た
問
題
行
動
や
非
行

が
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
独

裁
・
権
威
主
義
タ
イ
プ
の
親
を

持
つ
子
ど
も
は
、
他
の
タ
イ
プ

の
親
を
持
つ
子
供
に
比
べ
、
問

題
行
動
が
少
な
い
反
面
、
自
主

性
や
積
極
性
が
弱
く
、
ま
た
孤

立
し
や
す
い
、
不
満
や
不
安
が

高
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
前
述
の
子
育
て
理

論
は
、
ア
メ
リ
カ
の
白
人
中
産

家
庭
を
対
象
に
し
た
デ
ー
タ
な

の
で
、
日
本
人
家
庭
に
そ
の
ま

ま
当
て
は
ま
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
ま
た
こ
の
い
ず
れ
か
の
タ

イ
プ
に
き
っ
ち
り
収
ま
る
子
育

て
を
し
て
い
る
人
の
ほ
う
が
少

な
い
で
し
ょ
う
。
通
常
は
２
つ

以
上
の
タ
イ
プ
が
ま
ざ
っ
て
い

た
り
、
場
面
に
よ
っ
て
や
り
方

を
変
え
た
り
し
て
い
る
こ
と
の

ほ
う
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
大
切
な
の
は
、
子
育

て
に
は
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の

タ
イ
プ
が
子
供
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
も
知
っ
て
お
き
、
時

に
親
が
自
分
自
身
の
子
育
て
を

振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
で
す
。

現
在
の
し
つ
け
や
親
子
関
係
が

う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
場
合
な

ど
、
他
の
タ
イ
プ
の
子
育
て
ス

タ
イ
ル
、
特
に
権
威
・
指
導
的

タ
イ
プ
を
取
り
入
れ
て
み
ら
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
は

２
０
２
４
年
夏
休
み
に
第
８
回

サ
マ
ー
短
期
留
学
を
開
催
予

定
。
日
本
全
国
に
お
け
る
震
災

遺
児
・
災
害
遺
児
の
小
学
生 

2
人
を
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国 

Ｎ
Ｙ
・
Ｎ
Ｊ
地
域
に
あ
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
主
催
の
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
へ
招
待
す
る
企

画
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て

い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
再
開
し
、

今
年
度
は
能
登
か
ら
子
供
た
ち

を
招
待
す
る
。
こ
の
企
画
の
た

め
の
寄
付
を
募
集
し
て
い
る
。

寄
付
は
、
子
供
達
の
活
動
費
、

交
通
費
、キ
ャ
ン
プ
参
加
費
用
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
の
お
礼

な
ど
に
使
わ
れ
る
。

震災遺児２人に
夏季短期留学へ
NY 育英学園で今年８回目

企画支援の寄付募集中
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今
年
も
つ
い
に
夏
到
来
！
日

本
へ
の
一
時
帰
国
や
国
内
・
海

外
旅
行
な
ど
、
夏
の
旅
行
を
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で

す
が
、
３
か
月
後
に
は
夏
が
終

わ
り
秋
、
そ
し
て
あ
っ
と
い
う

間
に
冬
が
訪
れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
や
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
、
ク

リ
ス
マ
ス
、
年
末
年
始
と
、
１

年
の
中
で
も
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り

ま
す
。
特
に
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ

ン
を
は
じ
め
と
し
た
こ
の
期
間

は
世
界
中
の
観
光
客
が
旅
行
を

計
画
す
る
た
め
、
気
づ
い
た
時

に
は
空
き
が
な
か
っ
た
り
料
金

が
高
騰
し
て
い
た
り
と
、
旅
行

を
諦
め
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
秋
冬
の
旅
行
計
画

を
始
め
る
な
ら
今
！
こ
の
機
会

に
次
の
旅
行
計
画
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
・
ク
リ
ス
マ

ス
・
正
月
を
最
高
の
ひ
と
と
き

に
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
」

　

１
年
を
通
し
て
世
界
中
か
ら

フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
「
フ
ロ
リ
ダ 

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ

ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
」。
４
つ

の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
か
ら
な
り
、

世
界
屈
指
の
広
さ
を
誇
り
ま

す
。
毎
年
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
や
ク

リ
ス
マ
ス
、
年
末
年
始
に
は
限

定
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
そ
の
シ
ー
ズ
ン
は
普
段
以

上
の
特
別
な
ひ
と
と
き
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
あ
る
10
月

は
オ
ー
ラ
ン
ド
の
厳
し
い
暑
さ

も
和
ら
ぎ
、
最
高
気
温
も
30
℃

以
下
と
過
ご
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
で
す
が
、
実
は
デ
ィ
ズ
ニ

ー
・
ワ
ー
ル
ド
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
イ
ベ
ン
ト
は
８
月
か
ら
開
催

さ
れ
て
お
り
、
お
得
に
行
き
た

い
方
は
８
月
も
お
す
す
め
！
ま

た
、毎
年
人
気
の
イ
ベ
ン
ト「
ミ

ッ
キ
ー
の
ノ
ッ
ト
・
ソ
ー
・
ス

ケ
ア
リ
ー
・ 

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
・

パ
ー
テ
ィ
ー
」
は
、
マ
ジ
ッ
ク

キ
ン
グ
ダ
ム
パ
ー
ク
で
パ
ー
ク

閉
園
後
に
特
別
営
業
時
間
と
し

て
深
夜
ま
で
開
催
さ
れ
る
開
催

日
限
定
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
限
定
の
パ
レ
ー
ド

や
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。
参

加
に
は
専
用
の
チ
ケ
ッ
ト
が
必

要
で
当
日
は
売
り
切
れ
の
場
合

も
多
い
た
め
、
事
前
の
ご
購
入

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
が

終
わ
る
と
す
ぐ
に
訪
れ
る
の
が

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
。
最
も

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
華
や
か
に

な
り
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
満
載

の
期
間
に
な
り
ま
す
。
12
月
に

入
る
と
料
金
が
高
め
な
た
め
、

サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
前
後
を
除

い
た
11
月
中
だ
と
お
得
に
行
く

こ
と
が
で
き
狙
い
目
で
す
。

　

最
後
に
、
１
年
の
中
で
盛
り

上
が
り
が
最
高
潮
に
な
る
年
越

し
イ
ベ
ン
ト
。
１
年
の
締
め
く

く
り
と
新
年
の
始
ま
り
を
ス
ペ

シ
ャ
ル
な
空
間
で
迎
え
る
こ
と

が
で
き
、
一
生
の
思
い
出
に
な

る
こ
と
間
違
い
な
し
！

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
に

行
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
に
は
、

同
じ
く
特
別
な
体
験
を
海
の
上

で
味
わ
え
る
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

ク
ル
ー
ズ
ラ
イ
ン
」
も
お
す
す

め
で
す
。

■
シ
ー
ズ
ン
は
９
月
〜
４
月
、

一
度
は
見
た
い
神
秘
の
「
オ
ー

ロ
ラ
」

　

先
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
一
部

エ
リ
ア
で
も
オ
ー
ロ
ラ
が
出
現

し
た
こ
と
で
話
題
に
な
り
ま
し

た
が
、
本
場
の
オ
ー
ロ
ラ
は
規

模
が
違
う
！
ア
ラ
ス
カ
は
北
半

球
で
最
も
明
る
い
オ
ー
ロ
ラ
を

見
ら
れ
る
こ
と
で
も
有
名
で
、

し
か
も
ア
メ
リ
カ
国
内
旅
行
な

の
で
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
５
年

に
11
年
周
期
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
と
言
わ
れ
て
い
る
太
陽
活
動

で
す
が
、
予
想
を
上
回
る
速
度

で
活
動
を
強
め
て
お
り
、
す
で

に
ブ
レ
ー
ク
ア
ッ
プ
（
オ
ー
ロ

ラ
爆
発
）
と
呼
ば
れ
る
オ
ー
ロ

ラ
現
象
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
生
に
一
度
は
そ
の
目
で

見
た
い
オ
ー
ロ
ラ
、
今
が
大
規

模
な
オ
ー
ロ
ラ
を
観
測
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
！

　

さ
ら
に
、
オ
ー
ロ
ラ
観
測
と

併
せ
て
楽
し
み
た
い
の
が
温
泉

リ
ゾ
ー
ト
「
チ
ナ
温
泉
」。
日

本
の
温
泉
が
恋
し
い
方
に
も
嬉

し
い
岩
風
呂
の
露
天
風
呂
が
あ

り
、
ま
た
暖
か
い
屋
内
で
オ
ー

ロ
ラ
が
出
る
ま
で
待
機
で
き
る

施
設
も
あ
る
た
め
、
快
適
に
オ

ー
ロ
ラ
観
測
を
満
喫
い
た
だ
け

ま
す
。
そ
の
他
に
も
冬
の
ア
ラ

ス
カ
を
楽
し
め
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
も
盛
り
だ
く
さ
ん
！

■
冬
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
抜
け

出
し
て
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
へ

「
カ
リ
ブ
海
」

　

寒
い
の
は
苦
手
。
そ
ん
な
方

は
一
年
中
暖
か
い
ビ
ー
チ
リ
ゾ

ー
ト
は
い
か
が
で
す
か
？
タ
ー

コ
イ
ズ
ブ
ル
ー
の
海
が
美
し
い

カ
リ
ブ
海
に
は
、
カ
ン
ク
ン
を

は
じ
め
と
し
た
多
種
多
様
な

国
々
が
集
ま
っ
て
お
り
、
行
き

先
に
よ
っ
て
異
な
る
文
化
や
歴

史
、
ビ
ー
チ
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
カ
リ
ブ
海

リ
ゾ
ー
ト
な
ら
で
は
の
「
オ
ー

ル
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
」
プ
ラ
ン

で
は
、
飲
食
を
は
じ
め
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
料
金

に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
滞
在
中
は
お
財
布

を
気
に
す
る
こ
と
な
く
贅
沢
な

空
間
の
中
で
お
過
ご
し
い
た
だ

け
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
リ
ブ
海
へ
は
多
く

の
ク
ル
ー
ズ
船
も
出
航
し
て
お

り
、
航
海
中
は
船
の
上
で
贅
沢

な
時
間
を
過
ご
し
、
途
中
カ
リ

ブ
海
の
島
々
に
立
ち
寄
る
ク
ル

ー
ズ
旅
行
も
お
す
す
め
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

か
ら
気
軽
に
行
け
る
近
郊
バ
ス

ツ
ア
ー
や
四
季
折
々
の
国
立
公

園
な
ど
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
魅

力
的
な
旅
行
先
が
盛
り
だ
く
さ

ん
！
こ
の
機
会
に
秋
冬
の
旅
行

計
画
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

旅
行
会
社 

ア
ム
ネ
ッ
ト 

バ
ケ

ー
シ
ョ
ン
／
テ
ー
マ
パ
ー
ク
デ

ス
ク

amnet-usa.com

夏
に
始
め
る
秋
冬
の
旅
行
計
画

今
が
チ
ャ
ン
ス
！
旅
行
計
画
は
早
め
が
安
心
！
お
得
！

1

　
例
年
6
月
に
パ
リ
で
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
（
国
際
博
物
館
会
議
）
の
年

次
総
会
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
今

年
は
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
関

係
で
マ
ル
セ
イ
ユ
で
開
催
さ

れ
、
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
筆

者
が
マ
ル
セ
イ
ユ
を
訪
れ
る
の

は
30
数
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す

が
、
当
時
は
鄙
び
た
港
町
で
あ

っ
た
マ
ル
セ
イ
ユ
が
近
代
的
な

港
湾
都
市
に
な
っ
て
い
た
の
に

は
驚
き
ま
し
た
。

　

マ
ル
セ
イ
ユ
の
人
口
は
約

87
万
人
で
、
パ
リ
、
リ
ヨ
ン
に

次
い
で
フ
ラ
ン
ス
第
3
の
都

市
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
周
辺

の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
域
と
と
も

に
２
０
１
３
年
に
欧
州
文
化

首
都
（European Capital of 

Culture

）
と
な
り
、
都
市
機
能

が
大
き
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
主
要
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と

な
っ
た
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地

中
海
文
明
博
物
館
（Le musée 

des Civilisations de l’Europe 
et de la Méditerranée

；

Mucem
）
で
、
今
回
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
年
次
総
会
の
会
場
も
同
館
の

ホ
ー
ル
で
し
た
。
地
中
海
に
面

し
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
網
目

模
様
の
外
壁
と
ガ
ラ
ス
張
り
の

美
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
魅
力
的
な

博
物
館
で
す
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

生
ま
れ
の
建
築
家
リ
ュ
デ
ィ
・

リ
チ
オ
ッ
テ
ィ
の
設
計
で
、
屋

上
テ
ラ
ス
と
隣
接
す
る
17
世
紀

の
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
要
塞
が
空
中

通
路
で
結
ば
れ
て
お
り
、
地
中

海
の
眺
望
を
楽
し
む
こ
と
も
で

き
ま
す
。
地
中
海
世
界
の
歴
史

と
文
化
、
他
民
族
と
の
交
流
に

焦
点
を
当
て
た
展
示
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

隣
接
し
て
立
つ
の
は
コ
ス
ケ
ー

ル
・
メ
デ
ィ
テ
ラ
ネ
（Cosquer　 Méditerranée

）
で
、
海
底
の

洞
窟
壁
画
が
残
る
コ
ス
ケ
ー
ル

洞
窟
（Cosquer Cave

）
の
ほ

ぼ
実
物
大
の
レ
プ
リ
カ
が
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
先
史
時
代
の

海
洋
生
物
を
描
い
た
洞
窟
壁
画

が
あ
る
の
は
こ
こ
だ
け
で
、
壁

に
約
６
０
０
点
の
絵
や
記
号
な

ど
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
海
底
の
ラ
ス
コ
ー
洞
窟
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
3
欧

州
文
化
首
都
を
機
に
、
市
内
に

は
世
界
的
建
築
家
を
起
用
し
た

独
創
的
な
現
代
建
築
が
次
々
と

誕
生
し
、
隈
研
吾
設
計
プ
ロ

ヴ
ァ
ン
ス
現
代
美
術
セ
ン
タ

ー
（
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
や
、
ザ
ハ
・

ハ
デ
ィ
ド
設
計
の
Ｃ
Ｍ
Ａ 

Ｄ

Ｇ
Ｍ
タ
ワ
ー
な
ど
が
目
を
惹
き

ま
す
。
旧
港
に
近
い
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
マ
ル

セ
イ
ユ
歴
史
博
物
館
（Musée 

d’Histoire de Marseille

）
が

あ
り
ま
す
。
１
９
６
７
年
に
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
中
に
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
時

代
の
遺
跡
が
多
数
発
掘
さ
れ
、

現
地
に
博
物
館
が
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
史
跡
公
園
に
は
、
古
代

の
港
跡
や
ギ
リ
シ
ア
時
代
の
城

壁
や
墓
地
、
ロ
ー
マ
時
代
の
貯

水
池
や
舗
装
道
の
遺
構
等
が
残

り
、
館
内
に
は
マ
ル
セ
イ
ユ

２
６
０
０
年
の
歴
史
を
数
々
の

発
掘
品
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

マ
ル
セ
イ
ユ
が
古
代
か
ら
地
中

海
に
開
か
れ
た
世
界
都
市
で
あ

っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。　
　
　
　
　

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

マルセイユの
博物館
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チ
ョ
・
ナ
ム
ジ
ュ
の
小
説

『
82
年
生
ま
れ
、
キ
ム
・
ジ
ヨ

ン
』、
ソ
ン
・
ウ
ォ
ン
ピ
ョ
ン

の
『
ア
ー
モ
ン
ド
』
と
『
三
十

歳
の
反
撃
』
な
ど
女
性
作
家
の

韓
国
文
学
を
読
み
、
心
が
激
し

く
動
か
さ
れ
た
ら
、
も
っ
と
他

の
小
説
を
読
み
た
く
な
る
。
そ

ん
な
状
況
で
ハ
ン
・
ガ
ン(

韓

江)

の
『
す
べ
て
の
、
白
い
も

の
た
ち
の
』（
斎
藤
真
理
子
訳
）

と
出
会
っ
た
。
彼
女
の
小
説
で

最
も
有
名
な
の
は
、
２
０
１
６

年
ア
ジ
ア
初
の
ブ
ッ
カ
ー
国
際

賞
を
受
賞
し
た
『
菜
食
主
義

者
』
と
の
こ
と
な
の
だ
が
、
昨

年
文
庫
化
さ
れ
た
の
が
手
に
取

っ
た
き
っ
か
け
だ
。
受
賞
は
逃

し
た
が
、
本
作
も
２
０
１
８
年

ブ
ッ
カ
ー
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
た
。

　
「
白
い
も
の
を
書
こ
う
と
決

め
た
。
春
。
最
初
に
し
た
の
は

目
録
を
作
る
こ
と
だ
っ
た
」
と

始
ま
り
、
お
く
る
み
、
う
ぶ
ぎ
、

し
お
、ゆ
き
と
白
い
も
の
が「
ひ

ら
が
な
」で
横
並
び
に
書
か
れ
、

最
後
は
寿
衣
（
じ
ゅ
い
）
と
漢

字
で
終
わ
る
。
説
明
が
あ
っ
て

「
埋
葬
の
際
に
着
せ
る
衣
装
」

と
あ
る
。
赤
ち
ゃ
ん
を
包
む
布

で
始
ま
り
、
最
後
は
死
装
束
で

終
わ
る
。
ま
る
で
人
の
一
生
の

よ
う
だ
。　

主
人
公
「
私
」
の

母
は
22
歳
の
時
に
初
め
て
子
を

産
ん
だ
。
早
産
だ
っ
た
。
田
舎

の
小
学
校
の
教
員
と
し
て
赴
任

し
て
い
た
夫
と
人
里
離
れ
た
官

舎
に
住
み
、
一
台
し
か
な
い
村

の
電
話
ま
で
は
20
分
も
か
か
り

夫
は
学
校
で
、「
死
な
な
い
で
」

と
声
を
か
け
続
け
た
が
、
生
ま

れ
て
２
時
間
で
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
話
が
軸
に
な
っ

て
い
る
。

　

著
者
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
翻
訳

家
の
招
き
で
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
13

歳
の
子
供
と
短
期
移
住
す
る
。

ワ
ル
シ
ャ
ワ
蜂
起
博
物
館
で
米

軍
が
１
９
４
５
年
に
空
撮
し
た

映
像
を
観
る
。
白
っ
ぽ
い
雪
に

覆
わ
れ
て
た
風
景
。
し
か
し
、

そ
れ
は
雪
で
は
な
か
っ
た
。
44

年
９
月
、
市
民
蜂
起
の
後
に
ヒ

ト
ラ
ー
が
絶
滅
指
示
を
出
し
、

95
％
が
破
壊
さ
れ
、
上
空
か
ら

撮
る
と
雪
が
積
も
っ
た
街
の
よ

う
に
見
え
た
。
白
い
石
造
り
の

建
物
の
破
片
に
よ
っ
て
、「
白

い
」
都
市
に
な
っ
て
い
た
。
戦

後
、
再
建
さ
れ
た
ワ
ル
シ
ャ
ワ

と
２
時
間
で
亡
く
な
っ
た
姉
が

だ
ぶ
り
、
自
分
の
生
と
体
を
貸

す
こ
と
に
よ
っ
て
姉
を
甦
ら
す

こ
と
が
で
き
る
と
彼
女
は
こ
の

地
で
、白
い
色
を
表
す
韓
国
語
、

綿
あ
め
の
よ
う
に
ひ
た
す
ら
清

潔
な
白
の
「
ハ
ヤ
ン
」
で
は
な

く
、
生
と
死
の
寂
し
さ
を
こ
も

ご
も
た
た
え
た
色
の
ほ
う
の
白

「
ヒ
ン
」
に
つ
い
て
の
本
を
書

こ
う
と
本
作
の
第
１
章
と
姉
の

視
点
で
描
か
れ
た
第
２
章
を
書

き
、
第
３
章
は
ソ
ウ
ル
に
帰
っ

て
か
ら
書
い
た
と
い
う
。
ワ
ル

シ
ャ
ワ
に
行
く
き
っ
か
け
に
な

っ
た
の
は
光
州
事
件
を
題
材
に

し
た
小
説
『
少
年
が
来
る
』
を

書
き
終
え
て
、
精
神
的
に
疲
弊

し
て
で
き
る
だ
け
自
分
と
関
係

の
な
い
土
地
に
で
過
ご
し
た
か

っ
た
の
だ
と
思
う
。

　

巻
末
に
は
著
者
と
翻
訳
家
の

あ
と
が
き
が
掲
載
さ
れ
て
、
全

く
何
も
知
ら
な
い
真
っ
白
な
状

況
で
読
ん
だ
私
は
理
解
不
能
な

箇
所
が
多
く
、
自
分
の
読
解
力

の
な
さ
に
落
胆
す
る
が
、
あ
と

が
き
を
読
み
再
読
し
、
事
情
が

分
か
る
と
言
葉
が
す
く
っ
と
胸

に
入
り
、
じ
わ
っ
と
感
動
が
胸

に
広
が
る
。
な
ん
と
言
っ
て
も

翻
訳
家
の
斎
藤
真
理
子
さ
ん
の

翻
訳
も
素
晴
ら
し
い
の
だ
。
白

黒
写
真
も
挿
入
さ
れ
て
ア
ー
ト

本
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　

私
も
母
か
ら
先
に
流
産
し
た

子
供
の
話
を
聞
か
さ
れ
、
生
ま

れ
て
こ
な
い
方
が
良
か
っ
た
と

思
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ

を
機
に
生
き
ら
れ
な
か
っ
た
キ

ョ
ウ
ダ
イ
に
生
と
体
を
貸
し
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
を
歩
い
て
み

よ
う
か
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
何

色
だ
ろ
う
。　
　
　
（
山
河
藍
）

 そういう白もあるのかと知る感動
 ハン・ガン・著

河出書房新社・刊

■この窓の向こうのあなたへ（小手毬るい・佐藤まどか、
出版芸術社）NY州ウッドストックの森で、児童文学から
大人の恋まで紡ぎ出す小手毬るいと、プロダクトデザイ
ナー佐藤まどか。作品を通して出会ったふたりが語りあう
のは、仕事、旅、いまの子どもたちをとりまく環境などに
ついて。ふたりの児童文学作家による往復書簡。■電車で
不思議なことによく遭遇して、みんな小刻みに震えました
（やーこ、KADOKAWA）重版を重ねた「猫の診察で思いが
けないすれ違いの末、みんな小刻みに震えました」で話題
の著者の第2弾。今回は電車ネタを豊富にラインナップ。
「電車で赤子が泣き出して謝る母親を援護したら怖い目に
あった話」など10篇以上収録。■ブランド（吉田修一、
角川文庫）「ねえ。喜びって言葉から、どんな風景をイメー
ジする？」風呂上がりの妻から唐突な質問を受けた慎一
は、眼を閉じてみると、ふいにひとつの景色が見えてきた
…。吉田修一が広告や雑誌の企画で書いた小説などをまと
めた本。■老人は荒野をめざす（嵐山光三郎、ちくま文庫）
すぐ隣にある死を意識し、亡くなった多くの友を悼み、生
きている者は、いっそ「死ぬ気」で生き切ってみようと自
身も読者も励ます老年エッセイ。終刊した「週刊朝日」で
26 年間続いた人気連載「コンセント抜いたか」最後の３
年間から精選したエッセイを収録。■小説8050（林真理子、
新潮文庫）このままでは、我が子を手にかけ、自分も死ぬしかない。歯科医
の大澤正樹とその妻、節子は悩んでいた。長男の翔太は中学で不登校、7年
間引きこもり続けている。一流企業に勤める姉の由依は弟のせいで結婚でき
ないと両親に訴える。ついに息子と向き合う決心をした正樹が知った恐ろし
い真実とは。林真理子が現代日本を描いた社会派エンタメ。■密室法典（五十
嵐律人、角川書店）大学の法学部からロースクールへ進学した古城。古城が
運営する「無料法律相談所」は持ち込まれた法律が関わる事件を解決する自
主ゼミである。密室状況にある模擬法廷の証言台の前で恐竜の着ぐるみが倒
れていた監禁事件、医者の不審死など、さまざまな事案の経験を通じて、古
城たちは少しずつ法の真理と人間への洞察を深めていく。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

ふ
た
り
の
児
童
文
学
作
家
に
よ
る
往
復
書
簡
。
電
車
で
起
き
た
思
い
が
け
な
い
出
来
事
。

嵐
山
光
三
郎
の
人
気
連
載
を
収
録
。
ブ
ラ
ン
ド
広
告
の
た
め
に
綴
っ
た
小
作
の
集
大
成
。

現
代
日
本
を
描
く
社
会
派
エ
ン
タ
メ
。
青
春
リ
ー
ガ
ル
ミ
ス
テ
リ
ー
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

月
曜
は
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
、
火

曜
は
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、
水
曜
は

ゾ
ー
プ
（Zoo

＋Soup

の
造

語
）、
木
曜
は
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
（
日
本
語
版
で
は
ハ
ン
バ
ー

グ
）、
金
曜
は
新
鮮
な
魚
、
土

曜
は
チ
キ
ン
な
ど
、
１
週
間
の

お
い
し
い
食
べ
物
を
紹
介
す
る

動
物
た
ち
が
登
場
。
見
開
き
ペ

ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
描
か
れ
た
色

鮮
や
か
な
コ
ラ
ー
ジ
ュ
画
が
美

し
く
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ハ
リ

ネ
ズ
ミ
、
ヘ
ビ
、
ペ
リ
カ
ン
な

ど
の
動
物
た
ち
が
、
料
理
を
頬

張
り
な
が
ら
曜
日
の
名
前
を
紹

介
し
て
く
れ
る
。
さ
て
、
日
曜

日
に
は
な
に
食
べ
る
？

　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
絵
本
「
は
ら

ぺ
こ
あ
お
む
し
」
の
著
者
／
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
エ
リ
ッ

ク
・
カ
ー
ル
に
よ
る
、
歌
を
通

し
て
曜
日
を
学
べ
る
一
冊
。
ア

メ
リ
カ
の
わ
ら
べ
う
た
を
元
に

し
た
も
の
で
、
Ｃ
Ｄ
付
き
も
あ

り
、親
子
で
一
緒
に
歌
え
る
本
。

曜
日
の
名
前
を
覚
え
ら
れ
る
と

同
時
に
、
前
の
曜
日
ま
で
の
食

べ
物
も
文
章
に
な
っ
て
い
る
の

で
記
憶
力
も
養
え
る
か
も
。
日

本
語
で
読
む
な
ら
『
月
よ
う
び

は
な
に
た
べ
る
？
』（
訳
・
も

り
ひ
さ
し
、偕
成
社
）。（
高
田
）

ア
メ
リ
カ
の
わ
ら
べ
う
た
絵
本
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